
熊本県文化財調査報告第184集

、，ー
、ーー カミ

北
、王位.
1息 ぶ

E
D

 

古 閑

産業展示場建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

1999. 3 

熊本県教育委員会





平成5年度調査区

平成6 ・ 7年度調査区



， 

熊本県文化財調査報告第184集

ちF
、ーー カミ

オヒ 、主包ス塁 什
小J

E
H
P

 

古 閑
産業展示場建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

1999. 3 

熊本県教育委員会



序 文

熊本県教育委員会では、 熊本県商工観光労働部商工政策課の依頼を受け、 産業展示

場建設事業に伴う埋蔵文化財の発掘調査を実施いたしました。

今回報告する古閑北遺跡の発掘調査は、 平成5年度から 8 年度にかけて実施し、 縄

文時代全般及び弥生時代末期を中心とする多数の遺物が出 土しました。 中でも縄文時

代全般にわたり出 土した 土器や石器及び竪穴住居跡等は、 この時代の人類の生活を知

るための貴重な資料となると思われます。

この報告書が、 埋蔵文化財の保護に対する認識と理解を深め、 さらには学術研究の

進展にいささかでも寄与するところがあれば、 まことに喜びに堪えません。

なお、 本調査を実施するにあたり、 文化財保護の観点から多大の御協力を惜しまれ

なかった、 熊本県商工観光労働部商工政策課ならびに御指導御助言をいただきました

諸先生方に深く感謝申し上げます。

平成11年3月31日

熊本県教育委員会

教育長 佐 々 木正典



例 百

1 本 書 は 、 熊本県商工観光労働部商工政策課の産業展示場建設事業計画に伴い 、 平成5年度か ら 8 年度に

かけて 実施 し た埋蔵文化財発掘調査報告書で あ る 。

2 発掘調査 を実施 し た遺跡 は 、 熊本県上益城郡益城町大字古閑字豊之 内 ・ 崎久保 ・ 横道 に所在す る 古閑北

遺跡 で 、 熊本県商工観光労働部商工政策課の依頼を受けて 、 熊本県教育委員会が行った。

3 現地での調査 は 、 野 田 恒親、 西住欣一郎、 緒方徹、 本 山 千絵、 山 田 大輔、 矢野喜 久代 、 荒木聖 子 、 池 田

由希 子 が行った。

4 遺物 の 整理 、 実測 は、 平成 9 ・ 10年度に熊本県文化財収蔵庫で実施 し 、 野田、 演回、 荒木 、 安達、 本松

亜希 子 、 牧寺俊明 、 知名 石 揚 子 、 藤本圭司、 藤木聡が こ れ に あ たった。 ま た 、 遺物実測 の 一部 に つ い て は 、

(有) 埋蔵文化財サポー ト シ ステ ム 及 び (株) エーティ ッ ク環境文化研究所 に委託 し た。

5 本書 に使用 し た挿図 の う ち 、 第 1 図 は熊本土木事務所 か ら 提供を 受け た も の を 基礎に し た。 ま た 、 第 2

図 は国 土地理院の 2 万 5 千分 の 1 地形 図 を利 用 し た。

6 本書の執筆お よ び編集 は 、 熊本県文化財収蔵庫 に お い て 、 野 田 、 演聞が行った。 ま た 、 第I章第 1 節に

つ い て は 、 松本健郎が執筆 し た。

7 遺物 の写真撮影は 、 熊本県文化財収蔵庫 に おい て 、 今村龍太郎が行った。

8 整理後 の遺物は、 熊本県文化財収蔵庫 (熊本市渡鹿 3 丁目15 -12) に保管 さ れ て い る 。

凡 例

1 本書に使用した測量等 の 基準 は 、 第 2 図 を 除 き 、 4級基準点測量に よ って導 き 出 し た 、 国 土地理院の設

定す る 「 公共座標 E 系J を使用 し て い る 。 こ の た め 、 使用 し た 方位 はすべて公共座標上の北を指 し て い る 。

2 遺構 に お け る 高 度は 、 海抜高 で あ る 。

3 遺構の深 さ で特に断 り の な い も の は 、 検 出 面か ら の深 さ で あ る 。

4 出 土遺物観察表 に お け る 計測値は現存値で あ る が 、 土器の 口 底径 に つ い て は復原値を示 し た。
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第I章 序 説

第1節 調査に至る経緯と経過

1 調査に至る経緯

文化課で は、 関係各課に対 し て 事業照会 を行い、 各種の 開発事業 と 埋蔵文化財の保護 と の調整 を図って い

る 。 産業展示場 (完成後 の名 称 は、 グ ラ ン メ ッセ熊本) につ い て、 商工労働観光部商工政策課か ら 事前協議

を 受け た の は、 平成 3 年 1 1月 5 日で あった。

平成 4 年 3 月251=1 ， 文化課の松本健郎 (文化財調査第 2 係長) ・ 野 口 龍彦 ( 文化財保護主事) が現地 を踏

査 し た。 当 該地は、 遺跡地図等 に記載 さ れた周 知の埋蔵文化財包蔵地で は な い が、 九州 縦貫自動車道建設 に

伴って発掘調査 さ れた古閑遺跡 の近隣で あ り 、 現地に土器 の 散布がみ ら れた こ と か ら 、 「 ご く 一部 の低地 を

除 いて、 ほ ぽ全域 に つ い て 試掘調査が必要J と の 回答を行 っ た。

平成 4 年度 に な り 、 文化課 と 商工政策課 と の 聞 で の 協議が本格化 し、 商工政策課か ら 文 書で試掘依頼が あ

っ た。 試掘調査は、 用 地 の都合等 に よ り 、 平成 4 年 8 月26日か ら 3 1 日 ま で、 西住欣一郎 (文化財保護主事)

が担 当 し て 行った。

試掘調査の結果、 削 平等 によ り 包含層 や遺構が残存 し な い部 分 も あった が、 縄文時代 を 中心 と し て一部 に

中 世 を 含 み、 約80， OOOnUこ遺跡が存在す る こ と が判 明 し、 平成 4 年 9 月 1 1 日 付 け で商工政策課 あ て試掘調査

結果 を通知 し た。

試掘結果 を受けて、 両課の協議 を重ねた。 こ の 時点では産業展示場の 詳細 な設 計 が で き て お ら ず、 商工政

策課は試掘結果 を 考慮 し て 建物 の位置等 の 設計を進め、 埋蔵文化財の保存に 努め る こ と 、 文化課は 平成 5 年

度の調査に向けて 体制 を整 え る こ と を確認 し た。 ま た、 商工政策課か ら 、 完成 ま での 全体の 工程、 建物 ・ 調

整池等 の施設 の概要 に つ い て説 明 が あ り 、 埋蔵文化財調査 を 早期 に完了 さ せ る よ う 要請が あった。

こ の 時 点で は、 調査面積の確定 は で き な かったが、 建物がおよそ 10，ooonflこな る こ と や調整池 ・ 道路等 を

含 め る と およそ 30， OOOnfの 調査 に な る と 予測 さ れた。 通常の 1 涯編成で の年間調査量は、 約 10， OOOnfで あ る

の で、 調査 に は 3 年 を 要 す る と 考 え ら れた。

こ の よ う な協議 を経て、 平成 4 年 10月末に平成 5 年度の発掘調査費用 を積算 し た。

そ の 後 も 、 必 要 に応 じ て 両課の 協議 を行 っ た。

年度 が 変 わ っ た 平成 5 年 4 月、 両課の課長 も 含 め て 協議 を 行 い、 調査面積は30， ooonf以 内 と し、 平成 5 年

度 "' 7 年度 に発掘調査 を実施 し、 そ の 後資料整理 を行 う 、 調査は①町道付 け替え部分 ・ 調整池、 ②建物本体

部分、 ③県道 ・ そ の他の部分の順で行 う こ と な ど を確認 し、 予算の令遣を受け て 調査の準備 を 開 始 し た。

- 1ー



第 1 節 調査に至る経緯 と 経過

2 調査組織

調査主体 熊本県教育委員会

調査責任者 大塚 正信 (平成5年度、 首席教育審議員兼文化課長)

桑山 格好 (平成 6 ・ 7 ・ 8 年度、 文化課長 )

平野 芳 久 ( 平成5年度、 教育審議員兼課長補佐)

丸山 秀 人 ( 平成 6 ・ 7 年度、 課長補佐 ・ 平成 8 年度、 教育審議員兼課長補佐)

調査総括 松本 健郎 (平成5 ・ 6 ・ 8 年度、 主幹兼文化財調査第二係長)

島津 義昭 ( 平成 7 年度、 主幹兼文化財調査第一係長)

調査担 当 酉住欣一郎 ( 平成5 ・ 6 年度、 文化財保護主事)

野田 恒親 (平成5 ・ 6 年度、 文化財保護主事 ・ 平成 7 ・ 8 年度、 参事)

緒方 徹 (平成5年度、 嘱託)

本山 千絵 (平成5 ・ 6 ・ 7 年度、 嘱託)

山田 大輔 (平成 6 年度、 嘱託)

矢野喜久代 (平成 6 年度、 嘱託)

吉本 智明 (平成 7 年度、 嘱託)

荒木 聖 子 ( 平成 8 年度、 嘱託)

嶋 田由希 子 ( 平成 8 年度、 嘱託)

報告書担 当 野 田 恒親 ( 平成 9 ・ 10年度、 参事)

演回 彰 久 ( 平成 10年度、 文化財保護主事)

荒木 聖 子 ( 平成 9 年度、 嘱託)

本松E希 子 ( 平成 10年度、 嘱託)

調査指導及び協力者

村上 恭 通 (愛媛大学、 助教授)

清 田 純 一 (城南町歴史民俗資料館、 文化係参事)

写真撮影 今村龍太郎 (フォ ト ・ リ ュウ)
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第2節 遺跡の位置と環境

1 遺跡の位置

古閑北遺跡 は 、 熊本県の 中央に あ る 、 益城町の北西部 (北緯32度47分26秒 ・ 東経130度47分36秒) に位置 し 、

赤井川の支流木 山川の北側 の低い丘陵地帯に広が る 縄文時代の早期 か ら 晩期及び弥生時代後期 の 遺跡で あ る 。

今 回 の 産業展示場建設事業に伴 う 発掘調査は、 遺跡の 中 心部 に 当 た り 、 ま た 、 調査面積 も 合計約28，700rrf 

に及ぶ大規模 な も の で 、 遺跡の性格を 考 え る う え で 重要な遺物 が多数 出 土 し た。

な お 、 今 回 の 調査地点及び調査面積は 、 平成 5 年度調査区が益城町大字古関字豊之 内 地 内 を 中心 と す る 約

10，000rrf、 平成 6 年度調査区が益城町大字古閑字横道地内 を 中心 と す る 約10，000rrf、 平成 7 年度調 査 区が益

城町大字古閑字崎久保地 内 の約 8，000rrf、 平成 8 年度調査 区が益城町大字古閑字横道地 内 の 約 700rrfで あ っ た。

2 遺跡の地理的環境

古閑北遺跡の所在する 益城町の 地形は、 東部 ・ 南部は九州 山 地か ら 続 く 、 城 山 (480. 4m ) ・ 朝来 山 (469. 5

m) 船野 山(307. 8 m ) ・ 飯 田 山(481. 2m) な ど が 山塊 を形作 る 。 北部 に は広 大 な 益城台地 が ひ ろ が り 、 そ の 北

方 を し め る 高遊原 は 空港 と し て利 用 さ れて い る 。 北の台地 と 東 ・ 南 の低地 に は阿蘇外輪山 、 冠ヶ岳に源を持

つ木 山川が東か ら 西 に 向 か っ て流れ、 谷底平野が発達 し て い る 。 西 は熊本平野 に 連 な り 、 そ の東域 を なす。

正陵 と 平野の境 に は豊富な 湧水 が み ら れ、 い く つ も の自噴池が あ る 。 木 山川 に は赤井川 ・ 金山川 ・ 岩戸川な

どが注ぎ、 北側台地 の 下 を流れ る 秋津)11 と 江津湖にお い て 合流 し 、 加勢川 と な り 有明海に連 な る 。 こ の豊か

な水は 、 低地に肥沃な 平野 を 造 る と と も に 、 水運路 と し て も 人 々 の 生 活 に役立 っ て き たが 、 降水 の 多い 年 に

は水害 を 引 き 起 こ す元凶で も あ っ た。 し か し 、 こ の ような恵ま れた水 を 有効に利用 し て 人 々 の 生活 は今 日 に

至 っ て い る 。

ま た、 気候は 多 日 照 ・ 高温 ・ 多雨、 す なわ ち 「光 と 熱 と 雨 J の 三拍子が捕っ て お り 、 熊本県 の 中 で も 穏や

かな数値 を示 し 、 生活の し やす さ を 現 し て い る 。

な お 、 一帯の地質は阿蘇溶結凝灰岩 (阿蘇 4 火砕流) を基盤 と し 、 上層 に阿蘇 4 風化層 、 洪積世堆積層 、

沖積世堆積層 を のせて い る 。 遺跡付近 は ほ ぼ平坦で、 平均標高 は約30m で、 あ る 。

3 調査区の地形 (第 1 、 2 図 )

古閑 北遺跡は熊本県 上益城郡益城町大字古閑字豊之 内 ・ 横道 ・ 崎久保地 内 に あ る 。 遺跡名 は旧来 の 古閑遺

跡の 北側約 1 km に位置す る と いう こ と で 「古閑 北遺跡」 と し た。

遺跡 は益城台地の南側 に位置 し 、 平均標高 は約30m で あ り 、 九州自動車道 を 挟 ん で 、 東側 に 古閑 北遺跡が

あ り 、 西側 に 同 時期 に益城熊本空港イ ン タ ーチェン ジ建設事業 に 伴 っ て発掘調査 さ れた梨木遺跡 が あ る 。

古閑 北遺跡は 、 ほ ぽ 中央部を県道熊本 ・ 益城 ・ 大津線 (第二 空港線) が東西 に貫 き 、 北側 に東部環境 工場、

東側 に井関農機熊本工場、 南側 に は広安西小学校が あ る 。
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第 1 図 古関北遺跡調査区位置図 (施行前)
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第 2 図 古閑北遺跡調査区位置図 (施行後)
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第2 節 遺跡の位置 と 策境

4 遺跡周辺の歴史的環境

古閑北遺跡 の 周 辺に は 、 各時代 の 遺跡 が 集中的 に分布 し て お り 、 益城町 内 で も 有数 の 遺跡群 を 形成 し て い

る 。 詳 し く は 「古閑北遺跡周 辺 遺跡分布図J (第 3 図) 及び 「古閑北遺跡周 辺遺跡一覧表J (第 1 表) に ま

と め た が 、 こ こ で は周 辺 の 主 な遺跡に つ い て 、 簡単 に ま と め て みた い。

(1 ) 旧石器時代
熊本地方 にお け る 歴史上の最初の痕跡で あ る 旧 石器時代 の遺跡で あ る が 、 最近では発見 さ れ る 遺跡数 も 増

加 し 、 次第 に こ の 時代 の文化の様相 が 明 ら か に さ れつつ あ る 。 益城町で も 、 塔の 平遺跡 ( 大字小池) か ら 細

石器 ・ ス クレイパー ・ 剥片 ・ 磯器 (輝緑凝灰岩) が表 面採集 さ れて い る 。 ま た 、 近隣の 「 く ま も と 未来国

体」 の 主会場予定地であ る 熊本市平 山 町の 石 の本遺跡か ら は約22，000年前の火 山灰堆積層 で あ る 「姶 良 ・ 丹

沢 (AT) 層 」 の 下 に あ た る 赤褐色 土層 か ら局部磨製石斧や剥片石器な ど の 石器 が 出 土 し 、 熊本の み な ら ず九州

で も 最 も 古い段階の石器群 と し て注 目 さ れて い る 。

(2) 縄文時代

益城町内に は 、 点 々 と 縄文時代 の 土器や石器が 出 土す る 場所 が あ り 、 長 い縄文時代 に 、 かな り 多 く の人 の

生活が営まれた と 思われ る が 、 残念な が ら そ の 実 体 は 良 く 分 か つ て い な い。 こ こ で は 、 正式な発掘調査 を行

っ た二 カ 所 の 遺跡 を 紹介 し 、 こ の 時代 を 考 え て み たい。

櫛島遺跡 ( 大字 島 田 ) か ら は 、 押型文土器の 他 に 、 塞ノ神式土器の 立派な も の が 出 土 し た。 縄文時代の早

い時期 の も の で あ り な が ら 、 土器の表面 の 文様 に は 、 後 の 時代 に流行す る 、 網 目 の外 を線 で 区画 し た り 、 あ

る い は そ の中 に 列 点 を 入れ飾っ た り 、 趣向 を躍 ら し た も の が あ る 。 ま た 、 土器以 外 の 生活の道具 で あ る 石槍

や石斧 な ど も 出 土 し た。

古閑遺跡 (大字古閑) か ら は 、 の ち に『古閑式j と 呼ばれ る 縄文晩期 の 土器が 出 土 し た。 縄文後期 か ら 晩

期 に か け て の 土器の移 り 変 わ り は よ く わ か ら な か っ た が 、 古閑遺跡の調査に よ り 、 三万図式か ら始ま る 、 九

州縄文土器の 発 展 の 最後 の姿 を 、 古閑遺跡 出 土の 土器が示 し て い る こ と が わ か っ た。

(3) 弥生時代

弥生時代の遺跡 は 、 発掘調査の事例は極めて少 な い が 、 特に八反 田 遺跡 (大字砥) 11) か ら 出 土 し た蜜棺は 、

弥生前期 の板付式土器 と 縄文的色彩の強い夜臼式土器が使用 さ れて お り 、 当 時の縄文時代 か ら 弥生時代への

移行期 の 時代相 を反映 し た も の と み ら れ る 。

木 山川左岸に位置す る 秋永遺跡 (大字小池) で は 、 弥生時代の 竪穴住居跡 と 思われ る も の が 検 出 さ れ、 免

図式土器 を含む弥生時代後期の 土器が多量に 出 土 し た。 ま た 、 弥生時代 中 期 と 思 われ る 聾棺墓 も 検 出 さ れた。

そ の他 、 典型的 な弥生期 の環濠の 一部 と 思われ る 断面 V 字形の溝や、 弥生時代後期 の 水 田 遺構 も 検 出 さ れた。

平 田 遺跡 (大字平 田 ) で は 、 弥生時代後 期 の蜜型土器が ほ ぼ完全な形で出 土 し た。 宮園遺跡 (大字木山 )

で は 、 大形聾棺 (須玖式) や黒髪式な ど の 小形 の 聾棺も 出 土 し た。 ま た 、 東無回遺跡 (大字島 田 ) や下原遺

跡 (大字島 田 ) で は 、 弥生時代 中 期 の 聾棺が 出 土 し て い る 。
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(4) 古墳時代
熊本平野の 東 部 に位置す る 益城町に は 、 幾内政権 と 強 く 関わ り の あ る 人物 の墳墓 と 考 え ら れ る 前方後 円 墳

は存在 し な い が 、 木 山川 沿 い の湿地帯の縁の方か ら の 開 田 に よ る 水稲耕作 と 、 台地上の畑 作物 を 生産基盤 と

し た在地の大小の支配者階層 の 人 々 の墳墓がみ ら れ る 。

前期 か ら 中期 に か け て の墳墓 と し て は 、 安 山岩製板石で造 ら れた箱式石棺が 、 大字小池の台地上、 大字広

崎か ら 大字寺迫 に至 る 台地の縁辺部、 大字福原の台地上、 大字上陳の台地上な ど に分布 し て い る 。 こ の う ち

発掘調査 さ れた も の は少 な い が 、 鏡 を副葬 し て い た大字寺迫の城の本古墳 を始め と す る 円墳、 大字小池の秋

永遺跡 に み ら れ る 方形周 溝墓な ど が あ る 。

中期 の 後 半 に は 、 益城町に 隣接 し た上益城郡嘉島町に装飾壁画の あ る 井寺古墳 ( 円 墳 ・ 横穴式石室) が造

ら れ益城町内各地の支配者 も そ の首長 の支配下 に置かれた も の と 考 え ら れ る 。

後期 に な る と 、 熊本平野東部 の勢力 の 中 心 は上益城郡御船町の台地上へ移行 し た と み ら れ、 そ こ に装飾壁

画を持つ今城大塚古墳 (前方後 円墳 ・ 横穴式石室) が造 ら れて い る 。 益城町大字小池の鬼塚古墳 、 大字寺迫

の遠見塚古墳 、 大字福原 の鬼 ノ 窟古墳 ( いずれ も 円墳で横穴式石室) は 、 そ の勢力 下 に あ る 各地域の豪族の

墳墓 と み ら れ る 。

ま た 、 後 期 の 横穴基は、 県道熊本 ・ 高森線 に 沿 っ た大字寺迫 か ら 大字 国 原 に か け て の崖面 と 、 大字福原地

区 に み ら れ、 大字寺中の上神 内 横 穴墓群の発掘調査か ら み る と 、 副葬品 は豊かで は な い が 、 鉄刀や装身具類

を伴 う こ と か ら 一般民衆の墳墓 と は考 え に く く 、 各地域の豪族の も と に お かれた官人層 と も い う べき 支配者

層 一族の墳墓 と 理解で き る の で は な い だ ろ う か。

(5) 歴史時代
奈良 ・ 平安時代 に な る と 、 律令体制の導入に伴い、 肥後固 に お い て も 行政組織の 整備、 条皇制の施行が進

め ら れ、 そ の影響が周囲に及んでく る 。 益城町の多くは益城郡に属 し 、 「和名抄J に 見え る 小按郷 に 比 定す

る 説が あ る 。 益城郡の 条 里 は大 き な 河川 を中心 と し た自然条件に作用 さ れ、 御船)11 ・ 緑川 ・ 木 山川 (赤井

)11}の 3 流域 に 見 ら れ る 。 当 町域の条里遺構 は木 山川 を中心 に し て 、 北 は益減台地縁辺部 か ら 、 南 は船野 ・

飯田岡山麓ま で 、 流れ に 沿 っ て 東西へ網羅的に展開 し て い る 。 古代 の官街 ・ 寺院に限 ら れて使用 さ れた と さ

れ る 布 目 瓦が 古閑遺跡 (大字古閑) ・ 搭の 平遺跡 (大字小池) か ら 出 土 し て い る 。 又 、 奈良朝に始ま る と さ

れ る 僧侶 ・ 宮人 の火葬骨 を納め た須恵器 の骨壷や、 大陸産陶磁器の褐軸水注な どが福田寺跡 ( 大字福原) か

ら 出 土 し て い る 。

中世に は 、 大字広崎及び古閑 な どは木 山郷に属 し て いた。 な お 、 中世の城跡 に は赤井城、 砥川城や飯 田 城

な ど が あ る 。

近世 に な り 肥後藩 は 、 寛永 9 ( 1 632) 年 に加藤氏の移封 に伴い細川氏の支配 に 属 し 、 古閑 ・ 広崎の 各村等

は沼 山津手永 に属 し た。 ま た 、 こ の こ ろ か ら 、 台地上の開拓が行われ る よ う に な り 、 特 に 面積増加の著 し い

村 は 、 木 山川中流域、 あるい は木 山 川 右岸益城台地東部の台地であ り 、 現在 の 熊本空港寄 り に あ た る 。

現在の 遺跡周 辺 は、 熊本市のベッ ド タ ウ ン と し て宅地化が進み、 熊 本市への通勤者 も 多い。 ま た 、 造成に

よ っ て 旧 地形 が 削 ら れ る な ど、 急速に昔の 面影を失いつつ あ る 。

な お 、 交通混雑の緩和、 市街地化 に伴 う 道路 ・ 施設な どの環境整備が早急 な課題 と な り 、 県道熊本 ・ 益城

・ 大津線 (第二空港線) が 拡幅 さ れた り 、 グ ラ ン メ ッセ熊本 (国際産業展示場) が建設 さ れた り 、 益城熊本

空港イ ン タ ー チェンジが建設 さ れつ つ あ る 。
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四幡号| 遺 跡 名
第1表 古閑北遺跡周辺遺跡一覧表

第I 章 序 説

1 1古関北
2 1梨木
3 1古関
4 1広崎六本木
5 1I園官

6 I�山古墳
7 1葉山
8 1高木箱式石綿
9 1惣領

101大辻
111厳河原
12 1狐緩古境
13 1馬車鍾鉄所跡
14 1遠見犀
15 1宮岡B
16 1小久保
17 1宗曽利
18 1辻
19 1安永
20 1火迫石柑群
21 1古川
22 1下辻
23 1宮困A
24 1木山披跡
25 1按ノ本古墳
26 1条里跡
27 1赤井
28 1条盟跡
29 IA反田
30 1砥川滋跡
31 1秋永
32 1秋永石棺群
33 1東無回
34 1鬼窓古墳
35 1立石
36 1櫛島
37 1王国遺跡
38 1平ノ山
39 l�t'J、迫
40 11輔小迫
41 IA反田居屋敷
42 1乾原・迎八反回

43 1>毛織遺跡群

441長嶺南

45 IA反田遺跡群
46 1長樹抽出
47 1中山畜犬管理所五倫帯
48 1中山
49 1小山山伏塚
50 1鍵園寺境内古塔碑群
51 1小w上
52 1御船塚墓地群
53 1御船塚
54 1中原道明
55 1上県迫(二関中学校校庭)
56 1南郷往遺跡
57 1戸島京塚
58 1戸島北向(戸島西)

59 1北向下の五輪塔
60 11富山遺跡群

61 1戸島神社入口古帯碑群
62 1円通寺跡
63 1戸島東
64 1戸島経塚跡
65 1戸島桑鶴
66 1下佐土原
67 1日向極致尾
68 1新外A
69 1新外B
70 1小織
711佐土原
72 1佐土原芥川坂碑
73 1沼山樟
74 1横井小捕の基
75 1沼山禅坂碑群
76 1沼山棒会所跡
77 1下部代里
78 1四時府及び四時軒跡
79 1沼山津貝塚
80 1江津湖遺跡群

81 1矢形川流犠条里跡
82 1西光寺
83 1西光寺箆棺群
84 1下六惑の五給塔
85 1手本鉢
86 1井寺古噴

87 1井寺

所 在 地

益袋町古欄 崎久保・騎道
広崎 製木
古閑 宅地
広崎 六本木
古閑 石井川ほか

広崎 葉山
広崎 葉山・西原
惣領 高木
惣領 高木
馬水 大辻
馬本 陸河原
馬本 殴河原
馬水 酸河原
木山 遠見塚
木山 遠見縁ほか
上小久保 下小久保
安永 宗曽利
宮原 辻
安永 居屋政・火迫ほか
安永 火迫
安永 古川
木山 下辻
木山 遠見塚ほか
寺迫 誠ノ本
寺迫 銭ノ本

赤井 登町

砥川 人反問
砥川 裁の尾
小池 秋永ほか
小池 秋永・麻生原
島田 東無回居致
小池 鬼塚
島田 立石
島国 南島

熊本市上南鼠町 玉岡
上南部町
御領町
御領町
長嶺町
長嶺町 乾原・迎八反問

長嶺町

長樹町 南居屋敷

長鎖町 八反田
長鎖町
小山町
小山町
小山町
小山町
小山町
小山町
小山町 御船縁
小山町
戸島町
長嶺町、戸島町
戸島町
戸島町

戸島町
戸島町 葉山

時 代

縄文~弥生
縄文~弥生
縄文・弥生

縄文・弥生

古噴
弥生~古代
古噴

縄文~平安
銅文・弥生
古境
古代・中世
縄文~古代
縄文・弥生
縄文~中世
縄文~中世
純文~中世

古境

純文~中世
弥生
弥生
古墳
古代 ・中世
古代
古代 ・中世
弥生
中世
弥生
古担
弥生
古境
弥生
縄文
縄文~平安

関文~平安

嗣文~平安

縄文~平安

弥生・中世

嗣文・中世

中世
縄文~平安
弥生
中世
弥生
中世
鍋文・中世
縄文
縄文・中世
近世
縄文~中世
縄文・中世

中世 |建造物
旧石器・銅文 |包蔵地

旦ー」斗主主
包蔵地
包蔵地
包疎地
包疎地
包疎地

古喰
包蔵地
古境
坦務
包疎地
包蔵地
古噴
生産
包疎地
包綾地
包蔵地
包旗地
包蔵地
包蔵地
古漬
住居・集落
包疎地
包疎地
域
古Jlt
生産
包疎地
生産
担葬
説
集落
古噴
包蔵地
古墳
包蔵地
包旗地
包蔵地
包疎地
包疎地
包疎地
包蔵地
包蔵地

包疎地

包法地

包疎地
包疎地
建造物
包蔵地
墳墓
建造物
散布地
墓地
散布地
包蔵地
包蔵地
交通
包疎地
包疎地

群 内 遺 跡 名 備 考

銅文・弥生、土師器外の遺物包合
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第3節 発掘調査の概要

1 調査方法および調査区の設定

(1) 調査方法

調査方法 は 、 10m四方の グ リ ッ ド法 を採用 し た 。 具体的 に は 、 第I層 の表土 を重機を使用 し 一括 し て剥 ぎ

取っ た 後 、 縄文時代 か ら 弥生時代の遺物包含層 で あ る 、 第 E 層 お よ び第皿層 ま で を 土層観察用 の 幅60cmの畦

を適宜確保 し な が ら 、 一 区画 ( lOm X lOm ) 毎 に 人力 で掘 り 下げて い く 方法 を と っ た。 こ う し て 掘 り 出 し た

遺物 は 、 出 土位置及び高度 を記入 し た上で、 取 り 上 げを行っ た が 、 遺物 の 出 土量 が 多 い 区画で は 、 同 一 の作

業 を繰 り 返 し行 う 手順 と な る 。 なお、 畦は遺物取 り 上げ後取 り 外 し た。

こ れ ら の遺物の取 り 上 げ作業 が終了 し た 時点 で 、 区画毎 に清掃 を 行 い 、 第 N層 の上面で遺構 の 有無 を 確認

し た 。 存在が確認 さ れた遺構につ い て は 、 引 き 続 き 調査 を 行 い 、 全体 を 1 /20、 部分 (埋蜜な ど) を 1 /10

の縮尺で実測図 を 作成 し た ほ か 、 遺構の配置 を確認す る た め の全体図 と し て は 、 1/200の 地形測 量図 を 作成

す る こ と と し た。 ま た 、 そ れぞれの調査段階にお い て 、 適宜写真撮影 を 実施 し た。

なおそ の ほ か 、 土層 の観察 と 縄文時代以前の文化層 の有無の確認の た め 、 任意 に数カ 所の深堀の試掘坑 を

設定 し 、 第四層 ま で人力 に よ っ て 掘 り 下げ た が 、 遺構 ・ 遺物 は確認で き な か っ た。

(2 ) 調査区の設定

本調査 に先立 っ て 平成 3 ・ 4 年度 に 、 「産業展示場 (仮称) J 建設事業予定地 内 の買収清み の建設用地 に

任意 に試掘 坑 を 設 定 し て 、 遺跡の 分布調査 を 実施 し た 。 そ の結果、 試掘対象地 区 の う ち約 8 割以上の用地か

ら縄文及び弥生時代の 遺物 が 多 量に確認 さ れた。

そ の 後 、 平成 7 ・ 8 年度 に も 本調査 を 実施 し な が ら 、 新た に買収 さ れた建設用地 に つ い て は随時試掘調査

を 実施 し 、 遺跡の広が り を随時確認 し な が ら 実際の調査区を決定 し 、 最終的に 9 カ 所の調査区で、 合計約28，

700rdの発掘調査を行 っ た (第 1 図) 。

な お 、 調査 区 に は 、 測量の基準 と す る た め の調査用 グ リ ッ ド (区画) を 10m の 間隔で設定 し た。 グ リ ッド

の設定方向 は 、 調査が 開 始 さ れた平成 5 年度の 1 区aの調査 区 の 中 心部分 を任意 に垂直に設定 し た。 こ の こ

と に よ り 、 1 区か ら 7 区 ま での調査 区 は 、 おお よ そ 北か ら 南に 向 か っ て算用 数字で、 ま た 直行す る 側 を東 か

ら 西へアルファベッ ト で表 し た (第 4 "" 6 図) 。 ま た 、 8 区 は道路の 拡幅部分で あ る た め細長 い の で 、 中 心

部分に10m 間隔で杭 を 打 ち 、 九 州 縦貫道 沿 い の部分は縦を東西 に分 け 、 そ れ に 直行す る 方 向 をイ~ リ と 設 定

し 、 第二空港線 沿 い の 部分は縦を 南北に分 け 、 それに直行す る 方向 を 1 -20 と 設定 し た (第 7 図) 0 9 区 の

進入道路部分 は 4 級基準点測量 に よ っ て導 き 出 し た国 土座標 E 系 の メ ッシュ の 方向に沿 っ た も の で 、 北 か ら

南 に 向 か っ て算用 数字で、 ま た 直行す る 側 を酉か ら 東ヘカ タ カ ナで表 し た (第 8 図) 。

2 調査の概要 (第 4 "" 8 図 )

発掘調査の経過 を発掘調査 日 誌か ら 月別 に記載す る こ と と し た。

平成 5 年

6 月 発掘調査の準備及び調 査 の 開始、 14 日 (月) 。 上益城郡益城町大字古閑字豊之 内 に調査事務所設置。

表土剥 ぎ作業及び調査区画 の設置。 調査区 ( 1 区a) の清掃作業及び遺構確認作業。 包含層発掘。
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第 3 節 発掘調査の概要

7 月 1 区aの包含層発掘及 び中央 を東西に走る 1 号溝及び土坑 の発掘。

8 月 次 回 の調査区 (2区a ・ b ) の表土剥ぎ作業。 2 区aの包含層及び 5 号潜の発掘。

9月 2区 b の包含層発掘。 2 区aの 5 号溝完掘後 6 号溝の発掘。 1 区a調査完了。

10月 2 区 b の包含層及 び 7 ・ 8 ・ 9号潜の発掘。 次回 の調査 区 (3 区及 び 1 区 b ) の表土剥ぎ作業。 2

区a ・ b 調査完了。

1 1月 1 区 b の包含層発掘。 3区の土器集中部分実測及び 1 号住居跡検出。

12月 1 区 b で2号埋聾検出及び大型の 1 1号潜の発掘。 3区の調査完了。

平成 6 年

1 月 1 区 b の残部及び 4 区aの表土剥ぎ作業。 2 ・ 4 号住居跡検出。 1 号 円 形周溝遺構検出。

2月 1 区 b の包含層発掘。 4 ・ 5 ・ 6 ・ 7 ・ 8 号住居跡検出。 12 ・ 13号溝発掘。

3月 4 ・ 5 ・ 6 ・ 7 ・ 8 号住居跡実測。 12 ・ 13号溝実測。 3号埋聾検出。 2号 円 形周 溝遺構検出。

4 月 新年度にな り 、 調査員 4 名で調査 を 開始す る が 、 す ぐ2名になる。 1 1 ・ 12 ・ 13 ・ 14 ・ 1 5号溝調査終

了。 2 号 円 形周溝遺構発掘 ・ 実測終了。 4 区 b の表 土剥ぎ作業。

5 月 3 ・ 9 ・ 10・1 1 ・ 12・13号住居跡検出。 33号土坑 (陥 し穴) 検 出・発掘。

6 月 14 ・ 15 号住居跡発掘。 17 日 (金) に調整池及び道路部分の調査完了。 地形図 や必要な 図 面 の作成。

遺跡遠望の写真撮影の実施。

(産業展示場の 本体部分の設置場所が未定の た め一 時発掘調査を中断)

1 1月 発掘調査事務所 を 益城町大字古関字崎久保地 内に設置 し 、 本体部分の調査 を 8 日 (火) か ら 再開。

次 回 の 調 査 区 ( 5 区) の 表土剥 ぎ作業。

12月 5 区の包含層 発掘。 次 回 の調査 区 ( 6 区) の 表土剥 ぎ作業。

平成 7 年

1 月 6 区の 包含層発掘。

2月 6 区の 包含層発掘。 16号住居跡検 出。 道路の拡幅部分の表土剥 ぎ作業 ( 8 区) 0 8 区 は道路沿 い の

た め 、 安全性 を 考慮 し て仮囲い を 設置する。

3月 17 ・ 18号住居跡検 出。 24......27号潜の発掘。 8 区a ・ b は道路に隣接す る た め 、 安全性 を 考慮 し調査

終了後す ぐ埋 め戻 し 作業 を実施する。 6 区 を拡大する部分の 表土剥 ぎ作業 ( 7 区)

4 月 新年度にな り 、 3名で調 査 を 開始する。 7 区及び 8 区 c ・ dの包含層発掘。

5 月 7 区の包含層発掘。 3号 円 形周 溝遺構検 出。 益城熊本空港イン タ ーチ ェ ンジ予定地内 の試掘調査に

参事江本 直が来跡。

6 月 4 ・ 5 ・ 6 ・ 7 号 円 形周溝遺構検 出。 3 1 ・ 34号溝発掘。

7 月 8 号円 形周溝遺構検出。 2 1 ・ 3 1 ・ 34溝実祖IJo 2 1 日 (金) で本体部分及び道路拡幅部分の調査が完了、

地形図や必要な図面 の 作成。 遺跡遠望の写真撮影や空中写真撮影の実施。

最後 の調査対象 区である進入道踏部分の確認調査の準備。

8 月 進入道路部分の確認調査。 そ の結果、 四 カ 所 ( A ・ B ・ C ・ D 区 と 呼称) か ら 埋蔵文化財が確認。

2 1 日 (月) か ら 、 進入道路部分の発掘調査の 開始。 A 区の表土剥ぎ作業及 び包含層 発掘。

9月 A 区包含層発掘。 B 区表 土剥 ぎ作業。

10月 B 区包含層発掘。 9 号 円 形周溝遺構検出。 C ・D区の表土剥ぎ作業。 益城熊本空港インターチェン
ジ予定地 内 の試掘調査に学芸員長谷部善ーが来跡。

1 1月 C ・ D 区包含層発掘。 D 区 に硬化面 (道路状遺構) 検出。

12月 D区の調査区の拡張の た め 、 表土剥 ぎ作業。 溝1 • 11発掘。

tu

 



第I章 序 説

平成8年

1月 発掘調査事務所解体、 コンテナハウス1棟となる。 溝E発掘。 19日(金)産業展示場本体への進入

道路部分の調査が終了。 地形図や必要な図面の作成及び遺跡遠望の写真撮影の実施。

4月 熊本空港インターチェンジの側道に連結する道路部分の確認調査。

5月 熊本空港インターチェンジの側道沿いの道路部分の調査。

以上の経過により、 平成5年度から実施した、 産業展示場建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査は無

事完了した。

3 遺跡 の 基本層位 (第9図)

古閑北遺跡の層序は、 熊本平野に基本的に見られるもので、 阿

蘇山の火山灰堆積土層である。

I 層は、 耕作土層であり、 色調は主に灰褐色である。

E層は、 黒色土層で通称「クロボク」と呼ばれ、 開田によりほ

とんど削平され、 部分的にしか残存していない。

E層は、 しまりのない、 サラサラした褐色土層で、 上部の暗褐

色土をa、 下部の淡褐色土をbと区分した。

lV層は、 黄褐色土層で、 やや粘質性があり、 いわゆる「アカホ

ヤJと称される土層である。

V層は、 暗褐色土層であるが、 上部はかなり暗く、 下部は明る

い色調である。

VI層は、 「ニガシロJと通称される黒色土層で、 層全体が塊状

に硬化している。 中には長石、 石英、 火山ガラスなどを多量に含

んでいる。

VII層は、 明褐色ローム質土層で、 いわゆる「ハードローム」と

称されるものに類似し、 かなり硬くしまっている。

なお、 遺物出土状況は概ね次のようで、あった。 E層が弥生時代

後期、 IIIa層が縄文時代後・晩期、 皿b 層'"'-'lV層上面が縄文時代

早 ・ 前 ・ 中期であった。

巧-

O層 表土

I層 a灰褐色土
b黒褐色土

E層 黒色土

E層 a暗褐色土
b淡褐色土

第 9 図 基本土層図



第 1 節 縄文時代の遺構と 遺物

第E章 調査の成果

第1節 縄文時代の遺構と遺物

1 竪穴住居跡 (第10-23図)

縄文時代 の住居跡 と 恩われ る 遺構が今 回 の調査で、 1 区 b か ら 14基、 6 区 か ら 1 基 、 8 区 b か ら 1 基 、 8

区 c か ら 1 基 の 合計 1 7基が検出 さ れた。 以 下 、 それぞれの特徴を見 て い き た い。

な お 、 出 土 し た遺物 に つ い て は 、 主 要 な も の を図化 し 、 住居跡ご と に掲載 し 、 個別 の計測値及び観察結果

に つ い て は 「住居跡 出 土土器観察表 J (第 2 表) に ま と めた。

2 号住居跡 (第10図)

1 区 b のM - l及 び L - l グ リ ッ ド か ら 検 出 さ れた。 ほぽ円 形 で 、 直径約5. 7m 、 遺構検 出 面 か ら の深 さ 約

20cm で 、 覆土 は 単層 で固 く 締ま っ た褐色土で あ る 。 中央部 に 直径約70c皿 、 床 面 か ら の深 さ 約20cm の 炉跡 が あ

る 。 覆土 は 2 層 に分層 で き 、 ①層 はややパサパサ し た 明 黒褐色土で焼土粒 と 炭粒 を含み 、 ②層 は固 く 締ま っ

たやや粘性が あ る暗黒褐色土で 、 焼土粒 を わずか に含む。 床面か ら は住穴 と 思 われ る 小土坑 を 8 基検 出 し た。

出土 し た土器の う ち 、 主 な も の を 7 点掲載 し た (第10、 1 1図) 。 い ずれ も 縄文後 晩期 の も の と 恩われ る 。

1 、 2 、 7 は深鉢形土器片 で 、 外 に 聞 く 頭部か ら 立 ち 上 が る 口 縁帯 を も っ。 2 、 7 は無 文 で あ る が 、 1 は 口

縁帯外側 に 平行沈線 を 3 条施す。 3 も 深鉢形土器で 、 外 に 聞 く 直 口 口 i縁で あ る 。 4 は浅鉢形土器で 、 胴部か

ら 頭部 に かけて 内側に屈 曲 し 、 頭部か ら 立 ち 上が る 口 縁帯 を も っ。 波状 口 縁で波頂部 に押点が あ り 、 口 縁帯

外 面 に 沈線 1 条 を も っ。 5 も 浅鉢形土器で 、 く の字形に小 さ く 屈 曲 す る 頭部 を も ち 、 口 縁上部 に は段 を も っ。

6 は底部の破片 で あ る 。 上 げ底 で 、 胴部 が外反 し 、 ほぽ垂直 に底部端 に 連 な る 。

3 号住居跡 (第 1 1図)

1 区 b のM - 3 グ リ ッ ド か ら 、 1 5号住居跡を切 る 形で検出 さ れた。 調査区の隅 に あ り 、 特に調査 区 の 西側

は道路に接 し 、 ま たイモ穴が多 く 並ん で い て 土が汚れて柔 ら か く 、 住居跡の 立 ち 上が り が は っ き り し な かっ

た。 復元す る と 変則的な楕 円 形 に な り 、 床 面 も あ ま り は っ き り し な か っ た。 直径約5.4m で 、 遺構検 出面か ら

の深 さ は約20cmを測 る 。 覆 土は 5 層 に分層 で き 、 ①層 はパサパサ し て 柔 ら かい暗黄褐色土、 ②層 は 固 く 締 ま

っ て粘質性が あ る 暗褐色土 、 ③層 は①層 が固 く 締 ま り 、 焼土粒 と 炭粒 を含み 、 ④層 は①層 に類似 し て い る が

固 く 、 ⑤層 は①層 に焼土粒子 と 炭粒を微量 に含ん だ層 で あ る 。 ま た 、 中央部 に 直径約60畑 、 床 面か ら の深 さ

約20c皿 の 炉跡が あ る 。 覆土 はかな り 固 い暗褐色 土の 単層で、 焼土粒 と 炭粒を含んでいた。

出 土 し た土器の う ち 、 主 な も の を 10点掲載 し た (第12図) 。 いずれ も 縄文後 晩期 の も の と 恩われ る 。 8 -

14は深鉢形土器片 で 、 外 に 聞 く 頭部か ら 立 ち上が る 口 i縁帯 を も っ。 8 は波状 口 縁で波頂部 に押点があ り 、 口

縁帯外面 に 沈線 2 条、 内面屈 曲 部 に 沈線 1 条 を も っ。 9 - 12 は 口 縁帯外面 に 3 - 4 条の沈線を も ち 、 9 は 内

面屈 曲 部 に沈線 1 条 を も っ。 15 は浅鉢形土器で 、 胴部 か ら 頭部 に かけて 内側 に屈 曲 し 、 頭部か ら 立 ち 上 が る

口 縁帯を も ち 、 口 縁帯外面 に 沈線 1 条、 内 面 屈 曲 部 に沈線 1 条 を もっ。 16、 17 は底部で あ る 。 いずれ も 上 げ

底で、 胴 部 か ら 底部端 に かけて ほぼ直続的に連 な る 器形 を も っ。

4 号住居跡 (第13図)

1 区 b の L - 4 グ リ ッ ド か ら 検 出 さ れた。 直径約5.5m の 円 形で 、 遺構検 出 面 か ら の深 さ は約 20cm で あ る 。

覆土は 4 層 に分層 でき 、 ①層はパサパサ し て固い暗黄褐色土、 ②層は炭化 し た堅果類 を 含む締 ま っ た暗褐色

土、 ③層 は②層 に少量の焼土粒子 と 炭粒 を含み、 ④層 は 明 黒褐色土で粒子が細 か く 締 ま っ て い る 。 遺構の中

- 18 -
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第 E 章 調査の成果

央部 に は直径約 100c皿 、 床面か ら の 深 さ 約30cm の 炉跡 が あ り 、 焼土の範囲 よ り 一 回 り 大 き く 掘 り 込 ま れ て い る 。

覆土 は 4 層 に 分層 で き 、 ①層 は焼土主体の堅い赤色土、 ②層 は焼土粒 が 混入 し た暗赤褐色土、 ③層 は灰混 じ

り のプロ ッ クを含 む灰褐色 土、 ④層 は焼土粒子や炭粒 を わずかに含 む褐色土 で あ る 。 床面全体 に厚 さ 2....... 5

C皿の硬化面が存在 し 、 下位 か ら 土器が数点検 出 さ れた が 、 住穴 は検 出 さ れな か っ た。

こ の 遺構か ら は土器が 多量 に 出 土 し た が 、 ほ と ん どが縄文後晩期 の も の で あ る と 恩われ る 。 こ の う ち 主要

な も の 24点を実測 し て 記載 し た (第 13....... 15図 ) 0 18.......29は深鉢形土器で 、 外 に聞 く 頚部か ら 立 ち上が る 口 縁

帯 を も っ。 こ の う ち 18....... 23 は 口 縁帯外 面 に 3 条の平行沈線、 24は横方向 の 条痕 を 施す。 ま た 、 18 と 25 は 内 面

屈 曲 部 に 沈線 1 条 を も っ。 30 も 深鉢形土器で 、 外 に 開 く 直 口 口 縁で あ る 。 3 1 は 内 育す る 頚部 か ら 急角 度 で外

反す る 口 縁を も っ。 32....... 38 は浅鉢形土器で あ る 。 32は 内 側 に 屈 曲す る 頭部 か ら 立 ち上が る 口 縁帯を も ち 、 口

縁帯 内 外 面 に 1 条ずつ沈線 を も っ。 33は く の字形に小 さ く 屈 曲 す る 頚部 か ら 低 く 立 ち上が る 口 縁 を も っ。 34

は頚部 が 内 側 に屈 曲 し 、 口 縁は外反す る 。 35 は胴部の ふ く ら む器形で、 小 さ く 屈 曲 す る 頚部 か ら わずか に 立

ち上が る 口 縁を も ち 、 口 唇 に は沈線 1 条を も っ。 36.......38は外 に聞 く 直 口 口 縁で あ る 。 39.......4 1 は底部片 で 、 39 、

40は胴部 か ら 底部端に か け て ほ ぼ直線的に連な り 、 41 は底部端が外 に 張 り 出 す。

5 号住居跡 ( 第 16図 )

1 区 b のM - 5 グ リ ッ ド か ら 検 出 さ れた。 直径約3. 7"""'4. 1 m の 楕 円 形で、 遺構検 出 面 か ら の 深 さ は約 5 cm 

と 浅 く 土層観察 は で き な か っ た 。 住穴 ら し き も の を 4 基検 出 し た が 、 床面に は硬化面 も 炉跡 も 検 出 で き な か

っ た。

6号住居跡 (第 1 6図 )

1 区 b の J - 3 グ リ ッ ド か ら 検 出 さ れた。 直径約6. 0""6. 8 m の楕 円 形 で、 遺構検 出 面 か ら の 深 さ は約 5 cm 

と 浅 く 土層観察 は で き な か っ た。 遺構の ほ ぼ 中央部で炉跡 ら し き 遺構 を2基検 出 し た 。 大 き い 方 は 直径約90

cm 、 床面か ら の 深 さ 約60cm を測 る 。 覆土 は 3 層 に 分層 で き 、 ①層 はニガ土が 混入 し た暗褐色土 、 ②層 は細 か

いニガ土が混入 し た暗褐色土、 ③層 は暗褐色土で あった。 小 さ い方 は直径約60cm 、 床面 か ら の 深 さ 約30cm で 、

覆土は 3 層 に分層 で き 、 ④層 は焼土粒子 が混入 し た ややパサパサ し た暗黄褐色土 、 ⑤層 は固 く 粘質性が あ る

暗褐色土 、 ⑥層 はやや柔 ら かい暗褐色土 で あ る 。

主要な 土器を 1 点掲載 し た。 42は胴部 がややふ く ら んだ浅鉢形土器で 、 外反す る 頚部 か ら わずかに 立 ち 上

が る 口 縁 を も ち 、 口 唇 に は 沈線 1 条 を も っ。

7 号住居跡 ・ 8 号住居跡 (第 17図 )

1 区 b の K - 3 グ リ ッ ド か ら 、 7 号住居跡が 8 号住居跡 を 切 る 形で検 出 さ れた。 7 号住居跡 は 直径約5. 0m

の 円 形で 、 遺構検 出 面 か ら の深 さ は約 lOcm で あ っ た。 ま た 、 8 号住居跡 は 楕 円 形 で 直径約5. 5.......6. 5 m 、 遺構

検 出 面 か ら の深 さ 約 10cm で 、 ほぽ中央に直径約 120cm 、 床面か ら の深 さ 約20cm の 炉跡 が 検 出 さ れた。

こ れ ら の住居跡の覆土は 7 層 に分層 で き た。 ①層 は 固 い 暗黄褐色土 、 ②層 は柔 ら かい暗褐色士、 ③層 は炉

の上部 の暗褐色土で、 焼土粒 と 炭粒の量 に よ り a ・ b に細分化 し た。 ④層 は固 い 黒褐色 土 、 ⑤層 は①層 に類

似 し た暗黄褐色 土、 ⑥層 は焼土粒 と 炭粒 を微量に含 む暗黄褐色土、 ⑦層 は焼 土粒 と 炭粒を微量 に 含 む暗褐色

土で あ る 。

主 な 出 土土器 を 7 号住居跡 か ら 1 点 (第 17図) 、 8 号住居跡 か ら 2点掲載 し た (第 18図 44、 45 ) 0 43は 口

縁帯を も っ深鉢形土器 で 、 口縁帯外面 に5"" 6 条 の 平行沈線を施す。 44は内側に屈 曲 す る頭部 か ら 立 ち 上 が

る 口 縁帯を も ち 、 口 縁帯 内 外 面 に 1 条ずつ沈線 を も っ。 45は底部片 で あ る 。

9 号住居跡 (第 18図)

1 区 b の L - 5 及び L - 6 グ リ ッ ド か ら 検 出 さ れた。 直径約6. 5""8. 3 m の 楕 円 形で 、 検 出 し た際 に は一部

床の硬化面 が露出 し た状態 で あ っ た ため、 壁面の 立 ち 上が り に気づかず に掘 り すぎて し ま っ た。 ま た 、 当 初
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第 E 章 調査の成果

硬化面が確認で き た が 、 乾燥状態が続い た た め 、 床面の痛みが激 しくわ か ら なく な っ た。 柱穴 と 恩われ る 小

土坑 は 5 基確認 し た。 ま た 、 北側 の 小土坑 2 基は入 口 施設に伴 う 柱穴 の 可能性が あ る 。 炉跡は検 出 さ れ な か

っ た。

主 な 出 土土器 を 3 点掲載 し た (第 18図46----48) 0 46は 口 縁帯 を も っ深鉢形土器 で 、 口 縁帯外面 に 4 条 の 平

行沈線 を施す。 47は内側 に 屈 曲 す る 頭部 か ら わずかに立 ち 上 が る 口縁 を も っ。 48 は底部片 で あ る 。

10 号住居跡 (第 19図 )

1 区 b の L - 5 グ リ ッ ド か ら 検 出 さ れた。 直径約6.0----6. 3m の楕 円 形で、 遺構検 出 面 か ら の 深 さ は約 10cm

であ る 。 覆土 は 4 層 に 分層 で き た。 ①層 はややパサパサ し て 柔 ら かい暗黄褐色 土 、 ②層 は固 く 締 ま っ た暗褐

色土、 ③層 は①層 に 焼土粒子 と 炭粒が混入 し た も の 、 ④層 は②層 に焼土粒子 と 炭粒が 混入 し た も の で あ る 。

遺構の ほぼ中央に 直径約 70cm 、 床面か ら の深 さ 約 10cm の炉跡が 検 出 さ れた が 、 焼 土はごく少量で あ っ た。 ま

た、 硬化面は は っ き り せず、 住穴 も 検 出 す る こ と がで き な か っ た。

主要な 土器 4 点 を記載 し た。 49 は直 口 口 縁の深鉢形土器で 、 外面 に は条痕調整 が施 さ れて い る 。 50 、 5 1 は

無文の 口 縁帯 を も っ深鉢形土器 で あ る 。 52 は底部片 で あ る 。

11 号住居跡 (第20図 )

1 区 b の L - 6 及び L - 7 グ リ ッ ド か ら 、 12号住居跡を切 る 形で検出 さ れた。 直径約5.0"'5. 2m の 楕 円 形

で、 遺構検 出 面 か ら の深 さ は約 10cm を 測 る 。 覆土は 2 層 に分層 で き 、 ①層 は ややパサパサ し て 柔 ら かい暗黄

褐色土、 ②層 はやや粘質性が あ り 固 く 締 ま っ た暗褐色 土で、 あ る 。 床面 出 土の 遺物 は なく、 硬化面 の 発達 も 弱

い。 一応、 柱穴 ら し き 遺構 を 6 基検 出 す る こ と が で き た。 主要 な 出 土土器 を 1 点掲載 し た。 53 は 内 側 に屈 曲

す る 頭部か ら 立 ち 上 が る 口縁帯 を も っ浅鉢形土器で あ る 。 波状 口縁で、 波頂部及びそ の 下 の頚部 、 胴 部 の 屈

曲 部 に そ れぞれ押点 を も っ。 ま た 、 口縁帯外面 に 浅 い回線 を 1 条 も つ。

12 号住居跡 (第20図 )

1 区 b の L - 6 グ リ ッ ド か ら 、 1 1 号住居跡 に切 ら れた形で検 出 さ れた。 直径約4.3m の い びつ な楕 円 形で 、

遺構検 出 面 か ら の深 さ は約 5 cm と 浅 く 、 土層観察 は で き な か っ た。 床面出 土 の 遺物 は なく、 硬化面 の 発 達 も

弱 く 、 住穴 も よ くわか ら な か っ た。

13 号住居跡 (第2 1 図 )

1 区 b の K - 3 及びK - 4 グ リ ッ ド か ら 、 北側 を 7 号住居跡、 南側 を 1 1号溝 に 切 ら れた形で検 出 さ れた。

直径約6.5 m の ほぼ円 形 と 推定 さ れ、 遺構検 出面か ら の 深 さ は約 20cm で あ る 。 覆土 は 4 層 に 分層 で き た。 ①層

はややパサパサ し て粘質性が弱 い暗黄褐色 土、 ②層 は粘質性が あ り 固 く 締ま っ た暗褐色士、 ③層 は柔 ら かい

暗褐色士、 ④層 は①層 に焼土粒 と 炭粒が少量混入 し た も の で あ る 。 遺構の ほぼ中央 と 思わ れ る 箇所 に 直径約

80cm 、 床面か ら の深 さ が約 10cm の 炉跡が検出 さ れた が 、 焼土粒 はご く 少量で あ っ た。 ま た 、 炉 内 に深 さ 約30

cm の柱穴 が あ り 、 覆土 は褐色土 で焼土粒 と 焼土塊が数個検 出 で き た。

14 号住居跡 (第2 1 図 )

1 区 b の L - 4 グ リ ッ ド か ら 検 出 さ れた。 直径約5.5----6.5m の 楕 円 形で、 遺構検 出 面 か ら の 深 さ は約 lOcm

であ っ た が 土層観察 は で き な か っ た。 床面か ら は 土器が数点 出 土 し た が 、 硬化 面 の 発 達 も 弱 く 、 炉跡 も な く 、

柱穴 も並ば な か っ た。 ま た 、 埋聾が覆土中に 1 基埋葬 さ れて い た ( 3 号埋聾) 。

主 な 出 土土器 を 2 点掲載 し た (第22図 54、 55) 0 54は 口縁帯 を も っ深鉢形土器で 、 口縁帯外面に 5 条 の平

行沈線 を 施す。 55 は 口縁帯 を も っ 浅鉢形土器で あ る 。 波状 口縁で波頂部 に押点 を も っ。 ま た 、 口縁帯外面 に

沈線 を 1 条 も つ。
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縄文時代の遺構 と 遺物第 1 節

15 号住居跡 (第 1 1 図 )

3 号住居跡に切 ら れ る 形 で検 出 さ れた。 炉 の位置か ら 3 号が 15 号 を 切 る の1 区 b のM - 3 グ リ ッ ド か ら 、

で あろ う 。 床 面 の 高 さ も ほぼ同 じ で あ っ た。 南側 の切 り 合い は判然 と し な い が 、 壁 面 で は観察 で き な か っ た。

直径約5.4 m の 楕 円 形 で 、 遺構検 出 面 か ら の深 さ は約20cm を測 る 。 覆土 は 3 号住居跡 と お な じ で 5 層に分層 で

き た。 ①層 はパサパサ し て 柔 ら かい暗黄褐色土 、 ②層 は固 く 締 ま っ て粘質性が あ る 暗褐色土、 ③層 は①層 が

固 く 締ま り 、 焼土粒子 と 炭粒 を 含 ん だ も の 、 ④層 は①層に類似 し て い る が固 く 、 ⑤層 は①層に焼土粒子 と 炭

粒 を微量に含んだ層 で あ る 。

16 号住居跡 (第22図 )

6 区 のa -72 グ リ ッ ド か ら 検 出 さ れた。 形態 は不明確で、 掘 り 込み も 確認で き ず、 土層観察 も で き な か っ

た。 床上の硬化 面の発達も 弱く、 炉跡 も 確認で き ず、 ま た 、 小 さ な 穴 が 10基検出 さ れた が柱穴 か ど う かは不

明 で あ る 。

主要な 出 土土器 1 点 を掲載 し た (第22図 56) 。 平底 で 、 胴部で屈 曲 し 、 い っ た ん 内 湾 し て外に開 く 頚部 か

口 縁帯 に は平行沈線 を 2 条 、 胴屈 曲 部 に沈線 を 1 条施 し て い る 。ら 立 ち上が る 口 縁帯 を も っ。 波状 口 縁で 、

17号住居跡 (第22図 )

8 区 b の 西 ー ホ グ リ ッ ド か ら 検 出 さ れた。 全容 は わ か ら な い が 、 直径約2.5m の 円 形 に な る と 恩われ る 。 遺

構検 出 面 か ら の 深 さ は約 5 cm と 浅く、 土層観察 は で き なかっ た。 ま た 、 床上の硬化面の発達 も 弱く、 炉跡 も

確認で き な か っ た が 、 柱穴 ら し き 遺構が 6 基検出 さ れた。

18 号住居跡 (第23図 )

8 区 c の南 - 5 及び北 - 5 グ リ ッ ド か ら 検出 さ れた。 直径約4.0m の 楕 円 形 で 、 非常に浅 か っ た た め 、 掘 り

炉跡 も 焼土 も 見 ら れ な か っ た が 、 わずかに南西 の 隅 に炭粒が込みが確認で き ず、 土層観察 も で き な か っ た。

見 ら れた。
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第 E 章 調査の成果

第 2 表 住居跡出土土器観察表
遺骨 器 額

口
径

底

(
o
m
径〉 l現

(

0
存
m

高E t内面〉調 ( 外面整〉 f色肉面3
(舛函調

) 

胎 土 焼 成
調 査 出 土 取 上 備 考

番号 (
o
m 

区 地 点 番 号

1 深鉢 口 録 3 . 9  ナ デ 沈線 4 条、 ナデ 医黄白.5Y6/2) /C.s:貰置(10YR7I3) 砂粒9>量、 石英、 角閃石、 長石を古む 良 好 l b l M-1 2住 5

2 探鉢 ロ 録 4 . 2  ナ デ ナ デ /C.s:貫恒(10YR7/4) にふ安置(10YR7/4) 砂粒9>量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 l b  I M-1 2但5

3 深鉢 口 縁 6 . 9  ミ ガキ ナ デ 暗巨費(2.5Y6/2) 貰医(2.5Y4/1) 砂粒多量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 l b l M-1 2箇1 内面スス付着
4 浅鉢 口 縁 38 . 0  7 . 9  沈録l条、 ミ ガキ 波状ロ縁、沈線 2 条、 に.s:責措(10YR5/4) にふ噴渦(10YR5/3) 世酔世多量、 石英、 角関石、 長石を含む 良 好 l b l M-1 2住81曲 内・外面スス付着

押点、 ミ ガキ 2住25 内面スス付着5 浅鉢 口 縁 3 目 3 ミ ガキ ミ ガキ にふ噴置(10YR6/3) /C.s:黄檀(10YR6/4) 砂粒少量、 角関石、 長石を含む 良 好 1 b 1 M-1 

6 鉢 底 都 6 . 8  2 . 5  ナ デ ナ デ /C.s:買置(10YR5/3) /C.s:貰置(10YR6/4) 砂粒9>量、 石英、 角関石、 長石を含む 良 好 l b l M-1 2住139

7 深鉢 ロ 縁 38 . 4  27 . 8  ナ デ ナデの後 ミ ガキ 賀医(2.5Y4/I) /C.s:貰檀(10YR6/3) 砂粒少量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 1 b  I M-1 2住l弱値 内・外面スス付着
8 浪鉢 口 縁 30 . 8  16 . 3  ミ ガキ 、 ナ デ 故状 ロ縁、 ミ ガキ にぷ苗橿(10YR7/4) に五黄置(10YR7/3) 砂粒9>量、 石英、 角関石、 長石を含む 良 好 l b  I M-3 3住314他 外商ス ス付着
9 浅鉢 口 録 3 . 8  沈縁 1 条、 ナ デ 沈線 3 条、 ミ ガキ にぷ貰檀(10YR6/4) 日黄檀(10YR6/4) 砂粒少量、 石英、 角閃石を含む 良 好 l b  I M-3 3街B

10 深鉢 口 縁 4 . 1  ミ ガキ 沈線 3 条、 ミ ガキ 巨費掲(10YR4/2) 献(10YR4/1) 粗砂粒多量、 石英、 長石を含む 良 好 l b  I M-3 3住269

11 深鉢 口 録 4 . 6  ナ デ 沈線 3 条、 ナ デ /C.s:賀直(10YR6/3) にふ噴置(10YR7/4) 砂位少量、 石英、 角関石、 長石含む 良 好 l b  I M-3 3旬1

12 探鉢 目 録 31 . 4  13 . 4  ナ デ 沈線 4 �昼、 ミ ガキ /C.s:黄白.5Y6/3) 黒褐(10YR3/2) 酔韓多量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 l b  I M-3 3住昭曲

13 深鉢 口 縁 10 . 8  ナ デ ナ デ /C.s:黄置(10YR7/4) 同購(10YR7I3) 砂粒多量、 石英、 長石を含む 良 好 1 b  I M-3 3儲l 外面スス付着
14 探鉢 口 縁 5 . 8  ナ デ ナ デ 賀民(2.5Y4/1) /C.s:黄褐(10YR5/3) 砂粒少量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 l b  I M-3 3住民1

15 浅鉢 口 縁 4 . 6  沈線1条、 ミ ガキ 沈線 l 条、 ナデ に五黄檀(10YR7/4) にぷ黄世(10YR6/3) 瞳砂粒少量、 石英、 長石を含む 良 好 1 b  I M-3 3住224 内面スス付着
16 鉢 底 部 8 . 0  3 . 2  ナ デ ナ デ 縄庇(10YR4/I) に.s:貰置(10YR6/4) 揖砂粒多量、 石英、 角閃石、 長石を宮む 良 好 l b  I M-3 3住173

17 鉢 底 部 7 . 6  2 . 9  ミ ガキ ナ デ /C.s:黄世(10YR6/3) /C.s:貰置(10YR7/4) 砂盤.9>量、 石英、 角関石、 長石を含む 良 好 1 b  I M-3 3飽3

18 深鉢 口 縁 32 . 2  5 . 2 沈緩 1 条、 ナ デ 沈線 3 !帳、 ナ デ 椙民(10YR4/1) 暗オ リ ー プ揖(2.5Y3 砂粒少量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 l b  I L-4 4住138

19 深鉢 口 縁 6 . 5  ナ デ 沈線 3 条、 ナデ にぷ買担(10YR7/4) 曲賞(5Y7/3) 砂粒少量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 1 b I L-4 4住119 外面スス付着
2日 深鉢 ロ 縁 13 . 5  ナ デ ミ ガキ 医賀高(10YR6/2) に五貰瞳(10YR6/4) 砂粒多量、 石裏、 角関石、 長石を含む 良 好 1 b l L司4 4住必4 外面スス付着
21 深鉢 ロ 録 16 . 6  ナ デ ナ デ 曲賞恒(10YR8/3) /C.s:貰檀(10YR6/3) 砂粒多量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 1 b I L-4 4住743 外国ス ス付着
22 深鉢 口 縁 4 . 8  ナ デ 沈線 3 J帳、 ナ デ 配置掴(10YR6/2) /C.s:貰檀(10YR6/3) 砂粒多量、石英、角関石、長石、 良 好 1 b 1 L-4 4住742

む
蟹母を含む

23 深鉢 口 縁 24 . 0  17 . 3  ミ ガキ、 ナ デ 世議 3 晶、 ミ ガキ /C.s:貰檀(10YR7/3) /C.s:賀補(10YR5/3) 砂粒少量、 石英、 長石を音 良 好 l b  I L-4 4佳'32曲

24 深鉢 口 縁 5 . 6  ナ デ 沈線 3 J長、 ナ デ に.s:黄檀(10YR6/3) /C.s:黄禍(10YR5/3) 砂粒多量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 l b  I L-4 4住田9

25 深鉢 口 縁 36 . 4  1 1 . 9  沈線 1 長、 ナ デ ナ デ 匹前掲(10YR5/2) に.s:黄禍(10YR5/3) 世砂粒多量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 1 b I L-4 4住789 件直スス柑着
26 探鉢 ロ 縁 10 . 9  ナ デ ナ デ /C.s:貰檀(10YR6/4) にぷ貰椙(10YR5/3) 世砂粒多量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 l b  I L-4 4佳品3

27 深鉢 口 録 3 . 3  ナ デ ナ デ にS黄恒(10YR7/4) 置(7.5YR6/6) 砂粒少量、 石英、 長石を含む 良 好 1 b 1 L-4 4住10却

28 深鉢 ロ 縁 7 . 1  ナデ ナ ヂ にぷ貰檀(10YR6/4) に五世(7.5児6/4) 砂粒多量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 1 b I L-4 4住η9

29 深鉢 口 縁 5 . 5  ナ デ ナ デ にぷ黄瞳(10YR6/3) に.s:檀(7.5YR7/4) 置砂粒多量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 1 b I L-4 4住'470 外面スス付着
30 深鉢 口 録 1 1 . 0  ナ デ ナ デ /C.s:貰恒(10YR7/4) に.s:置(10YR7/4) 砂粒少量、 石英、 角関石、 長石を含む 良 好 l b l L-4 4住274也

31 深鉢 口 縁 6 . 0 ナ デ ミ ガキ /C.s:世(7.5YR6/4) 民首位 5Y7/2) 砂粒多量、 石英、 長石を含む 良 好 l b  I L-4 4筋。

32 浅鉢 口 縁 4 . 5  沈線1条、 ミ ガキ 沈線 1 晶、 ミ ガキ /C.s:置(10YR7/4) /C.s:貰撞(10YR7/3) 置砂粒少量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 1 b I L-4 4住田8

33 洩鉢 口 縁 3 . 9  ミ ガキ ミ ガキ に五黄禍(10YR5/3) にぷ貰褐(10YR5/3) 置砂粒タ量、石英、角閃石、長石、 良 好 1 b l L司4 4住542 外面スス付着
34 浅 鉢 ロ 縁 5 . 9  ミ ガキ ミ ガキ 県揖(10YR3/I) 貰医(10YR4/1) 置砂粒多量、 石英、 長石を含

雲
む
母を含む

良 好 1 b I L-4 4住鵠5

35 段鉢 口 縁 5 . 0  ナ デ 西濃1条、 ナ デ 果椙(2.5Y3/Il 民苗褐(10YR4/2) 砂粒少量、 石英、 長石を含む 良 好 1 b I L-4 4住招2 内・外面ス ス付着
36 深鉢 目 録 8 . 0  ナ デ ナ デ 謹賀(2 釘7/4) /C.s:貰瞳(10YR6/4) 砂粒骨量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 1 b I L-4 4住認4 外面スス付着
37 深鉢 口 縁 8 . 5  ナ デ ミ ガキ /C.s:黄檀(10YR7/3) 明掲(10'沼紛) 砂粒9>量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 l b  L-4 4住田7 舛面ス ス付着
38 深鉢 口 縁 7 . 7  ミ ガキ ミ ガキ 揖庇(10YR4/I) 黒褐(10YR3/1) 酷砂粒多量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 1 b I L-4 4住84他

39 鉢 底 部 10 . 8  1 . 7  ナ デ ナ デ 輔氏(1OYR5/1) に.s:貰世(10YR6/4) 世砂租'l>量、 E英、 角閃石、 長石を含む 良 好 1 b 1 L-4 4住剖I

40 鉢 底 部 8 . 0  2 . 1  ナ デ ナ デ に.s:買恒(10YR7/4) 明黄禍(10YR7/6) 世世世多量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 l b L-4 4住蜘

41 鉢 底 部 9 . 0  2 . 9  ナ デ ナ デ /C.s:黄恒(10YR7/4) 瞳(7.5YR6/6) 砂粒'l>量、 石英、 角関石、 長石を含む 良 好 l b  L-4 4住朗 内面スス付着
42 浅 鉢 口 縁 3 . 9  沈線 H 昼、 ナ デ 世濃 l 来、 ミ ガキ /C.s:黄恒(10YR7/2) に五黄恒(10YR7/4) 砂監'l>量、 角閃石、 長石を含む 良 好 1 b  L-4 6住5

43 深鉢 口 縁 27 . 9  1 2 . 1 ナ デ 沈線 5 晶、 ミ ガキ に」日貰檀(10YR7/4) 褐(7.SYR4/3) 砂粧品P量、 石英、 角関石、 長石を含む 良 好 l b  K-3 7住お他 内・外面ス ス付着
44 浅 鉢 口 縁 3 1 . 4  3 . 0  沈線 1 条、 ナ デ 沈線 1 条、 ミ ガキ にぶ黄置(IOYR6/3) に.s:買椙(10YRS/3) 砂粒'l>量、 角閃石、 長石を含む 良 好 1 b  K-3 8住 3

45 鉢 底 部 5 . 6  2 . 2 ナ デ ナ デ 臣賞掲(10YR6/2) にぷ買置(10YR6/4) 砂粒多量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 l b K-3 8飽6

46 深鉢 口 録 4 . 4  ナ デ 副議 4 条、 ミ ガキ 臣賞褐(10YR6/2) にふ賀補(10YR5/3) 砂粒'l>量、 角関石、 長石を含む 良 好 l b L-5 9住141 外面スス付着
，6  

47 浅鉢 口 録 22 . 8  3 . 9  ミ ガキ 沈線 Jj長、 ミ ガキ /C.s:貰褐(10YR5/3) 暗庇黄(2 町5/2) 書砂粒多量、 石英、 長石を青む 良 好 l b L-5 9但4
，6 

48 鉢 底 部 5 . 4  1 . 9  ナ デ ナ デ 明オ り ー プ医(鉛W に」臣賞(2.5Y6/4) 砂粒少量、 角関石、 長石を含む 良 好 1 b  L-5 推110
，6  

49  深鉢 ロ 縁 18 . 7  5 . 8  ナ デ ナ デ 日黄瞳(10YR6/3) に.s:貰檀(10YR6/3) 砂粒少量、 石裏、 角関石を含む 良 好 l b L-5 10但卸値 内・外面スス付着
50 深鉢 口 縁 4 目 6 ナデ ナデ にぷ黄恒(10YR7/2) にぷ買橿(10YR7/4) 砂粒少量、 石英、 長石を含む 良 好 l b L-5 10住ー括 外面スス付着
51 深鉢 ロ 録 5 . 3  ナデ ミ ガキ 恢(10YR4II) /C.s:貰置(10YR6/3) 砂粒多量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 l b L-5 1位187 外面スス付着
52 鉢 底 部 7 . 7  2 . 8  ナ デ ナ デ に五貰褐(10YR5/3) に.s:黄置(孤児7/4) 砂粒少量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 l b  L-5 10也4 内・外面スス付着
53 設鉢 口 縁 28 . 2  3 . 5  ミ ガキ 凹線 1 来、 ミ ガキ 県揖(IOYR3/I) /C.s:賀樫(IOYR7/4) 置砂粧9量、 石英、 長石を含む 良 好 l b L-6 11住42

54 深鉢 口 録 3 . 9  ナ デ ナ デ に.s:貰置(IOYR6/4) 同賞恒(IOYR6/4) 砂粒1>晶、 石英、 角関石、 長石を吉む 良 好 l b L-7 14儲3 外面スス骨着
55 浅鉢 口 縁 4 . 9  ミ ガキ 波状 口縁、 ミ ガキ 医貰掲(IOYR4/2) 氏賞褐(IOYR4/2) 世砂粒'l>量、 石英、 長石を含む 良 好 l b L-7 14飽l

56 設鉢 口 縁 17 . 2  1 6 . 8  ミ ガキ ミ ガキ に.s:置。 5YR6/4) にぷ黄恒(IOYR7/4) 砂粒少量、 石英、 角関石、 長石を含む 良 好 6 .-72 16位3他 外面スス骨着
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第 1 節 縄文時代の遺構 と 遺物

2 円形周溝遺構 (第24....... 29図)

円 形周 溝遺構が今回 の調査で 1 区 b か ら 1 基、 4 区 a か ら 1 基、 5 区か ら 1 基 、 6 区 か ら 4 基、 8 区 d か

ら 1 基、 進入道路 B 区 か ら 1 基の合計 9 基 が検出 さ れた。 以 下 、 それぞれの特徴 を 見 て い き た い。

1 号 円 形周 溝遺構 (第24図 )

1 区 b の K - 5 及び L - 5 グ リ ッ ド か ら 検 出 さ れた。 周 溝外径は約4. 6m 、 周構内径は約3. 2 m 、 構 の 幅約

O. 6....... 0. 7m 、 溝 の 深 さ 約0. 5....... 0 . 6m を 測 る 。 覆土 は単層 で黒褐色土で あ っ た。

ま た 、 こ の 遺構 か ら は、 かな り 多量の 土器が 出 土 し た が 、 ほ と ん ど が縄文後 晩期 の も の で あ る と 恩われ る 。

こ の 中 か ら 主要 な 土器 を 10点掲載 し た (第25図 ) 0 1 ....... 5 は 口 縁帯 を も っ深鉢形土器 で あ る 。 1 は 口 縁帯外

面 と 胴屈 曲 部 の 上 にそ れぞれ回線 1 条、 口 唇 に押点 を も っ。 6 、 7 は 口 縁帯 を も っ 浅鉢形土器で あ る 。 6 は

口 i縁帯外面 と 胴屈 曲 部 の 上 にそ れぞれ沈線 1 条 、 口 唇 と 頭部 の 屈 曲 部 に押点 を も っ。 7 も 口 i縁帯外面 に 沈線

1 条 を も っ。 8 ....... 1 0は底部で、 いずれ も 胴 部 か ら 底部端 に か け て ほ ぼ直線的 に連 な る 形状 を し て い る 。

2 号 円 形周 溝遺構 (第 26図 )

4 区 a の L ー 10及び L - l l グ リ ッ ド か ら 検 出 さ れた。 周 溝外径は約3. 2....... 3 . 4m 、 周 溝 内 径は約2. 2"""' 2 .  4m 、

溝 の 幅約 0. 3....... 0 . 5m 、 溝の深 さ 約0. 2"""' 0. 3 m で あ っ た。 覆土は 2 層 に分層 で き 、 ①層 は柔 ら か く き め細 か な

黒褐色土で、 ②層 は粘質性 が あ る し ま っ た 暗褐色土で あ っ た。

3 号 円 形 周 溝遺構 (第26図 )

8 区 d の 南 - 20及び北 - 20 グ リ ッ ド か ら 、 道路の拡幅部分 に 遺構 の 北側 を 切 ら れ る 状態 で検 出 さ れた。 全

容 は わ か ら な い が 、 か な り 大型 の 遺構で あ る 。 周溝外径 は約8. 2m 、 周 溝内径 は約5. 1 m 、 溝の 幅 は約0. 9 ....... 1 . 1

m 、 溝 の 深 さ は約0. 7....... 1 . O m で あ っ た。 覆土は 7 層 に分層 で き 、 ①層 は 暗褐色土でやや粘質性が あ り 、 固 く

締 ま り 、 赤褐色粒や黄褐色粒 を 含 んで い る 。 ②層 は褐色土で① に類似 し 、 固 く 締 ま っ て い る 。 ③層 は黒褐色

土で① 目 ・ ②に類似 し 、 固 く て締 ま り が よ い。 ④層 は 暗褐色土で① ・ ② ・ ③ に 比 べ る と 締ま り が 弱 く 、 赤褐色

粒や黄褐色粒が少 な い。 ⑤層 は a ・ b に 分 け ら れ、 ⑤ a 層 は褐色土で④に比べて 柔 ら か く 、 焼 土粒 ・ 炭粒 を

わずかに含み、 ⑤ b 層 は褐色土で焼土粒 ・ 炭粒 を 含 ん で い な い。 ⑥層 は④に ロ ー ム 塊 が 混入 し た 明 褐色土で 、

締 ま り は よ く な い。 ⑦層 は黄褐色土で ロ ー ム が 汚れた よ う な 土 で あ り 、 締 ま り は よ く な い 。

4 号 円 形周 溝遺構 (第27図 )

6 区 の Z - 68及 び a - 68 グ リ ッ ドか ら 検 出 さ れた。 周 溝外径 は約3. 4 m 、 周 構 内径は約2. 5....... 2 . 6m 、 構の 幅

は約O. 4"""'0. 5 m 、 溝の 深 さ は約 0. 2"""'0. 3 m を 測 る 。 覆土は 2 層 に分層 で き 、 ①層 は粒子 が 小 さ く さ ら さ ら し

た暗褐色土、 ②層 は粘質性の あ る 茶褐色土で あ っ た。

5 号 円 形周 溝遺構 (第27図 )

6 区の X ー 71及びY ー 71 グ リ ッ ドか ら 検 出 さ れた 変形の 円 形周溝遺構で あ る 。 周 溝外径 は約3. 7"""'4 .  6m 、

周 溝 内 径 は約2. 5....... 3 . 7m 、 溝 の 幅 は約0. 5 m 、 溝の深 さ は約O. 2"""'0. 4m で あ っ た。 覆 土 は 2 層 に分層 で き 、 ①

層 は粒子 が 小 さ く さ ら さ ら し た 黒褐色土、 ②層 は き め細 かな粘質の茶褐色土で あ る 。 遺構 の形態 か ら 、 一旦

作 ら れ た 円 形周 構遺構が再度作 り 直 さ れた も の と 考 え ら れ る 。

6 号 円 形周 溝遺構 (第28 図 )

5 区の f - 69 グ リ ッ ド か ら 検 出 さ れた。 遺構の 東側 が20号溝に切 ら れ 、 かつ調査 区外 に 遺構 の 北側 が ほ と

ん ど 隠れ る 状態 で検 出 さ れた の で 、 全容 は ほ と ん ど わか ら ない。 周 溝外径 ・ 周 構 内径 と も 不 明 で あ り 、 溝 の

幅 は約O. 4"""'0. 6 m 、 構の 深 さ は約0. 3m で あ っ た。 覆土は 3 層 に 分層 可能で、 3 層 と も 暗褐色土で あ り 、 下層
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調査の成果第 H 章

に い く に し た が い粘性が 強 く な る 。

7 号 円 形周 溝遺構 (第28図 )

6 区 の Y 一 70 グ リ ッ ド か ら 検 出 さ れた。 周 溝外径は約3. 4"'3.  7m 、 周 溝内 径 は約2. 6"'2 .  8m 、 構の幅は約

0. 4m 、 溝の深 さ は約 0. 1 "' 0. 2m で あ っ た。 覆土は 2 層 に分層 で き 、 ①層 は粒子 が 小 さ く さ ら さ ら し た 黒褐色

土で、 ②層 は き め細 かな粘質の茶褐色土で、 あ っ た。

8 号 円 形周 溝遺構 (第28 図 )

6 区の a - 66及 び b 一 66 グ リ ッ ド か ら 検 出 さ れた。 周 溝外径 は約5. 4"'5. 5 m 、 周 溝 内 径は約 4. 0"'4. 2m 、

溝の幅 は約 O. 6"' 0. 7 m 、 溝 の 深 さ 約0. 2 m で あ っ た。 覆土は 2 層 に分層 で き 、 ①層 は粒子 が 小 さ く さ ら さ ら し

た 黒褐色土で、 ②層 は き め 細 か な粘質の 茶褐色土で、 あ っ た。

9 号 円 形周 溝遺構 (第29図 )

進入道路 B 区 の へ ー 13及 びへ ー 14グ リ ッ ド か ら 検 出 さ れた。 周 溝外径 は約3. 1 "'3.  2m 、 周溝 内 径 は約 2. 4'"

2. 5m 、 溝 の 幅 は約0. 3"'0. 4m 、 溝 の 深 さ 約O. l m で あ っ た。 覆土は 2 層 に分層 で き 、 ①層 は粘質性が あ る 黒

褐色土で、 ②層 は ロ ー ム 塊 が混入 し た黒褐色土で あ る 。
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第 3 表 l 号円形周溝遺構出土土器観察表
遺物 器 種 | 口

(

cm
径

) |底(cm
径

) 
現

(

c
存
m

)高

( 内 面
)
調 ( 外 面整} f色内 面 1 f外国嗣》 胎 土 焼 成 調 査 出 土 取 上 備 考

番号 区 地 点 番 号

l 鉢 ロ 縁 7 . 2  ミ ガキ 凹銀 H 島、 押点、 墨縄(J0YR3/2) 配置輔(JOYR4/2) 世砂粒多量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 1 IL . 1円初l 内・外面ス ス付着
闘部凹線 H 昼、 ミ ガキ K-5 

2 鉢 口 録 6 . 0  ミ ガキ ミ ガキ 臣賞揖(10YR5/2) IC$賀椙(JOYR5/3) 砂粒多量、 石英、 角閃E、 長石を含む 良 好 1 I L. l円形66他 内・外面ス ス付着
K-5 

3 深鉢 口 縁 35 . 3  21 . 1  ミ ガキ 、 ナ デ ミ ガキ に」日貰恒(JOYR7/4) 置(7.5YR7/6) 砂粒1>量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 1 IL ， l円形市曲 内・外面スス付着
K-5 

4 深鉢 ロ 録 37 . 7  1 1 . 5  ナ デ ナ デ E五黄禍(J0YR5/3) IC$蝿(7.5刊5/4) 担砂粒多量、 角関石、 長Eを含む 良 好 1 I L， l門用お8
K-5 

5 深鉢 口 鶴 7 . 2  ミ ガキ ミ ガキ に$褐(7.5YR6/3) 民禍(7.5YR4/2) 砂粒多量、 石英、 角関石、 長石を含む 良 好 1 I L， 1円形139 外面スス付着 | 
K-5 

6 1 !l鉢 目 録 3 . 3  ミ ガキ 沈緩 H 量、 押点、 黒(2.5Y2/!) 果(JOYR1.7/!) 量砂粒多量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 1 IL ， 1円融190

胴部沈線 H 昼、 ミ ガキ K-5 

7 漫鉢 口 縁 3 . 2  ミ ガ キ 枕線 H 降、 ミ ガ キ 邑買収 町7/3) に$苗世(JOYR6/3) 砂粒世量、 石英、 角関石、 長石を含む 良 好 1 IL ， l円形231 外面スス吋着
K-5 

B 鉢 底 部 7 . 5 2 . 2  ナ デ ナ デ 桂苗檀(JOYR8/3) 貰置(JOYR8/6) 砂粒1>晶、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 1 I L， l円静151
K-5 

9 鉢 底 部 8 . 1  2 . 8  ナ デ ナ デ に五黄恒(JOYR7/4) IC$買恒(JOYR6/4) 砂粒1>量、 E英、 角関石、 長石を含む 良 好 1 IL ， 1円形48 件薗スス付着
K-5 

10 鉢 底 部 3 . 3  3 . 0  ナ デ ナ デ 果(7.5YR2/!) 曲調恒(7.5YR8/4) 砂粒1>量、 角関石、 長石を古む 良 好 1 I L， I円融170
K-5 

円LA品Z



調査の成果第 E 章

そ の他の遺構 (第30""33図)3 

( 1 ) 土坑

1 区 b の N - 7 グ リ ッ ド か ら 検 出 さ れ

33号土坑 (第30図)

数十基 の 土坑が検 出 さ れ た が 、 ほ と ん ど が不 明 遺構であ っ た た め 、

た土坑 l 基の み記載 し た。

外径約 1. 0"" 1 . 3m 、 底径約o. 7"" 1 . O m で深 さ が約0. 5m の楕 円 形の 遺構で、 床 面 に 直径約 lOcm の 小穴 を 7 個

こ の よ う な 土坑は九州 で は検 出 例 が 少 な い が 、 近年では大丸 ・ 藤 ノ 迫遺跡 、 狸谷遺跡 、 白 鳥平A検出 し た。

遺跡 な ど で検 出 さ れて い る 。 埋土は黒褐 色 の 単層 で 、 堅 く で き め 細 か な 土質 で あ り 、 埋土 中 か ら は遺物等 は

と 呼称 さ れて い る もこ の よ う な 遺構の あ り 方は 、 東 日 本で検 出 さ れて い る f T ピ ッ ト 」検 出 さ れ な か っ た。

の と 同 じ と 捕 ら え ら れ 、 陥 し 穴 と 考 え ら れ る も の で あ ろ う 。

‘〈‘〈

� 
→ S' 

EEghN
l・
〈

o Q<õ 
B ← 

〈

。

l 
m 

→ S' S "ー 2 7. 500M

33号土坑
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第 E 章 調査の成果

(2 ) 埋饗

縄文時代の 埋聾 と 恩われ る 遺構 が 1 区 b か ら 2 基検 出 さ れた。 以 下 そ れぞれの 特徴 を 見 て い き た い。

2 号埋聾 (第3 1 、 32図 )

L - l グ リ ッ ド の 2 号住居跡 の す ぐ近 く か ら 検 出 さ れた。 土坑 は あ ま り は っ き り せず 、 覆土 は黒色土 で あ

る が 、 大部分は堅 く か な り し ま っ て お り 、 W層 ( ア カ ホヤ火 山灰層 ) に切 り 込む形で検 出 さ れた。

出 土 し た 土器 は縄文後 晩期 の 深鉢形土器で、 口 縁部は器内 に務 ち 込 み 、 底部 も 一部 を 除い て は倒 れ て お り 、

かな り 破損 し た 状態で 出 土 し た 。 胴部で屈 曲 し 、 い っ た ん 内 軍事 し て 外 に 聞 く 頭部 か ら 立 ち 上が る 口 縁帯 を も

っ。 口 縁帯 は 内傾気味で 、 外 面 に は平行沈線が 4 条施 さ れて い る 。 底 部 は上げ底気味で 、 胴 部 か ら 底部 端 に

かけ て ほ ぼ直線的 に連な る 。 ま た外面 は ほ ぼ全体が研磨 さ れて い る 。

0 1O cm 

第32 図 2 号埋聾実測図
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第 1 節 縄文時代の遺構 と遺物

3 号埋聾 (第3 1 、 33図 )

L - 7 グ リ ッ ド で 、 14号住居跡 の 中 か ら 検 出 さ れた。 土坑 は深 く は っ き り し た掘 り 込みで、 覆土は黒色 で

固 く かな り し ま っ て お り 、 N層 ( ア カ ホ ヤ火 山灰層 ) に切 り 込む形で検 出 さ れた。

出 土 し た 土器は縄文後 晩期 の 深鉢形土器で 、 口 縁部が器内 に 一部落 ち 込 ん で はい る が 、 ほ ぽ完全 な 形 を し

た状態で出 土 し た。 口 径33. 2c皿 、 底径7. 4cm 、 器高42. 4c皿 ;を 測 る 。 口 縁部 はやや 内 湾 ぎ み で 、 丁寧な器面調整

の 後 、 口 縁帯 外 面 に 4 本の 平行沈線 を 施 し て い る 。 底部 は上げ底気味で、 胴部か ら 底部端に か け て ほ ぼ直線

的 に連 な る 。 内 面 はナデ調整、 外 面は条痕調整の後 に研磨 、 ナデを施 し で あ り 、 内外面 と も ス ス が付着 し て

い る 。
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第 E 掌 調査の成果

4 土器 (第34- 60図 )

古閑北遺跡か ら 出 土 し た縄文土器 の 時期 は 、 早期前半 と 中 期 か ら 晩期 ま で の も の で あ る が 、 特 に 後 期 後 半

か ら 晩期 に か け て の 黒色磨研土器がそ の 多 く を 占 め て い る 。 こ の 中 か ら 、 口 縁部 と 底部 を 中 心 に器形の推定

が可能 な も の を 168点掲載 し た 。 以 下、 こ れ ら の 土器につ い て 時期別 に 見て い き た い。

な お 、 個 別 の 土器の 計測値お よ び観察結果につ い て は 「 出 土縄文土器観察表J (第 4 、 5 表 ) に ま と め て

い る 。

( 1 ) 縄文早期土器

早期前半の押型文土器は 、 8 区 か ら 出 土 し た 1 点 ( 1 ) を除いて 、 すべて 1 区 か ら 出 土 し た 。

押型 文土器 ( 1 - 6 )

口 縁部 1 点 、 胴部 5 点 を 掲載 し た。 1 は外反す る 波状 口 縁で 、 外面 は横位 の 楕 円 文 で 、 内 面 に は 口 縁部 に

縦位 の撚糸圧痕 文 を 施 し 、 そ の 下 に横位の楕 円 文が施文 さ れて い る 。 2 "' 6 は胴部 で 、 2 "' 4 は外面 に 横位

楕 円 文 、 5 、 6 は外面 に横位の 山 形文が施文 さ れて い る 。

(2 ) 縄文 中 期 、 後 期 前 半 土器

並木式土器、 阿高式土器、 出 水式土器 な ど が 出 土 し た。 良好な資料が少 な く 、 中 期 土器 と 後 期 土器 を 明 確

に 区分す る 事 は で き な か っ た が 、 口 縁部 ・ 胴部 と 底部の特徴 を も と に 分類 を 行 っ た。

並木式土器 ( 7 、 8 )

7 は 口 縁 に 近 い胴部の破片 で あ る 。 外 面 に 回線文を施 し 、 聞 の 無文部 に 1 列 の爪状押 引 文 を 施す。 8 は 回

線文の 後 に 1 列 の竹管状施文具に よ る 押 引 文が施 さ れて い る 。

岡高式土器 ( 9 '" 12 、 2 1 )

ほ と ん ど が深鉢形 で あ る と 恩 われる が 、 施文の位置 と 特徴 を も と に 、 I 類"' ill類 に 分 類 し た。

I 類 ( 9 ) 

上半部 に単一 の施文が行われて い る も の を I 類 と し た が 、 は っ き り と し た も の は 出 土 し な か っ た。 9 は 口

縁部 の破片 で あ る が 、 器形 は胴 部 か ら 口 縁 に か け て ほ ぼ直立する も の と 推定 さ れ る 。 文様 は 回線 文 と 凹 点文

の組み合わせ文 で、 口 縁部 に 突起 を も っ。

E 類 ( 10'" 12) 

文様帯が複数 あ る も の を E 類 と し た。 器形は胴部か ら 口 縁 に か け て ほ ぼ直立す る も の ( 12) と 胴部上半が

い っ た ん く びれて 口 縁が 直 立 あ る い は外反気味にな る も の ( 10) が あ る 。 1 0は 上部 に 草茎 状工具に よ る 2 列

単位 の 押 引 文 、 下部 に 同 ー の棒状工具 に よ る と 恩われ る 直線的 な 回線 文 と 凹 点 文 の組み合わせ文が施 さ れ 、

口 唇 は棒状工具 に よ る 連続押圧 で刻 目 状 に な っ て い る 。 1 1 は胴部片 で あ る が 、 文様 の 特徴か ら E 類 と し た。

回線文 に加 え て 、 刻 目 突帯や橋状把手 を も っ。 12は上部 に長短 2 列 の 縦直線 の 回線文 、 下部 に 回線文 と 凹点

文 の組み合わせ文 を施文 し て い る 。

E類 (2 1 )

口 縁部 に連続凹 点 文 を も つ も の を 皿 類 と し た。 2 1 は 口 縁 が 内 膏気味の器形 で 、 2 列 の 連続凹 点 文 と そ の 下

に 1 条 の 浅 い 回 線 を 施 し て い る 。

南福寺式土器 ( 14、 16 、 20)

やや肥厚 し た 口 縁部 を も ち 、 胴部上半が い っ た ん く びれて 口 縁が 直立 あ る い は外反気 味 に な る 。 14は 口 唇

ヴ4泊喧



第 1 節 縄文時代の遺構 と 遺物

に波状の突起 を も ち 、 口 i縁部 に 浅い平行回線文が施文 さ れて い る 。 16 も 口 唇 に 波状突起 を も つ が 、 無文であ

る 。 20は 口 唇 に 波状の 突 起 、 胴部上半に橋状把手 を も ち 、 口 縁部 に 2 列 の連続凹点文、 そ の 下 に 直線状 の 回

線文 を 施文 し て い る 。

出 水 式 土器 ( 1 3 、 15 、 17- 19、 22、 23)

胴部上位が ふ く ら み、 頭部が ゆ る く 内 湾 し て 、 直立あ る い は外反気味で肥厚す る 口 縁 を も っ。 13は沈線に

近い 回線文 と 押点文の組み合わせ文が施 さ れ、 口 唇 に波状の突起 を も っ。 15 は 口 縁部 に 縦位の連続凹線文 と

連続四 点文が施文 さ れ 、 口 唇は連続押圧で波状 に な っ て い る 。 17は 口 唇 に波状突起 を も ち 、 口 縁部 は斜位の

連続回線文が施文 さ れて い る 。 18 は無文で あ る が 、 口 唇 は連続押圧で波状 に な っ て い る 。 19は 口 唇が へ ら 状

工具に よ る 連続刺突 で浅い波状 を 呈 し 、 肥厚 し た 口 縁帯 に は指頭寵 が連続 し て 押圧 さ れて い る 。 22は深鉢形

で胴部外面 に はへ ラ ケ ズ リ 調整が行われて い る 。 ま た 、 口 唇 が 面 を な し て 棒状工具に よ る 連続刺突文が施 さ

れ、 口 縁帯 に は平行沈線文 と 連続刺突文が施文 さ れて い る 。 23 も 深鉢形で、 胴部外面 に はへ ラ ケ ズ リ 調整が

さ れて お り 、 口 唇 は連続押圧で波状に な っ て い る 。

御手洗 A 式土器 (29)

29 は宜 口 の渡状 口 縁で、 口 縁 の 内外面お よ び渡頂部 に連続刺突文 を も っ土器で 、 御手洗A式土器 に 近似 し

た特徴 を 持 っ て い る 。

北久根山式土器 (24-28、 30、 3 1 、 33)

肥厚 し た外反 ロ 縁 を も ち 、 胴部がふ く ら み、 頭部が し ま る 器形 を も っ。 24は肥厚 し た 口 縁帯 に 多数の 刺突

文が施文 さ れ て い る 。 25 は肥厚 し た 口 縁 に綾杉状の 短沈線文 を 施 し て い る 。 26はやや肥厚 し た 口 縁部 に斜位

の短沈線文が 2 �J施文 さ れて い る 。 27は無文で、 外反する 渡状 口 縁 を も っ。 28 は 口 縁帯 に横位 の 短沈線文が

施文 さ れ 、 口 唇 に蛇状の 突 起 を も っ。 30は幅狭の 口 縁肥厚部 に斜位 の 短沈線文が施文 さ れて い る 。 3 1 も 同様

の器形で あ る が 、 頭部 に貼付文 を も っ。 33 は胴部 の破片 で、 上 半 に 直線的 な沈線文 と 磨消疑似縄文が施文 さ

れて い る 。

福 田 K 2 式土器 (32)

外反す る 胴 部 か ら 屈 曲 し て 内傾する 口 縁部 を も っ。 口 縁 に把手状突起 を も ち 、 外 面 に は 帯状 の磨消縄文が

施文 さ れて い る 。

底部 (34-40)

7 点 を 掲載 し た。 いずれ も 平底 で 、 底部端が外 に 張 り 出 す も の (34、 35) と 胴 部 か ら 底部端 に か け て ほ ぼ

直線的 に 連 な る も の (36- 40) が あ る 。 ま た 、 35 、 38の底面 に は鯨の脊椎骨 と 恩われ る 圧痕 を残す。

(3 ) 縄文後 期 後 半 、 晩 期 土器

器形か ら 深鉢形土器 と 浅鉢形土器に分 け 、 さ ら に残存部 、 形態の特徴 を も と に 細 分 を行 っ た。

深鉢形土器 (41 -89)

形態 に よ っ て A - D 類 に分類 し た。

A類 (41 - 76)

胴部で屈 曲 し 、 い っ た ん 内湾 し て 外 に 開 く 頭部か ら 立 ち 上 が る 口 縁帯 を も つ も の。 3 類 に細分 し た 。

A l 類 (41 、 44-46)

口 縁帯 が狭 く 、 2 - 3 条 の 平行回線 を も つ も の。 口 縁帯は く の字型 に 屈 曲 し て 内傾す る も の が 多い。 41 は

胴部の屈 曲 部 の 上 に 回線 を も っ。
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第 E 章 調 査 の 成 果

A 2 類 (42、 43 、 47...... 73)

口 縁帯 はやや幅広で屈 曲 は緩 く な り 、 直 立 な い し外傾す る も の が 多 く な る 。 2 ...... 4 条 の 平行 沈線 を も つ も

の (42、 43、 47...... 6 1 ) 、 山 形の 沈線文 を施す も の (62) 、 無文の も の (63...... 7 1 ) 、 貝 殻条痕 を 施 し た も の (72、

73) が あ る 。 42 は波状 口 縁で、 波頂部下 の 屈 曲 部 に押点文 を持つ。 ま た 、 60 も 渡状 口 縁で あ る 。

A 3 類 (74...... 76 )

薄手で長 め の 口 縁帯 を も つ も の。 74は外反する 口 縁帯 に条痕 を施 し て い る 。 75 、 7S は 内 湾す る 口 縁帯 を も

ち 、 75 は無文、 76は外面に 6 ...... 7 条 の 平行沈線が施 さ れて い る 。

B 類 (77)

頚部で く の 字形 に屈 曲 し 、 外傾す る 口 縁 を も つ も の。 77は外 面 に 貝 殻条痕 を 施 し た あ と 、 ナデ調整 を 行 つ

て い る 。

C 類 (78......87)

胴部で屈 曲 し 、 い っ た ん 内 湾 し て外反す る 口 縁で、 口 縁帯 を も た な い も の。 79...... 82 は胴屈 曲 部 の 上 に 回線

を も っ。 ま た 、 87は 口 縁部外 面 に小突帯 を 2 条 も つ。

D 類 (88 、 89)

口 唇部 に刻 目 突帯 を も つ も の。 い わ ゆ る 「突帯文土器」 で あ る 。

浅鉢形土器 (90...... 125)

形態 に よ っ て E ...... J 類 に 分類 し た。

E 類 (90...... 1 14)

胴部か ら 頭部 に か け て 内側 に 屈 曲 し 、 頭部か ら 立 ち 上が る 口 縁帯 を も つ も のo いずれ も 内 外 面 は研磨 さ れ

て い る 。 2 類 に細分 し た。

E 1 類 (90、 9 1 、 95 、 102 、 1 1 2...... 1 14)

やや幅広の 口 縁帯 が ほ ぼ直立す る も の。 外 面 に 1 ...... 2 条 の 回線ま た は 沈線 文 を も つ も の (90 、 9 1 、 95 、 102)

と 、 山 形 の 沈線 文 を 施す も の ( 1 12...... 1 14) が あ る 。 9 1 は波状 口 縁で渡頂部下の 屈 曲部 に押 点文 を も ち 、 屈 曲

部 の 内 面 に沈線 を 1 条 も つ。 1 02 も 波状 口 縁で頚部屈 曲部の 内 面 に沈線 を も っ。

E 2 類 (92......94 、 96...... 101 、 103...... 1 1 1 )

口 縁帯 の 幅 が狭 く 、 外 面 に 回線 ま た は沈線文 を 1 ...... 2 条 も つ も の。 92 は渡状 口 縁で波頂部 と そ の 下 の 屈 曲

部に押点文 を も ち 、 屈 曲 部 の 内 面 に沈線 を 1 条 も つ。 93 は胴屈 曲 部 の 上 に 回線 を も っ。 96 は頭部 の 屈 曲 部 の

内 面 に 沈線 を も ち 、 胴屈 曲 部 の 上 に は 回線 を も っ。 97は波状 口 縁で波頂部 に 押 点 文 を も っ。 101 1ま低 い波状 口

縁で波頂部 と そ の 下の 屈 曲 部 に 押 点文 を も っ。 103 、 1 10、 1 1 1 は頚部屈 曲 部 の 内 面 に 沈線 を も っ。

F 類 ( 1 15 、 1 16)

大 き く 外 に 聞 く 体部 か ら 立 ち 上 が る 口 縁帯 を も つ も の。 いずれ も 内 外 面 は研磨 さ れて い る 。 口 縁帯 は 内傾

し 、 外 面 に 2 条 の 回線文 を も っ。

G類 ( 122)

大 き く 外 に 開 く 体部 を も ち 、 頚部 は小 さ く く の 字型 に 屈 曲 し て外反す る 口 縁 を も っ。 内 面 は研磨 さ れ 、 外

面は条痕の 後 ナデ調整が行われ て い る 。

H類 ( 1 1 7...... 1 2 1 )

椀状の器形 で 、 頭部 は く の字形 に 小 さ く 屈 曲 す る も の。 いずれ も 内 外 面 は研磨 さ れて い る 。 2 類 に細分 し

た。

H 1 類 ( 1 17 、 1 18 、 1 2 1 )

口 縁が低 く 立 ち 上が る も の。
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調 査 の 成 果第 E 章

H 2 類 ( 1 19 、 1 20)

口 唇が わずかに起 き る も の。口 縁内 面 に沈線 を 1 条 も ち 、

I 類 (123 、 124)
口 縁内 外 面 に沈線 を 1 条ずつ も つ。 内 外 面胴部の ふ く ら む器形で 、 頚部で屈 曲 し 、 外傾 し て 立ち上が る 。

と も 丁寧に研磨 さ れて い る 。

J 類 ( 125""" 127 )

直 口 口 縁で丸底 の 土器で あ る 。 125 は 内 外面 と も 丁寧に研磨 さ れて い る 。 126 、 127 は条 痕 の 後 ナデ調整が行

』三三ア{49\\ 
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第 1 節 縄文時代の遺構と 遺物

底部 ( 128"" 168)  

形態 に よ り K "" O 類 に分類 し た。

K類 ( 128)

丸底に近い平底 の も の。

L 類 ( 1 29"" 153)  

胴部か ら 底部端 に か け て ほ ぽ直線的 に連 な る も の。 底面の形状 に よ り 、 上 げ底の L l 類 ( 14 1 "" 153) と 、

平底 の L 2 類 ( 129"" 140) の 2 つ に細分で き る 。

M類 (154"" 159) 

胴部が外反 し 、 ほ ぽ垂直 に底部端 に 連 な る も の。 底面の形状 に よ り 、 上げ底 のM l 類 ( 156"" 159) と 、 平

底のM 2 類 ( 154"" 156) の 2 つ に 細 分で き る 。

N 類 ( 1 60"" 166)

底部端 が 張 り 出 す も の。

O 類 ( 167 、 168)

丸底の も の。

第 4 表 出土縄文土器観察表 ( 1 )
遺骨 器 種 I �口cm径

) 底(cm
径

) 

現
(c

存�
高

調
{
外 商整) (色内面) (

外面調) 胎 土 焼 成 調 査 出 土 取 上
備 考番号 (内面) 区 地 点 番 号

l 鉢 ロ 録 4 . 5  盤朱蔵丸開門押型文 楕円押盟主、 ナ デ、 量状口鶴 に.1;置(7.町R6!4) 置(7.町R6!6) 世世多量、 石英、 角関石、 長石を含む 良好 8d 甫-10 10022也
2 鉢 胴 部 ナ デ 楕円押亜宜、 ナ デ 医貰褐(10YR6!2) に五置(7.町R6!4) 担世世多量、 石英、 角関石、 長石を含む 良好 l o lE-5 お21
3 鉢 周 穏 ナ デ 楕円押盟主、 ナ デ にS賀瞳(11町R7I4) 置。 町R7I6) 世世多量、 石英、 角関石、 長石を古む 良好 l b  IL-7 銘酒
4 鉢 岡 部 ナ デ 楕円押盟主 に五置仔.位置6!4) に.t;fl!(7.町R6!4) 租砂世多量、 石英、 角関石、 量石を宮む 良好 l o lE-6 1 80 
5 鉢 周 郵 ナ デ 山静押盟主 にS賀補(10�官5!4) 明事掲(2.町R5!8) 砂粒多量、 石英、 角閃石、 長石を音む 良好 l b  11-3 ー話
6 鉢 岡 部 ナ デ 山静押盟主 に五蝿(7 町R5!4) 1:.1;置(7 町R6!4) 砂粒多量、 石英、 角関石‘ 長石を含む 良好 l b  11-3 ー括
7 鉢 間 部 ナ デ 爪躍押引宜、 龍圃文 に五置(7.町R6!4) に五赤揖(釘R5!4) 砂粒多量、 冊石、 石英、 長石を含む 良好 7 Id-73 l凪却
B 潔鉢 ロ 録 32 . 6  1 2 . 6  長痕 骨管故押引宜、 凹臨文 賀氏(2.5YR4/1l 1:.1;置(7.町R6!4) 砂粒多量、 滑石、 石英、 長石を含む 良好 l o lD-6 327 
9 探鉢 ロ 録 8 . 2  ナ デ 田植宜、 世故ロ睡 にS轟掴(5YR4/4) 1:.1;毒揖(5YR5!4) 砂粒�m‘石英、長石、角閃石、富母を含む 良好 5 f骨 一括

10 探鉢 ロ 録 3 1 . 2  1 4 . 7  ナ デ 凹盟主の上回iI宜、押引宜、豊田押1ft 置(5YR7I6) 1:.1;置(7.町R6!4) 砂世多量、冊石、石英、角閃石、長石を吉む 良良 好好
l b 1<-9 8911 外面スス付着

1 1 探鉢 ロ 偉 6 . 5  ナ デ 期 目 費帯、 掴抗把手、 凹揖文 r.:.I;描(7.町R5!4) ;\<.蝿(町R4/6) 砂世多量、 石英、 角関石、 長石を含む s F回 一語
12 深鉢 ロ 録 33 . 8  1 0 . 6  ナ デ 問昌文の上凹点文、 凹韻文 にぷ禍(7.町R5!3) に.1;毒蝿{町R5!4) 砂粒少量、 石英、 角関石、 長石を含む 良好 7 c-74 10360曲 外面ス ス付着
1 3 深鉢 ロ 縁 9 . 6  ナ デ 誼杭ロ晶、 凹圃文 と押点文、 ナ デ 檀(7.日R6!6) 黒掲(2.m!2) 砂粒少量、 石英、 角閃石、 長石を古む 'þや島 l b  k-7 7188姐
14 探鉢 日 銀 32 . 0  13 . 1  ナ デ 世杭提起、 凹圃文、 押圧文、 ナ デ にぷ賀置(10YR6!4) にS檀(7.町R6!4) 砂粒1>量、 石英、 角関石、 長石を古む 良好 7 c-73 1ωn龍
15 深鉢 ロ 縁 5 . 9  ナ デ 睡状ロ晶、 凹融文、 凹点文、 ナ デ r.:.I;褐廿.町市，!3) に.1;揖(7.町R5/3) 砂報告量、石英、角閃石、量石、盟母を青む やや良 1 0  F-5 l邸 内面スス付着
16 深鉢 ロ 録 28 目 s 8 . 8  ミ ガキ 睡状口晶、 ミ ガキ に.1;掲(7.何百5/4) 医黄掲(1OYRS/2) 砂粒多量、 石英、 角関石、 畏石を官む 良好 l b  L-7 鰯l也
17 深鉢 ロ 録 4 . 9  ナ デ 瞳�費担、 凹韓文 明赤禍(2.町宜5/6) に.1;，器摘(日R4/3) 砂粒世量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良好 l b  IM-5 一括
18 開 鉢 口 縁 9 . 2  ナ デ 瞳壮ロ晶、 ナデ 輔医(10YR4/1) 鯛(10YR3/l) 砂粒少量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良好 5 h-69 ー括
19 深鉢 口 縁 1 4 . 5  1 3 . 2  ナ デ 誼組ロ眠、 掴開圧境、 ナデ 県揖(10YR3!1l 医褐(7 町R4/2) 砂粒世量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良好 B ハー16 l悩他 外面スス付着
20 深鉢 ロ 縁 37 . 2  1 4 . 2  ナ デ 盤技担起、国杭把手、凹圃文、 ナデ 禍(7.町R4/3) に.I;;\<揖(町R5!4) 砂粒うか量、石英、角閃石、長石、冨母を含む 良好 B フー14 11019姐 内面スス付着
21 探鉢 ロ 縁 4 4 . 8  25 . 0  ナ デ 苗�ロ眠、 凹盟主、 凹点文、 ナデ 1:.1;81<7 町R6!4) に五黄置(1OYR6!4) 砂粒安置、 石英、 畏石を含む 良好 8d 甫-19 1的価値
22 深鉢 ロ 録 29 . 8  28 . 3  ナ デ 亜民劇費宜、平行枕揖宜、ヘ ラ ケ ズ り に五揖(7 日時凡) 1:.I;81<7.5YR7I4) 砂粒多量、 石英、 角関石、 長石を古む 良 好 B ハー16 8値 内面スス付着
23 探鉢 ロ 縁 2 4 . 1  22 . 4  ナデ、 指頭痕 瞳�ロ陸、 ナ デ、 ヘ ラ ケ ズ P 医買揖(10�宜:4/2) に五車蝿(5YR5!4) 世世多量、 石英、 角関石、 長石を古む 良 好 7 b -73 10572曲 持面スス付着
24 鉢 ロ 録 3 . 7  ナ デ 列点主 貫椙(10YRS!8) 明車揖(配置5!8) 世世1>m、 石英、 角関石、 長石を古む 良好 8 c  南-5 11胤
25 鉢 ロ 蝕 4 . 5  ナ デ 世啓坑題沈韓文、 ナ デ に五揖(7.5Y随β) に.t;fl!(7.釘R6!4) 砂粒1>量、 石英、 角関石、 長石を吉む 良好 5 H冒 回η他
26 鉢 ロ 鍾 5 . 5  ナ デ 輯位置止昌文、 ナ デ 明最掴(5YR5!6) 明車揖(5Y買5!6) 砂粒多量、 石英、 角関E、 長石を含む 良 好 7 11>-ね 田一語
27 鉢 ロ 録 10 . 5  ヘ ラ ミ ガキ ヘ ラ ミ ガキ 医貰(2.5Y6!2) 暗医苗(2.5Y4/2) 砂粒多量、 且掴石、 角関石、 長石を含む 良好 5 h-67 鈍，76也
28 鉢 ロ 録 4 . 4  ナ デ 蛇故費起刺型文、 仕組文 にS掲(7.宮町，!4) に五揖(7.宮町!4) 砂世1>量、 石英、 長石を古む 良好 8c jt-3 鑓釘
29 鉢 ロ 録 3 . 3  ナデ、 刺突士 瞳�ロ陸、 連続刺型文、 ナ デ にS賀臣(10YR7!3) に五黄置(10YR7I3) 砂粒1>m、 石英、 角関石、 長石を古む 良好 8 c  北 5 l∞岨
30 鉢 ロ 録 9 . 2  ナ デ 輯仕組宜、 ナデ に.1;賀置(10YR7I3) に5貰置(10YR6!3) 砂粒多量、 角閃石、 長石、 冨母を古む 良 好 4 0  ]-10 一括
31 探鉢 ロ 録 30 . 2  23 . 7  ナ デ 朝枕韻文、 貼付文、 ミ ガキ 、 ナデ 曲賞(2.町7!4) 日貰檀(1OYR7!4) 砂粒世晶、 角閃石、 長石を古む 良好 8 c  南-6 錦印曲 外面スス付着
32 深鉢 ロ 縁 25 . 0  9 . 6  ナデ、 ミ ガキ 把手�費起、 眉梢回文、 ミ ガキ に五黄置(10YR7!4) 1:.1;黄恒(1OYR7!3) 砂粒世晶、 角関石、 長石、 富母を含む 良好 l b L-7 81冊他
33 鉢 銅 部 ミ ガキ 此韓文と居間岨文、 ミ ガキ に五黄置(10四5/3) 臣賞掲(10YR6!2) 砂粒多量、 石英、 長石を含む 良好 8d 北-15 l目別姐
34 鉢 底 部 9 目 6 2 . 6  ナ デ ナ デ 掲医(7 町R5/l) 医蝿(町R5!2) 砂粒多量、 滑石、 石英、 長石を含む 良好 4 .  )-11 ー括
35 鉢 底 部 16 . 1  9 . 8  ナデ、 指頭痕 ケ ズ 日 、 ナ デ に五黄揖(10YRS!3) にぷ轟轟(2.町R4!4) 砂粒タ量、 石英、 角閃石を含む 良好 2 b  U-11 5 底部に館骨圧症
36 鉢 底 部 1 2 . 2  5 . 5  ナ デ ナデ、 指踊車 にぷ赤掲(町R5!4) に五置(7.ぽR6!4) 担砂粒合晶、 長石、 石英、 角関石を含む やや良 l b  M-6 ー話
37 鉢 底 部 16 . 0  8 . 3  ナデ、 指頭痕 ミ ガキ、 ナデ、 掴闇痕 医揖(7.町R4/3) にS蒔掲(町R4/4) 砂粒多量、 民石、 石英、 冨母を含む 良好 2 b  Q-12 2輔旭 内・外面ス ス付着
38 鉢 底 部 1 2 . 6 8 . 5  ナ デ ナデ に.r;;\<揖(5YR5!4) に.r;掲げ 町R5!4) 砂粒世量、 石英、 畏石を官む 良好 8c jt-3 蜘地 底部に館骨庄痕
39 鉢 底 部 1 3 . 0  1 1 . 2  ナ デ ナデ、 指闇直 に.r;檀(7.ぼR6!4) にぷ掲(7.町買5!3) 租砂粒多量、 石英、 長石を宮む やや良 lb Ik-8 754也
40 鉢 底 部 13 . 0  5 . 8  ナ デ ケ ズ リ 、 掴園自 にぷ置(町R6!4) 明;\<揖(5YR5!6) 阻砂世多量、情石、石英、角関石、長石を古白 良好 5 F倒 ー括
41 深鉢 日 銀 1 9 . 4  7 . 5  ミ ガキ 凹瞳 2 晶、 胴畠田園 l 晶、 ミ ガキ 医苗掲(10YR6!2) にS貰置(10YR6!3) 砂世1>畳、 石英、 角閃石、 長石を古む 良好 l a  F-5 お臼他
42 探鉢 ロ 縁 21 . 2  1 0 . 5 ナデ、 ミ ガキ 世ttoll.押且宜、 1tIi 2 晶、ナデ、 ミ ガキ r.:.r;貰禍(10YRS!4) 医椙(lOYR4/l) 砂粒1>量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良好 1 . IF-5 舗l龍 外面ス ス付着
43 諜鉢 ロ 縁 24 . 5  7 . 6  ミ ガキ 世規 2 !量、 ミ ガキ にS賀置(lOYR6!4) I:.r;貰輔(10YRS!3) 砂粒1>量、 角関石、 民石を含む 良好 A ア-4 10771曲
44 深鉢 ロ 録 20 . 3  4 . 4  ナ デ 四組 2 !量、 ミ ガキ に.r;恒(7.町R7!3) にS置(7.釘R6!4) 砂世1>量、 石英、 角閃石を含む 良 好 8b 酉 ヘ 鈍34 内・外面赤色血軒
45 漂鉢 ロ 録 39 . 4  1 2 . 4  ナデ、 ミ ガキ E磁 3 晶、 ミ ガキ 置(2 町R6!8) 置(2.町R6!8) 砂粒1>量、 石英、 角関石、 長石を含む 良 好 I . IE-l 回他
46 探 鉢 ロ 録 7 目 。 ミ ガキ l!'lI車 3 !長、 ナ デ に五黄置(lom!3) にS賀置(10四7!4) 世世世量、 角関石、 長Eを含む 良好 8 c  甫-4 甥74組
47 深鉢 ロ 録 20 . 0  6 . 0  ナ デ 世議 3 !長、 ミ ガキ 明苗椙(10YR7!6) にS貰置(10YR7!4) 砂世世晶、 角関石、 長石を含む 良好 l b  IL-5 6408 
48 深鉢 ロ 録 4 . 8  ミ ガキ 詑組 4 !匹、 ミ ガキ 賀医(2.ぽR4/l) 掲医(lOYR4/l) 世世多量、 石英、 長石を音む 良 好 l b  IL-5 白97 内面ス ス付着
49 深鉢 ロ 縁 22 . 2  4 . 9  ミ ガキ 世議 4 j昼、 ミ ガキ にぷ賀瞳(10YR6!3) にS買置(10YR7!4) 砂粒少量、 石英、 角関石、 長石を含む 良好 I . IF-5 車一括
50 深鉢 ロ 縁 4 . 5  ミ ガキ 枕韓 3 !陸、 ミ ガキ にS前置(10YR6!3) に五賀補(IOYRS!3) 世粧品'量、 石英、 角関石、 長石を含む 良 好 l b  1<-4 富一括
51 探鉢 ロ 縁 1 7 . 8  9 . 9  ナデ、 ミ ガキの聾ナデ 此腫 3 !島、 ミ ガキ に.r;橿(7田町R6!4) 揖(7 町R4/3) 砂粒うか量、 石英、 角関石、 晶石を音む 良 好 1 .  D-5 土器聾中 外面スス付着
52 探鉢 ロ 縁 36 . 0  2 1 . 5  ナデ、 ミ ガキ 枕組 3 !帳、 ミ ガキ にS買檀(10YR7!4) 思揖(10四3!1) 世世世量、 石英、 角関石、 長石を宮む 良 好 1 .  D-5 土器集中 内・外面スス付着
53 深鉢 ロ 縁 36 . 0  36 . 4  ナデ、 ミ ガキ 沈陣 4 晶、 ミ ガキ、 f<1fl にぷ賀橿(IOYR7!3) 黒掲(l0YR3!1) 世世世量、 石英、 角関石、 晶石を含む 良 好 l b  L-6 8162曲 内・外面スス付着
54 深 鉢 27 . 2 7 . 1  2 4 . 0  ナデ、 1 ・ガキ 詑瞳 3 !量、 ナデ、 ミ ガキ にぷ賀橿(lOYR7!4) 黒掲げ.町悶!1) 砂粒1>量、 角関石、 長石を含む 良好 A イ 4 108田曲 内・外面スス付着
55 深 鉢 ロ 録 2 . 8  ミ ガキ 此融 3 晶、 ミ ガキ 醐揖(10YR的) r.:.r;苗掲(10YRS!3) 砂粒少量、 石英、 角関石、 長石を含む 良好 l b  IM-4 一括
56 探 鉢 ロ 録 5 . 6  ナ デ 肱躍 3 !帳、 ナデ にぷ買檀(10YR6!3) にふ賀直(10YR6!司 砂粒世量、 石英、 角閃石、 長石を古む 良好 1 b 11-3 -括
57 探 鉢 ロ 縁 9 目 l ナ デ 仕組4 !匹、 ミ ガキ 間掲(10YR6!2) r.:.r;貰檀(10YR6!泊 世世世量、 石英、 角閃石、 亜石を含む 良 好 l b  IL-6 一括 内面スス付着
58 深鉢 ロ 録 4 . 5  ナ デ 詑組4 j長、 ナ デ 賀置(2.町陪/1) 揖匠(1町R4/l) 砂粒多量、 石英、 角関石、 長石を含む 良 好 l b  IN毛 田辺岨 内・外面ス ス付着
59 深鉢 ロ 録 8 . 2  ナ デ 枕轟 3 j昼、 ナデ に.. 1JI.恒(1町R6!4) I:.r;貫褐(1町R5!3) 砂粒少量、 石英、 角閃石、 長石を古む 良 好 l b  K-3 一括 外面スス付着
60 深鉢 日 経 1 1 . 3  ミ ガキ 世�ロ母、 止血 3 J量、 E ガキ に.r;貫担(10m!3) 椙医(11町R4/ll 置砂粒多量、 石英、 角閃石、 長石を古む 良好 1 .  D-5 1253姐
61 深鉢 ロ 録 25 . 4  7 . 1  ミ ガキ 詑畠 4 J量、 ナ デ にS費置(10YR6!3) 臣賞揖(10YR4/泊 砂粒多量、 石英、 角閃石、 長石を含む やや良 l b L-l お忽姐
62 探 鉢 ロ 録 5 . 0  ナ デ 詑組宜、 ナデ にS買檀(IOYR6!3) に五黄置(1町R6!4) 世世少量、 石英、 角関E、 長石を音む 良好 l b  L-l 混濁
63 深鉢 ロ 縁 31 . 2  1 1 . 3  ナデ、 指頭痕 轟轟の桂ナデ、 ナデ にS薗置(IOYR6!4) にS禍(7 町R5!4) 世世骨量、 石英、 角関石、 長石を古む 良 好 l b  K-3 団白曲 外

外内
面
面・外ス
ス面ススス
付
柑ス
着
着付着 I 64 探 鉢 ロ 録 15 . 7  ミ ガキ ミ ガキ 医賀椙(10YR6!2) にS貰置(1何R6!3) 世砂世多量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良好 l b  M-5 1回也

65 深鉢 ロ 録 19 . 4  ナ デ ナ デ に五褐(7.町R5!4) 医貫徹10YR4/2) 置砂世多量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良好 l b  ]-3 踊5也
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第 E 章 調査の成果
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66 深鉢 ロ 縁 37 . 0  20 . 2  ナ デ ナデの後 ミ ガキ にS買置(IOYR7I4) 10.1:賀置(lOYR7I4) 砂世掛量、 石英、 角閃石、 長石を宮む 良 好 I b I L-6 7担。他 外面スス付着
67 深鉢 目 録 37 . 0 9 . 0  ナ デ ナ デ 医貫揖(l0YR5/2) 10.1:賀置(IOYR6!3) E世世多量、 石英、 角関石、 長石を宮む 良 好 I b  I M-5 169 内・井面スス付着
68 漫鉢 口 信 37 . 8  12 . 2  ミ ガキ ミ ガキ にS賀置(lOYR6!3) 掲匝(lOYR4!!) 置世世多量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 1 0 1 G-4 1210 外面スス柑着
69 深鉢 ロ 縁 33 . 3  9 . 6  ミ ガキ ナ デ にS賀褐(l0YR5!3) にS買置(1町R1!3) 世世;.量、 角関石、 長石を含む 良 好 5 h-ii9 幻14他
70 深鉢 ロ 録 33 . 0  1 l . 4  ナデ ナデ にS賀直(lOYR6!3) にS賀直(lOY宜的) 砂粒;.量、 石英、 角関石、 畏石を吉む 良好 1 b 1 L-4 47招他
71 深鉢 ロ 縁 6 . 3  ミ ガキ ナ デの後 ミ ガキ 10.1:賀直(lOYR6!4) 医賀褐(lOYR4!2) 世世世量、 石英、 角関石、 長石を含む 良 好 1 b 1 K-3 俗6他
72 深鉢 口 縁 27 . 6  5 . 7 ナ デ 長痕文、 ナ デ 10.1:前置(lOYR7!3) 10.1:賀檀(l0Y百:6!3) 砂世多量、 石英、 角閃石、 長石を官む 良 好 8d 南-4 l∞13他
73 深鉢 ロ 縁 40 目 8 7 目 6 ナ デ 長痕文、 ナ デ 臣賞揖(1OYR5!2) 臣賞掲(IOYR6!2) 砂粒多量、 石英、 長石を官む 良好 1 0 1 D-5 1767他
74 深鉢 口 健 7 . 7  ナ デ 長痕文、 ナ デ にS買橿(lOYR7!4) 曲賞檀(l0YR8!3) 砂粒世量、 石英、 角閃石、 長石を青む 良 好 I b I L-3 日J22他
75 深鉢 ロ 録 8 . 6  ミ ガキ ミ ガキ に.1:貰(2.5Y6!3) に.1:前置(lOYR7!4) 砂粒多量、 石英、 角閃石、 長石を含む やや良 1 b I L-8 館98他
76 深鉢 口 録 1 7 . 3  ミ ガキ 副議文、 ミ ガキ 県揖(lOYR3!!) 県揖(lOYR8/l) 砂粒少量、 石英、 長石を含む 良 好 8 c 南-3 野97他
77 深 鉢 ロ 録 1 0 . 4  長聾の聾ナデ、 ナデ 長痕の後ナデ、 ナデ に.1:恒(7目町R6!4) 医賀揖(IOYR4!2) 砂粒多量、 石英、 角関石、 長石を含む 良 好 2b 命l 2402他
78 深鉢 ロ 録 23 . 2  5 . 1  ミ ガキ ミ ガキ /::.1:買檀(10'四:6!4) にぷ賀恒(lOYR7I4) 砂粒多量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 7 .-73 IC国01他
79 探鉢 ロ 録 1 6 . 0 8 . 1  ナ デ 回線、 ミ ガキ 揖医(7.町R4!!) 県揖(7.ぽ悶!!) 砂粒多量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良好 6 Z-72 一括
80 深鉢 ロ 縁 23 . 0  1 1 .  7 ミ ガキ 匝政、 ミ ガキ 医貫徹10YR5!2) 揖医(lOYR4!!) 世世多量、 石英、 角関石、 長石を古む 良好 1 0 1 E-5 1511他
81 探鉢 ロ 録 20 . 0 9 . 7  ナ デ 世娘、 ミ ガキ 県揖(lOYR3/l) 暗椙(l0YR3!3) 砂粒多量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 A ア-4 10815 
82 深鉢 ロ 録 23 . 4  8 . 5  ミ ガキ 四銀、 ミ ガキ 曲賞置(l0YR8!4) 量買置(l0YR8!4) 世世;.量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 1 0 1 E-4 1160他 内・外面スス付着
83 深鉢 口 縁 5 . 8  ミ ガキ ミ ガキ 瞳(7.町R7!6) 10.1:買橿(lOYR7I4) 砂粒少量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 s i-ii8 一括
84 深鉢 ロ 縁 9 . 3  ナ デ ナ デ にぷ蹄(lOYR7!3) に五黄橿(lOYR7!3) 酔世多量、 石英、 角関石、 長石を含む 良 好 1 0 1 D-5 701他 内・外面スス付着
85 深鉢 ロ 縁 43 . 8  15 . 0  ミ ガキ ミ ガキ にS賀直(l0YR5!3) に.1:買橿(l0YR6!4) 砂世;.量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 1 0 1 0-古 678他
86 深鉢 ロ 録 6 . 6  ミ ガキ ミ ガキ 世賀直(2.町7!3) に五賀直(lOYR7I4) 世世多量、 石英、 長石を宮む やや良 1 b 1 L-7 前42他 内・外面丸ス骨着
87 深鉢 ロ 縁 6 . 9  ミ ガキ 量状ロ録、小突帯 2 晶、 ミ ガキ 10.1:賀直(l0YR6!4) 暗臣賞(2.5Y4/2) 世世多量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 8 c  南 3 鍋田他 内・丹面見ス付着
88 深鉢 ロ 録 4 . 3  ナ デ 世援に よ る 斜線文、 ナデ 置(7 町R7I6) 黒(7.日宜2/1) 世世;.量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 I b  I M-4 一括 外面スス付着
89 探鉢 口 健 26 . 0  10 . 8  ナ デ 刻 目 突帯、 ナ デ 臣賞(2.5Y6!2) 邑寅(2.町7!3) 砂粒多量、 石英、 角閃石、 長石を含む やや且 Ib I L-1 3298他
90 浅鉢 ロ 録 4 . 0  ミ ガキ 世議 l 晶、 ミ ガキ 10.1:前置(10YR6!4) 揖医(l0YR4!!) 砂粒多量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 I b  I K-4 一括 内・外面スス付着
91 漫鉢 ロ 録 3 . 6  ミ ガキ 瞳抗日量、押点文、枕韓 1 j帳、 ミ ガキ 揖医(IOYR4!!) 黒(2.5Y2/l) 砂粒少量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良好 l o l E-5 一括 内・外面ス ス付着
92 国鉢 ロ 録 27 . 5  12 . 5  沈線 H 匹、 ミ ガキ 鰍ロ障、押紋、総l 晶、 ミ ガキ、

ガ
ナチ

キ
医買(2.5Y6!2) に五黄(2.5Y6!3) 砂粒少量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良好 l b  I L-6 1917他

93 浅 鉢 14 . 2 5 . 3  ミ ガキ 枕融 2 j匹、闘部凹融 1 *、 ミ にぷ買恒(10YR6!4) にぷ買揖(1OYR5!3)
砂
砂粒

粒
少
世

量
晶

、
、

石英、 角閃石、 長石を含む 良好 1 0 1  F-5 幻14 内・外面スス付着
94 浪鉢 ロ 縁 3 . 0 ミ ガキ 沈線 2 j島、 ミ ガキ 県(10YR2/l) 県揖(10YR3!!) 石英、 長石を含む 良好 l b  I M-5 一括
95 浅鉢 ロ 縁 25 . 0  6 . 2  沈線 l 晶、 ナ デ 枕線 1 j帳、民部回線 1 l1\、 ナデ に」臣賞禍(10YR4!3) に.1:買禍(10'政5/3) 砂粒多量、 石英、 長石を含む 良好 I b I M-4 日46 外面スス付着
96 漫鉢 ロ 縁 6 . 0 ミ ガキ 世強 1 j島、 ミ ガキ 県禍(5YR2/l) 鼎禍(5YR3!!) 酔世多量、 石英、 角関石、 長石を含む 良好 1 b 1 K-3 必55他
97 設鉢 ロ 縁 1 9 . 4  7 目 3 ミ ガキ 誼ttロ晶、押点文、誼融 1 j帳、 ミ ガキ に.1:賀禍(1OYR5!3) 医貰禍(l0YR5/2) 砂粒タ量、 石英、 長石を含む 良 好 不 明 不明 不明 内面ス ス付着
98 設鉢 ロ 縁 5 . 6  ミ ガキ 沈線 H 昼、 ミ ガキ 椙医(l0YR5!!) にぷ買置(lOYR7/3) 砂粒多量、 石英、 長石を古む 良 好 1 b 1 N-7 7沼島他
99 浅鉢 口 録 34 . 4  6 . 3  ミ ガキ ミ ガキ にS貰置(lOYR6!副 措置(!OYR4!!) 世世多量、 石英、 長石を古む 良 好 I b I L-2 お“ 内・外面スス付着

1∞ 漫鉢 ロ 録 2 . 6  ミ ガキ 説滋 2 j島、 ミ ガキ 晶(2.5Y2/1) 黒椙(!四R3/1) 世世;.量、 石英、 長石を含む 良 好 I b  I K-7 一括
101 設鉢 ロ 縁 3 . 1  ミ ガキ 置北口量、肱誼 1 *‘押貞文、 ミ ガキ 貫揖(!OYR6!2) 10.1:買置(1町R6!3) 砂世9量、 石英、 角関石、 長石を古む 良 好 I b  I L-6 761回
102 設鉢 ロ 縁 30 . 0  4 . 3  ミ ガキ 盤状口 録、 沈銀 J j量 、 ミ ガキ 思(2.ぽ2/1) オ リ プ畠 (町3!2) 世世p量、 石英、 角関E、 畏Eを含む 良好 I b I M-2 E齢他
103 設鉢 口 録 3 . 5  ミ ガキ 世滋 H 匹、 ミ ガキ 賀恒(!0YR8/6) 明賀輔(2.5Y7!6) 世世p量、 長石を含む 良 好 I b I L-5 一括
104 混鉢 ロ 録 3 . 1 ミ ガキ 沈鰻 Jj昼、 ミ ガキ にS賀恒(10YR7I3) にS賀恒(!OYR7!4) 砂粒少量、 石英、 長石、 冨母を古む 良 好 D シー15 一括
1閃 浅鉢 ロ 縁 2 . 8  ミ ガキ 沈線 1 j帳、 ミ ガキ 県揖(2目5Y3/1) 賀医(2.5Y4!!) 世世世量、 石英、 長石を含む 良好 I b  I L-5 一括
106 設鉢 ロ 録 2 . 3  ミ ガキ 割強 l 晶、 ミ ガキ 県揖(!0YR3!2) 黒(!0YR2!!) 寵砂粒多量、 石英、 長石を宮む 良好 I b  I L-4 4田3
107 設鉢 口 縁 2 . 8  ミ ガキ 世灘 2 !匹、 ミ ガキ 揖医(!OYR4!I) 医買掴(1OYR5/2) 世世粒多量、 石英、 角閃石、 亜石を含む 良好 I b  I M-7 7373他 内面スス付着
1ω 設鉢 ロ 極 1 7  . 4  2 目 s ミ ガキ 割強 H 匹、 ミ ガキ 県揖(!a四3!!) 揖医(!OYR4/1) 世世世多量、 石英、 長石を含む 良好 1 b I L-2 お50
109 設鉢 口 縁 38 . 0  8 . 0  ミ ガキ 世議 H 匹、 ミ ガキ 品揖(!OYR3/1) 鯛(IOYR3/1) 世齢世多量、 石英、 角閃石、 畏石を古む 良 好 1 0  E-5 

l
土
叫

器
鈎

集
他
ヰ 外面スス付着

110 設鉢 ロ 録 35 . 8  5 . 9  ミ ガキ 割強 H 帳、 ミ ガキ にぷ賀恒(10YR7/3) にぷ賀恒(10YR7/3) 砂粒少量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 7 .-73 
III  漫鉢 口 縁 40 . 8  5 . 4 ミ ガキ 沈組 1 l1\、 ミ ガキ 県(10YR1.7/1) 医買揖(!0YR5!2) 世砂粒p量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 7 .-73 1侃05他
112 洩鉢 ロ 録 3 . 0  ミ ガキ 割強 に よ る 斜線士、 ミ ガキ 掲医(IOYR4/1) に.1:賀置(10YR7/3) 世世世p量、 石英、 長石を宮む 良好 l b  正一7 一括
113 浅鉢 ロ 縁 2 . 3  ミ ガキ 世滋 に よ る 斜線文、 ミ ガキ 品禍(10YR3!1) 掲医(10YR4!!) 置砂粒少量、 石英、 長石を官む 良好 I b  I K-2 一括
114 設鉢 ロ 縁 3 . 0  ナデ 沈線 に よ る 斜線士、 ミ ガキ に.1:賀世(IOYR6!4) に.1:買橿(IOYR6/3) 砂粒世量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 I b  I K-1 一括
115 設鉢 ロ 縁 38 . 5  6 . 2  ミ ガキ 凹線 2 晶、 ミ ガキ 県揖(IOYR3/1) にぷ賀禍(10'派5/3) 世世多量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 1 0 1 F-5 1796他 外面スス付着
1 16 設鉢 ロ 録 4 . 6 ミ ガキ 白銀 2 i昼、 ミ ガキ にぷ蝿(7.町R6!4) 置(5YR6!6) 量齢世;.量、 石英、 角関石、 長石を含む 良 好 7 Y-7 一括
117 設鉢 口 縁 4 . 5  ミ ガキ ミ ガキ 黒揖(2.町3/1) 医賀福(!0YR5!2) 置世世多量、 石英、 角関石、 長石を含む 良好 1 0 1 G-2 一括
118 設鉢 ロ 縁 18 . 4  5 . 6  ミ ガキ ミ ガキ 黒(!OYR2/1) 里揖(1OYR3/1) 砂世p量、 石英、 角関石、 長石を宮む 良好 5 i毛8 制39他
119 漫鉢 ロ 録 16 . 2  4 . 8  世議 1 i島、 ミ ガ

ガキ
ヰ ミ ガキ にS貰曙(10YR5!3) に五貰置(!OYR6!4) 置世世;.量、 石英、 長石を宮む 良 好 1 b 1 L-7 一括 内・外面スス付着

120 設鉢 ロ 録 18 . 0  6 . 4  枕経 1 i量、 ミ ミ ガキ オりープ黒(7.町3/1) 黒椙(10YR3/1) 宿世世多量、 石英、 角関E‘ 長石を含む 良好 l a  I F-5 宜回
121 設鉢 ロ 縁 36 . 2  4 . 3  ミ ガキ ミ ガキ 賀医(2.町R4!!) 医買輔(!0YR5!2) 酔粧品'量、 長石を含む 良好 I b  I M-5 飽
122 設鉢 ロ 録 36 . 6  1 0 . 5  ミ ガキ 、 ナ デ ナ デ 賀医(2 町R4!!) 庇掴(IOYR釧)
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良 好 1 0 1  E-I 126他

123 設鉢 ロ 縁 33 . 6 13 . 1  割強 Jj帳、 ミ ガキ 沈線1i長、 ミ ガキ 医買(2.5Y6!2) 暗臣賞(2.5Y5/2) 良好 1 b 1 K-6 7163他
124 洩鉢 ロ 録 4 . 1  割強 Jj帳、 ミ ガキ 世議1晶、 ミ ガキ 椙医(!OYR4/1) 蝿医(!OYR4!!) 良好 I b  I K-2 一括
125 浅鉢 ロ 録 3 目 9 ミ ガキ ミ ガキ 揖医(!OYR4/1) 黒揖(!OYR3/1) 砂粒多量、 石英、角閃石、 長石を含む 良好 1 0 1 E-5 2154 
126 浅鉢 ロ 縁 B 目 3 ナ デ 条痕の後ナデ にぷ賀檀(10YR6/3) にぷ賀補(1OYR5/3) 砂粒多量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 I b  I K-2 一括 外面スス柑着
1幻 設鉢 ロ 縁 30 . 8  5 目 9 ミ ガキ 長痕の聾ナデ に.1:賀恒(IOYR6!3) に.1:檀(7，5YR6/4) 租砂粒多量、 石英、 角閃石、 長石を古む 良 好 I b  I M-5 142他
128 鉢 底 部 3 . 9  1 . 8  ナ デ ナ デ にぷ買(2.5Y6!4) 明賀揖(!OYR7/6) 砂粒多量、石英、角関石、長石、富母を含む 良好 5 h-69 一括
129 鉢 底 部 1 1 . 1 6 . 7 ミ ガキ ミ ガキ 県揖(2.5Y3!2) に.1:揖(7.5四5/3) 租砂粒多量、石英、角関石、長石を含む 良好 D ス ー15 講一括 内面スス付着
130 鉢 底 部 8 . 1 6 . 6  ナデ、 指頭痕 長鹿町桂ナデ、 ナデ 買医(2.町陪，f!) 世(7.町R7!6) 砂世多量、 石英、 角関石、 長石を含む 良 好 1 0 1 F-5 2063他
131 鉢 底 部 8 . 0  6 . 7  ナ デ ケ ズ リ 、 ナデ 揖医(!OYR4/1) に.1:貰恒(!OYR6!4) 世粧品，量、 石英、 角閃石、 長石を宮む 良好 I b  I K・4 一括
1辺 鉢 底 部 7 . 4  6 . 2  ナ デ ナ デ 明賀掲(10YR7!6) 揖賀檀(10YR8/4) 世世多量、 E英、 角関石、 長石を含む 良 好 I b  L-4 5126他
lお 鉢 底 鵠 6 . 8  2 . 3  ナ デ ナ デ 盟賞(2 町7!3) にぷ買置(!OYR7!4) 砂粒;.晶、石英、角閃石、長石、冨母を青む 良 好 I b  J-2 一括
134 鉢 底 部 8 . 7  3 . 9  ナデ ナ デ 医買(2.5Y6!2) にS賀置(!OYR7!4) 砂粒少量、 角関石、 畏石を官む 良好 I b  K-4 講一括
135 鉢 底 部 9 . 6  2 . 1 ナ デ ナ デ 医賀(2.5Y6/2) にぷ賀檀(!OYR7I4) 砂粒多量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 I b  I K-2 一括
13唱 鉢 底 部 8 . 4 4 . 6  ナ デ ナ デ 医白(l0YR8!2) 盟賞檀(i0YR8!3) 砂粒多量、 石英、 角関石、 長石を音む 良 好 l b l L-7 箇23他
137 鉢 底 部 8 . 8  3 . 8  ナ デ ナ デ に.1:買(2.5Y6!3) 明賀補(iOYR7!6) 砂世告量、 石英、 角関石、 長石を含む 良好 I b l I-4 満一括
1羽 鉢 底 部 8 . 4  2 . 7  ナ デ ナ デ にぷ褐(7.町R5!4) に.1:$揖(日R5!泊 砂世多量、 石英、 角関石、 長石を古む やや良 Ib I M-6 75お他
139 鉢 底 部 7 . 4  3 . 2  ナ デ ナ デ に.1:貰置(lOYR6!4) にぷ貰置(lOYR6!4) 砂粒世量、 石英、 角関石、 長石を古む 良 好 I b  I K-3 4304 
140 鉢 底 部 1 l . 4  2 . 7 ナ デ ナデ にぷ賀置(lOYR7I4) にS賀置(lOYR6/4) 砂粒p量、 角閃石、 長石を含む 良 好 I b 不明 潟一括
141 鉢 底 部 9 . 3  6 . 5  ナ デ ナ デ にS置(7.町R6/4) 10.1:瞳(7 町R6!4) 砂粒9量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 1 0 1 D-5 1290 
142 鉢 底 部 8 . 8  3 . 4  ナ デ ナ デ にぷ薗恒(10YR6!3) に五世(7 町R6!4) 砂世;.量、 石英、 角関石、 長石を含む 良 好 I b  K-3 一括
143 鉢 底 部 5 . 8  2 . 0  ナ デ ナ デ にS買置(lOYR6!4) /::.1:恒(7 ぽR6!4) 砂世多量、 石英、 角関石、 長石を官む 良 好 I b  K-3 一括
144 鉢 底 部 5 . 3 1 . 8  ナ デ ナ デ にぷ前置(!a四:6/4) にぷ賀恒(IOYR6!4) 砂粒世量、 角閃石、 長石を含む 良 好 7 .-73 10482 
145 鉢 底 部 7 . 0  2 . 0  ナ デ ナ デ 由貿置(lOYR8!4) に.1:賀檀(10YR7!4) 砂世多量、 石英、 角関石、 長石を含む 良好 l b  K- 1 お64
146 鉢 底 部 9 . 2  1 . 7  ナ デ ミ ガキ 、 ナデ 配置描(lOYR6/2) に.1:貰置(IOYR6!4) 砂粒多量、 石英、 角関石、 長石を官む やや良 Ib I L-3 一括
147 鉢 底 部 7 . 2  4 . 0  ナ デ ナ デ 明前掲(lOYR7!6) にぷ恒(7.町R7I4) 世世多量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 1 b  I L-6 作52
148 鉢 底 部 6 . 8  2 . 2  ナ デ ナ デ 臣賞掲(l0YR5/2) に.1:貰恒(IOYR6/4) 量砂粒世量、 石英、 角関石、 長石を古む 良 好 I b  K-3 日姐2
149 鉢 底 部 8 . 0  1 . 1  ミ ガキ ナ デ 臣賞葡(l0YR5!2) 檀(7 町R7!6) 酔世少量、 石英、 角関石、 長Eを含む 良好 I b  L-5 関76他
150 鉢 底 部 8 . 6  1 . 9  ナ デ ナ デ に五黄橿(lOYR6!4) 檀(7.日R6!6) 砂粒多量、 石英、 角関石、 長石を含む 良好 1 0  D-4 ー括
151 鉢 底 部 6 . 5  2 . 0  ミ ガキ ナ デ に.1:貰置(lOYR6!4) に.1:賀直(lOYR7!4) 酔粧品'量、 角閃石、 長石を含む 良 好 不 明 不明 構一括 内面スス付着
152 鉢 底 部 8 . 2  3 . 1  ナ デ ナ デ 医自(lOYR7/1) 揖黄置(7回目R8/4) 砂粒多量、 石英、 角関石、 長石を宮む 良 好 I b  L-3 4銅I 外面ス ス付着
153 鉢 底 鼠 6 . 2  2 . 2  ナ デ ナ デ 量買置(!a四8!4) 明責輔(lOYR7!6) 置砂租多量、 石英、 角関石、 長石を昔む 良 好 I b  M-3 一括
154 鉢 底 部 7 . 1  3 . 0  ナ デ ナ デ 橿(7.町R7/6) 置{町R7/6) 砂粒少量、 角閃石、 長石を古む 良好 1 0  E-5 土器聾中 内面スス付着
155 鉢 底 部 9 . 0  2 . 9  ナ デ ナ デ に五黄匝(iOY官7!3) にS賀直(lOYR6!3) 砂粒歩量、 角閃石、 長石を含む 良好 I b  K-5 ー括
156 鉢 底 部 7 . 9  2 . 2  ナ デ ナ デ にぷ貰恒(lOYR7!3) にふ賀檀(lOYR7!4) 砂世世量、 石英、 角関石、 長石を古む 良好 1 b  1 !-4 講一括
157 鉢 底 部 5 . 4  2 . 2  ナ デ ナデ /::.1:111(7.町R6/4) に.1:檀(7 町R6!4) 砂世;.量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良好 B フー 1 4 11倒6
158 鉢 底 部 8 . 4  3 . 0  ミ ガキ ミ ガ キ 匹前掲(l0YR5!副 に.t;貰置(lOYR6!3) 世世世量、 石英、 角閃石、 長石を古む 良好 8d 南 一 l 10調。
159 鉢 底 部 6 . 2  1 . 8 長痕の後ナデ ナ デ 世貫置(7.町部:f4) 量貰置(7 町R8!4) 砂粒p量、 長石を含む 良好 1 b  I M-5 ぉ
lω 鉢 底 部 8 . 3  3 . 6  ミ ガキ ミ ガキ に.t;貰置(l0YR7!4) にS揖(7.釘陪!3) 砂粒うか量、 長石を古む 良好 5 i毛6 一括
161 鉢 底 部 10 . 3  3 . 3  ナ デ ナ デ 医薗輔(l0YR5/2) IO.t;貰置(lOYR6/3) 砂粒少量、 石英. 角閃石、 長石を古む 良 好 I b  

HYi-64
6 
8 斑
一括

162 鉢 底 鶴 12 . 1 3 . 2  ナ デ ナ デ 明貫徹10YR6!6) 置(7.町R6!6) 租砂粒多量、 角関E、 長石を含む 良好 6 一括
163 鉢 底 留 10 . 8  2 . 7 指頭復、 ナ デ 指頭痕、 ナ デ 医揖(7 町R4!2) に五揖(7.町R5!4) 砂粒多量、 石英、 角閃石、 長石を官む 良 好 5 制49
164 鉢 底 部 9 . 9  3 . 5  ナ デ ナ デ に.t;買担(lOYR7!4) に五貰橿(IOYR7!4) 砂粒多量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 I b  L-6 7670他
165 鉢 底 部 5 . 4 1 . 3  ナ デ ナ デ 臣賞輔(1OYR5!2) 置(7 町R7!6) 酔世世畳、 長石を含む 良 好 I b  L-4 5226他
166 鉢 底 部 10 . 3  2 . 8  ナ デ ナ デ 世賀直(1OYR8!4) 曲賞恒(lOYR8!4) 租砂粒多量、 石英、 角関石、 長石を含む 良好 1 b  M-2 一括
167 鉢 底 部 4 . 0  ミ ガキ ミ ガキ 暗医賀(2.5Y5!2) に.t;貰檀(lOYR6!3) 置酔粧品P量、 石英、 長石を青む 良好 1 b  L-7 胸5他
1伺 鉢 底 部 6 . 0  ミ ガキ 、 ナデ ミ ガ キ 黒褐色(10YR3!2) にS禍(7 町R5!3) 砂粒多量、 石英、 角閃石、 長石を古む 良好 1 0  E-5 土器集中 内・外面スス付着
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第 1 節 縄文時代の遺構 と 遺物

5 石器 (第50......63図 )

古閑北遺跡 か ら 出土 し た縄文時代 の石器の 主要な遺物 150点 を掲載 し た。 そ の 内訳 は 、 有舌尖頭器 1 点 、 石

蝶81点 、 石錘 3 点 、 模形石器 3 点 、 石匙 4 点、 削器 4 点、 尖頭状石器 1 点、 円 盤状石器 2 点 、 打製石斧 16点 、

磨製石斧14点 、 石錘 3 点 、 砥石 3 点 、 磨石 ・ 敵石 2 点 、 二次加工の あ る 石器 3 点 、 使 用 痕 の あ る 剥片 6 点 、

で あ り 、 石蝶 と 石斧が 多 く を 占 め て い る 。 以 下 、 器種 ご と に 、 特徴に つ い て 見て い き た い 。

な お 、 それぞれの遺物 の 計測値 に つ い て は 、 「 出 土石器観察表J (第 6 、 7 、 8 表) に ま と め て い る 。

有舌尖顕器 ( 1 )

基部 に わず か な 舌部 を も っ 「柳又型」 に分類で き る 、 サ ヌ カ イ ト 製の 有舌尖頭器が 1 点 出土 し た 。

右鯨 ( 2 ......82) 

石鎌は、 総数8 1点 出 土 し た。 石材 と し て は黒耀石製が46点、 安 山 岩製が27点 、 チ ャ ー ト 製が 6 点 、 頁岩製

が 2 点 と な っ て い る 。 ま た 、 出 土 し た石織の 中 に 1 点 だ け 有茎蟻が あ っ た。 そ の形状 に よ っ て 、 正三角 形 を

呈す る も の ( 1 類) 、 二等辺 三 角 形 を 呈 す る も の ( 2 類) 、 そ の他 の 形 を 呈 す る も の ( 3 類) の 3 種類 に分

類で き る 。 さ ら に 、 基部の形状 の 特徴 か ら 、 平基の も の ( a ) 、 浅 い挟 り が入 る も の ( b ) 、 V 字状に扶 り

が入 る も の ( c ) 、 U 字状 に挟 り が入 る も の ( d ) に細か く 分類す る こ と が で き 、 こ の 2 つ を 組み合わせた

12類 の う ち 、 3 c 類以外の 1 1類 が 出 土 し 、 2 . b 類が27点で一番多 く 、 次 い で 2 c 類が 23点 、 2 d 類が 19点 出

土 し て お り 、 一番少 な い の が 1 b 類、 1 c 類、 1 d 類、 3 b 類、 3 d 類 の l 点で あ っ た。 。

1 a 類 ( 2 、 3 )

正三角形で、 平基の石蟻で あ る 。 2 点 出 土 し た 。 2 は表裏面 と も に剥片素材が残 っ て い る 。 3 は安 山 岩製

で風化 が進んで い る 。

1 b 類 ( 4 )

正 三 角 形 で 、 基部 に 浅 い挟 り の 入 る 石蝶であ る 。 1 点出 土 し た。 裏 面 に 素材剥 離面 を残 し て い る 。

1 c 類 ( 5 )

正三 角 形 で 、 基部が V 字状に挟 ら れ た 凹基の石鎮で あ る 。 1 点出 土 し た。 黒耀石製の小型の石蝶で あ り 、

表裏 面 に 丁 寧 な 調整が施 さ れて い る 。

1 d 類 ( 6 ) 

正三角 形で 、 基部が U 字状に扶 ら れた 凹基の石鎌で あ る 。 1 点 出 土 し た。 小型 の石蟻で、 細 かい調整 が な

さ れ、 両側縁が鋸歯状 に な っ て い る 。

2 a 類 ( 7 、 8 )

二等辺 三角 形で 、 平基の石織で あ る 。 2 点 出 土 し た 。 7 は黒輝石製で表面 に原 石 面 を 残 し て い る 。 8 は安

山岩製 で 、 風化 が激 し い。

2 b 類 ( 9 ...... 35 、 8 1 )

二等辺 三 角 形 で 、 基 部 に 浅い挟 り の入 る 石蝶であ る 。 28点 出 土 し た 。 形態 は側縁部 が 直線状 の も の が 大部

分 で あ る が 、 外脅 し た側縁 を持つ も の ( 13 、 15 ) と 内 脅 し た側縁を持つ も の ( 1 1 、 2 1 、 32 、 34、 8 1 ) も あ る 。

ま た 、 大 き さ は 中 型 の も の が大部分を 占 め る が 、 大型の も の は 9 、 26、 28、 32の 4 点 、 小型の も の は 18、 19 、

20、 25 、 27 、 34の 6 点で あ る 。

9 、 10、 12 、 28 は 両側縁 に鋸歯状の調整が施 し で あ る 。 18は小型 の 黒耀石製で裏面 に 素材剥離面 を残 し て

い る 。 23 は 安 山 岩製で風化が激 し く 、 先端部 を欠損 し裏面 に原石面 を残 し て い る 。 27は小型 の 安 山 岩製 で 、

表裏 面 に磨 き が み ら れ磨製織 と も 考 え ら れ る 。 30は黒輝石製で丁寧 な調整が施 し で あ り 、 基部 が 短 く 細長 い
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第 E 章 調 査 の 成 果

石蟻で あ る 。 81 は黒輝石製で両側縁基部 に 浅 い扶 り が あ る 。

2 c 類 (36-58)

二等辺三角 形 で 、 基部 が V字状 に挟 ら れた 凹基の石織で あ る 。 23点 出 土 し た。 側縁が直諌状 の も の が 大部

分であ る が 、 側縁の途 中 に扶 り が あ る も の (42) 、 側縁が外脅 し て い る も の (38、 44、 46) も あ る 。 ま た 、

大 き さ は 中型 の も の が 大部分 を 占 め る が 、 大型の も の は40、 42、 47 の 3 点 、 小型の も の は5 1 、 53 、 54、 56、

58の 5 点で あ る 。

36、 37 、 47 は は剥片鍛で あ る 。 38 はチ ャ ー ト 製の石蝶で側縁が少 し外脅 し 、 右脚 を 欠 損 し て い る 。 42は黒

輝石製で左脚 を 欠損 し 、 表裏面 に 素材剥離面 を残 し て い る 。 43 は安 山 岩製で風化が進み、 先端部 を欠損 し て

い る 。 44は安 山 岩製で側縁が少 し外湾 し た 、 鋸歯状の石蟻で あ る 。 46は 安 山 岩製で側縁が外寄 し た 、 表裏面

に原石 面 を残 し た石蟻で あ る 。 49 、 50は と も に細長い石蟻で 、 左脚 を欠損 し て い る 。

2 d 類 (59-77)

二等辺 三 角 形 で 、 基部 が U 字状 に挟 ら れた凹基の石畿で あ る 。 19点出 土 し た。 側縁が 直線状 の も の が 大部

分であ る が 、 外軍事 し た側 縁 を持つ も の (62 、 74) と 内 湾 し た側縁を持つ も の (64) が あ る 。 ま た 、 大 き さ は

中 型 が 大部分 を 占 め る が 、 大型 の も の は68、 70 、 7 1 の 3 点 、 小型の も の は64、 72 、 74、 76 の 4 点で あ る 。

59、 6 1 、 62 は は剥片蟻で あ る 。 60は先端部が欠損 し て お り 、 裏面 に は 素材剥離面が残 っ て い る 。 63 は黒輝

石が風化 し て お り 、 左脚は欠損 し 、 側縁部 は鋸歯状であ る 。 64は小型 で 内膏 し た側 縁 を も っ 、 ロ ケ ッ ト 型 の

石蝶で あ る 。 65 は安 山 岩製 で左脚が短 く 、 表面 に 素材剥離面 が み ら れ る 。 67 は 安 山 岩 製 の 少 し 厚 み の あ る 右

犠で あ る 。 68、 69 、 70 、 7 1 は鍬形鎌 と 呼ばれて い る 石鍛であ り 、 69 、 70 は裏面 に 素材剥離面 が み ら れ、 70は

左脚 を 大 き く 欠損 し て い る 。 72 はチ ャ } ト 製の小型の石織であ り 、 表裏面 と も 丁寧な調整が施 さ れて い る 。

73 は黒輝石製で表裏面 に 素材剥離 面 を残 し て い る 。 74は小型 の 黒植石製で、 外脅 し た側縁を持 ち 、 円 脚織の

よ う で も あ る 。 75 、 77は側縁が鋸歯状 で あ る 。 76は安 山岩製の小型の石織で あ る 。

3 a 類 (78、 79)

不 定形で、 平基の石織で あ る 。 2 点 出 土 し た。 78は粗い鋸歯状で八 角 形 を 形づ く っ て い る 。 79 は有茎蟻で

基部 が欠損 し 平基 を形 づ く っ て い る 。

3 b 類 (80)

不 定形で、 基部 に 浅 い 挟 り の 入 る 石蟻であ る 。 1 点 出 土 し た 。 小型 の 安 山 岩製 で プー メ ラ ン の 形 を し て い

る 。

3 d 類 (82)

不 定形 で 、 基部 が U 字状 に 挟 ら れた 凹 基 の石蟻で あ る 。 1 点 出土 し た。 剥 片鱗で調整 は先端 と 基部 の みで

あ り 、 右脚部 は 大 き く 欠損 し て い る 。

右錐 (83-85)

全部で 3 点 出 土 し た 。 83 は黒輝石製で、 かな り 丁寧な調整が施 し で あ り 、 つ ま み部 に は 素材剥 離 面 を 残 し

て お り 、 先端部 は欠損 し て い る 。 84は頁岩製で風化 が ひ ど く 、 先端部 が欠損 し て い る 。 85 は黒耀石 製 で 、 つ

ま み部 に は原石面を残 し 、 先端部分は つ る つ る に な る ほ ど摩耗 し て い る 。

棋形石器 (86-88)

3 点 出 土 し 、 3 点 と も 黒耀石製 で あ る 。 3 点 と も おお よ そ 四 角 形 を し て お り 、 用 途 が ク サ ピ の よ う に対象

物 と ハ ン マ ー の 聞 で使用 さ れ る 石器 な の で 、 相 対す る 側辺 に使用 に よ る 潰痕 が み ら れ る 。 ま た 、 こ の石器の

特徴 と し て 両側 辺 に は上 下 両端 か ら の 縦 に長い剥離痕が み ら れ る 。 お そ ら く 使用 に よ っ て 生 じ た剥 離で あ ろ

つ 。
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第 E 章 調 査 の 成 果

右匙 (89"'-'92)

全部 で 4 点 出 土 し た。 内 訳 は 、 縦型が 1 点 (89) で他の 3 点 (90、 9 1 、 92) は横型 で あ っ た。 89は安 山 岩
製の大型の石匙で あ り 、 つ ま み部 に原石 面 を残 し て い る 。 90は小型 の 黒輝石製 で表面 に原石面 、 裏 面 に 素材
剥離面 を残 し て い る 。 9 1 、 92は安 山岩製の石匙で、 2 点 と も 丁寧な調整が施 し で あ る 。
削器 (93"'-'96)

剥 片 の側縁部 に連続的 に調整 を加 え て 作 ら れた 刃 部 を持つ石器 を 削器 と し て扱 っ た。 全部で 4 点 出 土 し た。
石材は 4 点 と も が安 山 岩製 で あ る 。

93 は側縁部 に は原石面 、 刃 部 に は使用 痕 が み ら れ る 。 94は側縁剥離面が急角 度 で調整 を 施 し で あ る 。 95 は
側縁部 に原石 面 と 素材剥 離 面 を 残 し 、 表裏面 に も 素材剥離面 が み ら れ 、 ま た 刃 部 に は丁寧 な調整が施 し で あ
る 。 96は刃 部 に 丁寧 な調整が施 し で あ り 、 縦に長 い削器 と 思 われ る 。 先端部 と 基部 が 折れ て い る 。

尖頭状石器 (97)

先端に潰痕 が あ る 安 山岩製の 尖頭状石器が 1 点 出 土 した。

円盤状右器 (98"'-'99)

2 点 出 土 し た 。 98 は砂岩製で直径約 5 cm の小型の石器で あ り 、 99は安 山 岩 製 の 直径約 10cm の 大型の石器で
あ る 。 特徴 と し て 2 点 と も 全周 に 刃 部 が ま わ り 、 刃 部 は両刃 で あ る 。

打製右斧 ( 100"'-' 1 15)

打製石斧 は 、 16点 で 、 1 10、 1 15の 2 点以外は 1 区か ら の 出 土であ る 。 石材 は安 山岩製が 1 1点 、 砂岩製が 2

点、 緑色片岩製が 2 点 、 蛇紋岩製が 1 点 で あ る 。 ま た 、 形 態 は 106が分銅形 に 属 し 、 他 は 両側縁が ほ ぼ平行 な

短冊形 (長方形) に 属 す る も の で あ っ た。

ほ と ん ど の 石器の 刃 部 に使用 痕、 ま た 、 左右両側縁 に潰れ痕 が み ら れた。 10 1 1ま表裏 面 に 部分的 で、 は あ る が

磨 き が施 し で あ る 。 1 06は片側側縁部 に 凹 みが あ り 、 基部 に は原石面が残 っ て い る 。 107 は蛇紋岩製の 大 形 の

石斧で基部 を 少 し欠損 し て い る 。 108は側縁部 に凹み が あ り 、 装着痕 の 可能性が 考 え ら れ る 。 109....... 1 15 は 石器

中位部 か ら 基部 に かけ て 欠 損 し て い る 。

磨製石斧 ( 1 16"'-' 129)

磨製石斧 は 、 14点 出 土 し た。 石材は砂岩製 8 点 、 安 山岩製が 4 点 、 蛇紋岩製 2 点 で あ る 。

1 16は小型 の完形品 で 刃 部 は 両 刃 で あ る 。 側縁に蔽打痕 が あ り 、 石器 中 位 の 左右 両側縁 に 潰れ痕 が 認 め ら れ

装着痕 の 可能性が考 え ら れ る 。 1 17 は の 完形 品 で、 刃 部 は両 刃 で 丁寧 に み が い て あ り 、 基部や石器 中 位部 に は

厳打痕 が あ る 。 ま た 、 基部 よ り に 凹 みが あ り 、 装着痕 の可能性が考 え ら れ る 。 1 18は小型 の 石斧 で あ り 、 石器

中位の左右両側縁に潰れ痕 が認 め ら れ装着痕の 可能性が考 え ら れ る 。 1 19 は 刃 部 が欠損 し て い る 。 基部や石器

中位部 に は敵打痕 が あ る 。 ま た 、 石器 中 位部に凹みが あ り 、 装着痕の 可能性が考 え ら れ る 。 120は接合す る こ

と が で き た。 表 面 の 基部 に はび敵打痕 が あ り 裏面 は大き く 剥 離 し て い る 。 1 2 1 は小型の完形品 で 、 刃 部 は両刃

で丁寧 に みが い て あ り 、 基部 に は 敵打痕 が あ る 。 ま た 、 石器 中 位部 に 凹 みが あ り 、 装着痕 の 可能性が考 え ら

れ る 。 122は接合する こ と が で き た。 刃 部 は両刃 で丁寧にみが い で あ り 、 基部 に は蔽打痕 が あ る 。 石器 中位部

の左右両側縁 に潰れ痕 が認 め ら れ装着痕 の 可能性が考 え ら れ る 。 123 は大型 の 完形品 で 、 刃 部 は 両刃 で丁寧に

みが い て あ り 、 基部 に は敵 打痕 が あ る 。 ま た 、 石器中位部 に 凹 みが あ り 、 装着痕 の 可能性が考 え ら れ る 。

124は表裏面の 大部分は剥離 し て お り 、 刃 部 に少 し磨製部分が残 っ て い る だ け で あ る 。 125 は基部側 か ら 石器

中位面 に か け て 大 き く 欠損 し て い る が 、 石器 中 位部 に 凹 み が あ り 、 装着痕の 可能性が考 え ら れ る 。 ま た 、 刃

部 も か な り 使用 さ れ て い る 。 126は蛇紋岩製の薄い石斧 で基部側 か ら 石器 中 位面 に か け て 大 き く 欠損 し て い

る 。 127 、 128、 1 29は基部側か ら 石器 中 位 面 に か け て 大 き く 欠損 し て い る 。
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第 E 章 調 査 の 成 果

第 6表 出土石器観察表 (1 )
造物 器 種 石 材 計測値 (残存部) 調査 出 土 取上番号 備 考
番号 長 さ (cm) 幅 (c皿) 厚み (c皿) 重量 ( g ) 区 地点

1 有舌尖頭器 サヌ カイ ト 4. 10 2. 10  0. 60 4. 0 lb  j-9 括 柳又型
2 石鎌 黒鼠石 1 .  90 1. 87 0. 35 0. 8 B ヘー1 3 撹乱 事j片舗皇太 先端部欠損
3 石鍛 安山岩 1 .  72 1. 61  0. 40 0. 6 5 g-69 撹乱 風化が進んでい る
4 石儀 黒輝石 2. 01 1 .  90 0. 30 0. 6 A ウー3 10600 裏面に素材喜朗離面
5 石鎌 黒輝石 1 .  50 1. 60 0. 40 0. 40 6 Y-65 撹乱
6 石鎌 黒耀石 1 .  60 1. 60 0. 40 0. 60 lb  J-9 撹乱 鋸歯状
7 石鎌 黒輝石 2. 25 1. 50 0. 40 1 . 0 lb  L-4 撹乱 表面に原石函
8 石鎌 安山岩 2. 59 1. 43 0. 40 1 . 4 5 g-66 撹乱 風化が進んでい る
9 石鍛 黒輝石 3. 20 2. 40 0. 40 2. 2 8d 南ー1 9 10309 先端部欠損 、 鋸歯状

10  石自候 黒耀石 2. 80 2. 00 0. 40 1 . 6 6 b-70 撹乱 鋸歯状
1 1  石鎌 黒綴石 2. 14 1 .  71  0. 50 0. 8 la E-5 先端部欠損
12 石嫉 安山岩 2. 72 1 .  95 0. 40 1 . 0 lb M-5 鋸歯状
1 3  石餓 黒耀石 1. 89 1. 50 0. 30 0. 6 8a 商ーハ
1 4  石儀 チ ャ ー ト 2. 25 1. 30 0. 30 0. 6 lb M-7 
15  石嫉 安山岩 2. 21 2. 00 0. 60 1 . 6 lb  K-5 撹乱
16 石鍛 黒輝石 2. 40 2. 07 0. 40 1 . 0 4b 0-10  撹乱 先端部欠領
17 石鍛 安山岩 2. 19 1 .  80 0. 40 1 . 0 8d 南-1 9 10300 左脚欠損
18 石鍛 黒輝石 1 .  96 1. 3 1  0. 40 0. 6 lb  M-4 裏面に素材剥離商
19 石鍛 黒綴石 1 .  86 1. 61 0. 40 0. 6 3 B-14  1 8  
20 石鎌 黒耀石 1 .  69 1. 40 0. 30 0. 4 7 d-73 10442 左脚欠損
21 石鍛 安山岩 2. 30 1. 48 0. 40 0. 8 la  F-4 日83 両脚欠損
22 石鍛 安山岩 2. 60 1. 86 O. 70 1 . 8 lb  M-5 263 
23 石鍛 安山岩 2. 21 1 .  67 0. 40 1 . 0 8b 北-9 9991 先端部欠損、裏面に原石商
24 石鎌 安山岩 2. 43 2. 10 0. 60 1. 8 6 X-69 一括
25 石飯 安山岩 1 .  70 1. 51  0. 35 0. 6 la  E-4 1058 
26 石鍛 安山岩 2. 64 2. 38 0. 30 2. 0 lb  M-5 撹乱
27 石鍛 安山岩 1 .  99 1. 43 0. 30 0. 6 lb M日2 撹乱 局部磨製織
28 石儀 黒海石 4. 19  1 .  81 0. 30 2. 8 lb M-4 5347 鋸歯状
29 石鍛 チ ャ ー ト 2. 25 1. 80 0. 40 0. 8 8b 西ーへ 9649 
30 石鍛 黒海石 3. 40 1. 30 0. 40 1. 40 6 Z-70 撹乱
31 石鍛 黒輝石 1 .  90 1. 50 0. 40 0. 50 4b N-I0  撹乱
32 石鍛 黒耀石 3. 00 2. 00 0. 40 1. 30 la  E-4 1899 
33 石鍛 チ ャ ー ト 2. 00 1. 50 0. 30 0. 80 4b N-1 1  一括
34 石鍛 頁岩 1. 80 1. 10  0. 40 0. 40 8d 南-19 10303 先端部欠損
35 石鍛 チ ャ ー ト 2. 60 1. 80 0. 30 1. 00 la  F-5 1720 
36 石鍛 黒輝石 2. 19  1 .  81 0. 30 0. 8 5 h-68 撹乱 剥片鍛
37 石鍛 安山岩 1 .  80 1. 39 0. 30 0. 6 lb  K-6 145 剥片鍛
38 石鍛 チ ャ ー ト 2. 46 1. 20 0. 30 0. 8 6 Z-70 撹乱 右脚欠損
39 石鍛 安山岩 2. 70 1. 71  0. 30 1 . 0 D セー1 5 溝一括
40 石鍛 安山岩 3. 23 2. 16 0. 60 2. 1 6 Y-7 1  撹乱 左脚欠損
41 石儀 黒耀石 1. 90 1. 50 0. 30 0. 4 5 g-68 撹乱 右脚欠損
42 石鎌 黒輝石 2. 90 1. 70 0. 40 1 . 4 D スー1 5 構一括 左脚欠損、 素材剥隊面
43 石鎌 安山岩 2. 50 1. 91 0. 30 0. 8 D スー1 5 機一括 先端部欠領、 風化が激 し い
44 石鍛 安山岩 2. 10 1 .  34 0. 40 0. 8 8a 東ーロ �554 裏面に素材剥離面、 鋸歯状
45 石鍛 黒績石 2. 29 1. 50 0. 40 0. 6 4b N-I0  撹乱 左脚欠損
46 石鍛 安山岩 2. 52 1 . 73 0. 40 1 . 6 la  E-5 表裏面 に原石面
47 石鍛 安山岩 2. 78 2. 01 0. 30 1 . 6 3 C- 14  45 剥片鍛
48 石鍛 黒輝石 2. 32 1. 70 0. 40 0. 8 lb L-6 一括 左脚欠損
49 石鍛 安山岩 3. 23 1. 60 0. 40 1. 2 2b Q-1 3  左脚欠損
50 石鎌 黒輝石 2. 90 1. 50 0. 30 0. 8 la  E-5 1 1  左脚欠損
51 石鍛 黒耀石 1. 50 1. 10 0. 30 0. 20 lb L-6 除095 先端部欠損
52 石鉱 黒瀬石 2. 30 2. 00 0. 30 O. 70 lb K-5 撹乱
53 石鍛 黒輝石 1 .  60 1. 40 0. 40 0. 30 la  F-5 出296
54 石餓 黒輝石 1 .  60 1. 40 0. 50 0. 50 A ウー3 一括 左脚欠損
55 石鍛 黒輝石 2. 40 1. 60 0. 40 0. 80 lb L-7 14住 67
56 石鍛 黒輝石 1. 70 1. 30 0. 30 0. 30 lb H-9 撹乱
57 石鍛 黒輝石 2. 00 1. 10 0. 40 0. 50 B t-15  1 1 049 
58 石鎌 黒輝石 1 .  60 1. 30 0. 30 0. 30 lb L-5 10住
59 石鍛 黒輝石 2. 10 1 .  51 0. 25 0. 6 7 c-73 10425 事l片銭、 先端部欠損
60 石鍛 黒輝石 2. 40 1. 85 0. 45 1 . 6 D セー16 講一括 裏面に素材剥離面、 先端部欠損
61 石鱗 黒輝石 2. 29 1. 22 0. 30 0. 8 2a K-14  5構一括 事j 片鍛
62 石鍛 黒耀石 2. 44 1. 43 0. 45 1 . 4 la D-4 1321 事l片鎌
63 石鎌 黒輝石 2. 43 1 .  62 0. 30 0. 6 lb K-5 撹乱 左脚欠損、 鋸歯状
64 石鎌 黒輝石 1. 88 1. 59 0. 40 0. 6 lb  L-3 撹乱
65 石鎌 安山岩 2. 30 1. 39 0. 30 0. 8 8b 西ーへ 17住床直 表面に素材剥離面
66 石鎌 安山岩 2. 51  1 .  63 0. 40 0. 8 A 了一3
67 石鎌 安山岩 2. 60 2. 20 0. 80 2. 0 6 X-71 一括
68 石鍛 安山岩 3. 33 1. 86 0. 50 2. 0 C 不明 撹乱 鍬形骸

- 85 -



第 1 節 縄文時代の遺構 と 遺物

第 7表 出土石器観察表 (2)
遺物 器 種 石 材 計測値 (残存部) 調査 出土 取上番号 備 考

番号 長 さ (cm) 幅 (c田) 厚み (cm) 重量 ( gJ 区 地点
69 石鎌 黒輝石 2. 1 1  1 .  36 0. 30 0. 6 lb  L-6 t7801 鍬形銭、 裏面に素材剥離面
70 石鎌 黒輝石 3. 81  2. 00 0. 50 2. 2 18  G-4 1723 鍬形鎖、 左側欠損
71 石鍛 黒輝石 3. 00 1. 90 0. 40 1. 40 6 X-7 1  一括 鍬形自帳、 裏面に素材事j離面
72 石鎌 チ ャ } ト 1 .  90 1. 30 0. 30 0. 50 lb L-3 撹乱
73 石自候 黒綴石 2. 50 1. 80 0. 40 1. 30 6 X-7 1  撹乱 表裏面に素材剥離面
74 石嫉 黒輝石 1 .  60 1. 50 0. 40 0. 50 lb  J-8 撹乱
75 石鎌 黒輝石 2. 10 1 .  60 0. 40 0. 60 8d 南ー20 3

99
18  
04 

鋸歯状
76 石鎌 頁岩 1 .  40 1. 30 0. 30 0. 50 8c 南-4
77 石鎌 黒輝石 2. 10 1 .  50 0. 30 0. 60 7 Z-73 一括 鋸歯状
78 石鍛 安山岩 2. 45 1 . 71  0. 50 1 . 6 18  F-5 128 鋸歯状
79 石鍛 安山岩 2. 93 1. 29 0. 60 2. 0 A イー3 10672 有茎鎌、基部欠損
80 石鎌 安山岩 1 .  01  1 .  61 0. 35 0. 4 1b  L-5 10住 1 64 風化激 しい
81  石鍛 黒輝石 1. 70 1. 50 0. 40 0. 60 lb L-8 撹乱 先端部欠損
82 石鎌 黒輝石 3. 35 1. 40 0. 30 1 . 0 2b R-13  剥片儀、 右側縁大 き く 欠損
83 石錐 黒綴石 3. 20 1. 50 0. 60 1 . 8 5 e-69 撹乱
84 石錐 頁岩 3. 90 2. 40 1. 00 1 . 6 A 7-2 一括
85 石錐 黒輝石 2. 50 2. 20 0. 80 3. 2 5 d-66 一括
86 模形石器 黒輝石 1 .  70 1. 50 0. 60 1 . 5 1b k -4 1 1講一括
87 襖形石器 黒輝石 1 .  80 2. 50 1. 30 5. 9 lb L-5 撹乱
88 襖形石器 黒耀石 2. 60 3. 80 1. 80 10. 5 1b k - 3 
89 石匙 安山岩 7. 90 4. 80 1. 10 29. 1 1b L-5 44 
90 石匙 黒曜石 2. 25 3. 40 O. 70 3. 2 1b  K-3 一括 原石面、 素材剥離面 を残す
91 石匙 安山岩 2. 60 5. 90 O. 70 5. 5 48 L-1 0  2号円形
92 石匙 安山岩 3. 00 6. 80 0. 90 1 1 .  6 1b J-7 撹乱
93 削器 安山岩 5. 00 4. 10 1 . 10 13. 4 1b M-3 15溝一括
94 削器 安山岩 5. 60 6. 50 1. 70 51 .  3 1b  M-3 1 5溝一括
95 削器 安山岩 5. 20 2. 90 1. 10 15. 6 1b L-8 8854 
96 削器 安山岩 5. 10 3. 60 1. 00 13. 7 6 Y-67 撹乱
97 尖頭状石器 安山岩 2. 15  1 .  50 0. 45 1 . 0 1b 1-2 2988 
98 円 盤状石器 砂岩 5. 60 6. 40 1. 30 56. 4 1b K-2 一括
99 円盤状石器 安山岩 10. 00 10. 50 2. 70 331.  4 lb L-4 5

9
2
8 

36 
100 打製石斧 安山岩 12. 10 6. 20 1. 80 145. 1 1b K-3 2 1  
101 打製石斧 安山岩 14. 40 7. 80 2. 00 287. 6 1b L-1 3385 表裏面 に磨き 有 り
102 打製石斧 安山岩 12. 10  5. 20 1. 50 1 12. 1 1b  L-4 撹乱
103 打製石斧 安山岩 14. 70 7. 70 2. 60 361 .  9 1b J-2 一括
104 打製石斧 安山岩 1 1 .  90 5. 60 2. 00 1 16. 3 lb H-2 溝一括
105 打製石斧 緑色片岩 15 . 90 6. 30 2. 00 268. 9 lb  M-3 一括
106 打製石斧 安山岩 1 3. 50 8. 90 2. 10  1 85. 8 lb  M-6 8

3
2
3 
6 1  基部に原石面

107 打製石斧 蛇紋岩 1 7. 80 9. 30 2. 20 500. 0 lb  L-l 2 1  基部欠損
108 打製石斧 緑色片岩 12. 30 8. 70 1. 50 200. 1 lb L-3 撹乱
109 打製石斧 安山岩 11 .  30 8. 30 1. 80 223. 8 lb  1-9 撹乱 中位部か ら 基部欠損
1 10 打製石斧 安山岩 9. 70 6. 00 2. 30 1 67. 9 8d 南-10 一括 中位部か ら 基部欠損
1 1 1  打製石斧 安山岩 9. 50 6. 90 1. 90 140. 5 18  F-5 構一括 中位郎 か ら 基部欠損
1 12 打製石斧 安山岩 10. 30 5. 50 2. 00 142. 0 lb L-4 4

構
52

一
4

括
中位部か ら 基部欠損

1 13 打製石斧 安 山岩 9. 20 6. 50 2. 20 144. 0 lb K-4 中位部か ら 基部欠損
1 14 打製石斧 砂岩 8. 50 6. 40 1 . 10 66. 2 lb K-2 撹乱 中位部か ら 基部欠損
1 1 5  打製石斧 砂岩 9. 40 6. 10 1 .  60 88. 9 8c 南-3 9804 中位部か ら 基部欠損
1 16 磨製石斧 安山岩 10. 90 5. 10 1 .  80 1 30. 2 lb  K-5 撹乱
1 1 7  磨製石斧 砂岩 14. 60 5. 90 3. 50 446. 1 lb K-2 126 
1 18 磨製石斧 安山岩 8. 70 3. 70 1. 20 60. 5 lb  M-4 1 33 
1 1 9  磨製石斧 砂岩 12. 40 5. 10 2. 80 262. 7 lb K-3 撹乱
120 磨製石斧 砂岩 14. 60 5. 00 3. 20 268. 7 lb L-4 4

撹
80

乱
7 接合資料

121  磨製石斧 砂岩 1 1 .  90 4. 00 2. 70 204. 0 lb K-2 
122 磨製石斧 砂岩 18. 60 6. 80 4. 50 800. 0 18  F-4 ケ76 接合資料
123 磨製石斧 砂岩 18. 40 6. 50 2. 60 459. 0 lb  K-3 
124 磨製石斧 安山岩 14. 60 6. 20 2. 20 226. 2 lb K-3 58 
125 磨製石斧 蛇紋岩 9. 70 5. 60 1. 90 1 08. 0 表採
126 磨製石斧 蛇紋岩 9. 60 6. 00 0. 90 67. 8 6 Z-7 1  撹乱
127 磨製石斧 安山岩 9. 10  5. 80 1. 40 1 06. 1 6 b-69 撹乱
128 磨製石斧 砂岩 9. 00 5. 20 2. 70 148. 3 lb  K-3 撹乱
129 磨製石斧 砂岩 1 1 .  60 4. 10 3. 20 1 98. 3 5 h-68 
130 石錘 砂岩 7. 90 7. 70 1. 10 189. 9 18  F-4 
131  石錘 砂岩 8. 80 8. 00 1. 50 1 82. 0 lb K-3 89 
132 石錘 粘板岩 8. 90 7. 30 1 .  90 1 70. 1 lb L-4 43 
133 磁石 砂岩 1 1 . 40 7. 30 1. 70 367. 9 2b T-12 13 磨石 ・ 蔽石 ? 、 一部赤変
1 34 砥石 砂岩 6. 00 3. 70 4. 20 1 19. 9 18  F-4 9 
135 砥石 砂岩 5. 90 5. 60 2. 70 148. 6 lb  L-4 !円4撹住鼠ω 1 36 |砥石 砂岩 6. 70 5. 20 1. 40 1 25. 2 lb K-3 
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第 E 章 調 査 の 成 果

第 8表 出土石器観察表 (3)
=: 楊 極 石 材 汁測値 残存部) 調区査 I 地出土点 陣王番号 官百 1琴

!長 さ (cm) 幅 (c田) 厚み (c皿} 重量 ( g )
137 磁石 砂岩 4. 50 3. 90 4. 20 89. 2 lb  L-4 4住 1080
138 砥石 砂岩 6. 50 6. 20 2. 10 128. 1 lb  K-2 撹乱
139 砥石 砂岩 6. 00 5. 20 3. 60 120. 6 lb  L-5 10住 32
140 磨石 ・ 厳石 凝灰岩 12. 05 10. 90 6. 10 1050. 0 lb L-4 院 1051 一部欠損
141 磨石 ・ 厳石 砂岩 13. 70 10. 70 5. 80 1000. 0 lb  L-5 
142 二次加工 県纏石 3. 60 1. 90 0. 70 2. 8 lb M-3 3住 379
143 二次加工 黒耀石 3. 70 1. 90 O. 70 3. 0 8d 南-15 10257 
144 二次加工 黒績石 3. 00 3. 30 1. 00 6. 5 lb J -2 撹乱
145 使用痕 黒輝石 4. 50 1 . 60 0. 80 3. 1 la  D-5 64 
146 使用痕 黒輝石 1. 90 3. 50 0. 40 3. 1 lb N-7 撹乱
147 使用痕 黒輝石 2. 80 3. 90 0. 70 4. 4 7 c-73 34講一括
148 使用痕 黒輝石 3. 10 1 .  20 0. 30 1 . 5 7 a -73 撹乱
149 使用痕 泉輝石 1. 80 14. 2 lb L-5 撹乱
1 50 使用痕 黒沼石 6. 20 1 1 . 90 1. 00 9. 3 lb K-2 撹乱

右錘 ( 130- 132)

砂岩製 ( 130、 13 1 ) 、 粘板岩製 ( 132) の 3 点 の 出 土で あ る 。 石錘はそ の 用 途 は別 に し て 、 縄 ま た は網掛け

用 の く ぼみ を 打 ち 欠 い た も の と 溝 を彫 っ た も の と に 分 け ら れ る 。 打 ち 欠 い た も の は 「礎石錘」 と 呼ばれて お

り 、 3 点 と も 上 下が欠 け て お り こ れに属 す る 。

砥石 ( 133- 139)

全部 で 7 点 出 土 し た 、 石材は全て砂岩製で あ る 。 こ こ で は 、 溝 を 持 っ た 石器 を 砥石 と し て 記載 し た が 、 1

点 だ け 平砥石 ( 133) と し て 認定 し た。

134、 135 は幅が 1 叩弱 の 車線的 な U 字状の溝が 1 本み ら れ 、 おそ ら く 玉類等 の 研磨 に使用 さ れた と 考 え ら

れ る 。 136、 137 ， 138 は幅 の 狭 い 直線的 な V 字状の構が 1 、 2 本み ら れ石斧 の 刃 を 研 い で い た の で は な い か

と 考 え ら れ る 。 139は幅の狭い直線 的 な V 字状の溝が約 10本 ほ どみ ら れ る 。

磨 右 ・ 敵石 ( 140 、 1 4 1 )

磨石 ・ 敵石 は 、 2 点 出 土 し た 。 石材は 140が擁灰岩製で 、 141 は砂岩製で あ る 。 と も に 円 盤状 の 離 を使用 し 、

一部 に磨痕 、 あ る い は敵打痕 を 残 し て い る 。 ま た 、 140は一部 を欠損 し て い る 。

二次加工の あ る 右器 ( 142..... 144)

3 点 出 土 し 、 3 点 と も 黒輝石製で あ る 。 142は不整形の縦長剥片 を 素材 と し 、 裏面右側縁部 に 細 か な 調整加

工を施 し で あ り 、 そ の他 の 部分 は素材剥 片 の状態の ま ま で あ る 。 143 は不整形の 縦長 剥 片 を 素材 と し 、 裏 面 両

側縁部 に 細 かな調整加 工 を 施 し で あ り 、 そ の他の部分 は素材剥 片 の 状態 の ま ま で あ る 。 144 は台形状の剥 片 を

素材 と し 、 表 面左側縁部及 び裏面左側縁部 に細かな調整加 工 が 施 し で あ り 、 そ の他 の 部 分 は素材剥 片 の 状態

の ま ま で あ る 。

使用症の あ る 剥 片 ( 145..... 1 50)

6 点 出 土 し 、 すべて 黒耀石製で あ る 。 145は不整形の縦長剥 片 を 素材 と し 、 先端部及び右側縁部 に使用 痕 が

観察 さ れ る 。 表 面 に原石面 、 裏 面 に 素材剥離面 を 大 き く 残す。 146は不整形 の横長剥片 を 素材 と し 、 使用 痕 は

剥片先端部の左右両側縁部 に観察 さ れ る 。 表面 に原石面及び素材剥離面 、 裏 面 に 素材剥離 面 を残す。 147は幅

広の 不整形の 剥 片 を 素材 と し 、 表面 に原石面及び素材剥離面 、 裏面 に 素材剥離 面 を 残す。 使用 痕 は縁辺 に観

察 さ れ る 。 148 は小型 の 縦長 剥 片 を 素材 と し 、 両側縁部 に使用 痕 が観察 さ れ 、 表裏 面 に 素材剥離面 を残す。 1

49 は大型の縦長 剥 片 を 素材 と し 、 両側縁部 に使用 痕が観察 さ れ 、 表面 に原 石 面 、 裏 面 に 素材剥 離面 を 大 き く

残す。 150は不整形の縦長剥片 を 素材 と し 、 両側縁部 に使用 痕 が観察 さ れ、 表 面 に原石面及 び素材剥 離面 、 裏

面 に 素材剥離面 を残す。
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第 2 節 弥生時代 の遺構 と 遺物

第2節 弥生時代の遺溝 と遺物

1 竪穴住居跡

今回 の調査で 出 土 し た 竪 穴住居跡 の う ち 、 弥生時代 の も の と 思われ る 住居跡が 3 区か ら 1 基検 出 さ れた。

1 号住居跡 (第64図 )

3 区 B - 15及 び C 一 15 グ リ ッ ド で確認 さ れた。 隅丸の長方形で長軸が約3. 5 m で短軸 が約2. 9m を 測 り 、 長

軸 の 方位 は N - 12。 ー E で あ る 。 遺構はN層 ( ア カ ホ ヤ火 山灰層 ) に切 り 込 み 、 覆 土は黒褐色でかな り 硬 く 、

ほ と ん ど床面部分 し か残 っ て い な かっ た が 、 床面 よ り やや上 に炭化物や焼土 が広 く 散 っ て い た 。 炉跡 ら し き

部分は確認 さ れた が 、 窪みの範囲 は 明 確 で は な く 、 焼土が深い部分 ま で点々 と 見 ら れ 、 炉 内 に は長 さ 4 cm 、

幅 2 cm程の 炭 が あ っ た 。 ま た 、 灰 の掻 き 出 し部分は炉の南側 に な る と 思われ る 。 住 穴 は 可能性 の あ る も の と

し て 一個 だ け検 出 で き た も の の 、 確実な も の で は な い。

主要な 出 土遺物 を 2 点掲載 し た。 1 は長胴 の聾で、 く の 字型 に屈 曲 し て 外傾す る 口 縁部 を も ち 、 胴部 中 央

に最大径 を も っ。 底部 を 欠 損 し て い る が 、 脚台状にな る と 思 われ る 。 口 径 19. 8cm 、 現存高43. 2cm を 測 る 。 内

外面 と も ハ ケ メ の 後 にナデ調整 を行っ て い る 。 2 は丸底の 壷 ま た は鉢 で 、 口 縁部 を 欠 損 し 、 現存高9. l cm を 測

る 。 内 面 はナデ調整、 外 面 はハ ケ メ の 後 ナデ調整 を 行 っ て お り 、 内外面共 に ス ス が付着 し て い る 。

2 土器 (第65 、 66図 )

包含層 か ら 出 土 し た 弥生土器の う ち 、 主要 な も の を 13点掲載 し た。 以 下 、 こ れ ら の 土器 に つ い て 時期別 に

見て い き た い。

な お 、 個 別 の 土器の 計測値及 び観察結果 に つ い て は 「 出 土弥生土器観察表 j (第 9 表) に ま と め て い る 。

( 1 ) 弥生 中 期 土器

聾 ( 1 "-' 3 、 5 )

1 "-' 3 は弥生 中 期 の 聾 の 口 縁部であ る 。 l は 口 縁外側 に 分厚い突帯 を 貼 り 付 け て い る 。 2 、 3 は 口 縁外側

の突帯が長 く 伸 び、 内 側 に小 さ な 張 り 出 し を も っ。 ま た 、 口 縁上面 は 平坦に仕上 げ ら れ て い る 。 5 は脚 の 一

部 で あ る 。

壷 ( 4 ) 

4 は外反す る 壷の 口 縁部 と 思われ る 破片 で あ る 。 明確な時期 の特定 は で き な い が 、 弥 生 中 期 に含 め た。

(2 ) 弥生後期 土器

聾 ( 6 "-' 8 )

6 は弥生後期 の 愛で 、 ほ ぽ全体が復原で き た。 胴部中位に最大径 を も っ長胴形で、 口 縁 は く の 字型 に屈 曲

し 、 やや高 め の 脚 を も っ。 内 外面 と も ハ ケ 自 調整が さ れて い る 。 7 は上半部 、 8 は脚部 で あ る で あ る が 、 同

一個体 に な る と 思われ る 。 口 縁 は く の字型 に屈 曲 し 、 口 唇 は面 を な し て 1 条 の 沈線 を も っ。 内 外面 と も ハ ケ

目 調整 が さ れ、 脚 はやや高 め で あ る 。

葺 ( 9 )  

9 は 同 一個 体 の 口 縁部 と 胴部 で あ る 。 口 縁部 は 大 き く 外反 し 、 口 唇 を 分厚 く し 、 回線 を 施 し て複合 口 縁状
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に し て い る 。 長胴形で、 胴 部 中 位 に最大径 を も ち 、 内 外 面 に ハ ケ 目 調整が さ れて い る 。 頭部屈 曲 部 の 下 に櫛
描文 を も っ。

鉢 (10""" 12) 

10は鉢形土器の上半部 で あ る 。 く の 字型 に屈 曲 し 、 外反気味の 口 縁 を も っ。 外 面 はナデ調整、 内 面は粗い
ハ ケ 目 調整が施 さ れて い る 。 1 1 は胴部 下半で屈 曲 し て 立 ち上が り 、 頚部か ら 外反す る ロ 縁 を も っ。 口 唇 は 面
を なす。 外 面 はハ ケ の 後 ナデ調整、 内 面 は粗いハ ケ 目 調整が施 さ れて い る 。 12 は 内 湾 す る 直 口 口 縁で 、 内 外
面 と も ナデ調整 が さ れて い る 。

高亦 ( 13)

13 は高杯 あ る い は聾の脚部で あ る 。

、、 ， ， ， / ! \ 13 
。 10 cm 

第66 図 出土弥生土器 ( 2 ) 

第9 表 出土弥生土器観察表
遺物 器 種

{

口cm
径} 

|
底(cm

径】 現
(c
存
m

)高

(
内 面 }調 (

外 面盤〉 {色内 面
) {外面調〉

胎 土 焼 成 調 査 出 土 取 上 備 考番号 区 地 点 番 号

l 費 2 . 0  ナ デ ナ デ t.:.!:置(5YR7/4) 醐恒(!0YR8/3) 砂粒1>量、 石英、 長石を含む 良 好 1b 1N-8 一括

2 費 2 . 2  ナデ、 ミ ガキ ナデ、 ミ ガキ 明黄禍(!OYR7/6) にぶ賀檀(!OYR7/4) 砂粒多量、 石英、 角関石を含む 良 好 5 I d-68 一括

3 聾 2 . 0  ナ デ ナ デ に五黄桓(!OYR7/3) に.!:買世(10YR7/4) 世砂粒少量、 石英、 角関石を含む 良 好 1 b  IL-3 一括

4 蜜 2 . 7  ナ デ ナ デ 置(7.5YR6/6) 世(7.5YR6/6) 粗砂粒多量、 石英、 長石を含む 良 好 B ヒ 15 蒋一括

5 聾 5 . 1  ナ デ ナデ、 ハ ケ 目 t.:.!:黄置(10YR7/3) t.:.!:貰恒(10YR6/4) 砂粒多量、 石英、 長石を含む 良 好 D 1 ;--13 諮ー括

6 聾 1 6 . 7  1 1 . 2  30 . 5  ナデ、 ハ ケ 目 ナデ、 ハ ケ 目 揖黄置(10YR8刈) 揖貰(2 町7/4) 砂粒少量、 石英、 角関石、 長石を含む 良 好 6 キ 17 印刷 内・外面スス骨着
7 聾 19 . 6  9 . 3  ナデ、 ハ ケ 目 西濃 l 条、 ナデ、 ，、ケ 目 t.:.!:貰置(10YR6/3) にふ賀置(10YR7/4) 砂粒多量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 7 Id-73 1偲也

8 聾 15 . 0  15 . 3  ナ デ ナデ、 ハ ケ 目 の後ナデ 明赤椙臼YR5/6) t.:.!:褐(7 町R5/4) 砂粒少量、 石英、 角閃石、 長石を含む 良 好 7 Id-73 却也 外面スス付着
9 盛 18 . 8  ハ ケ 目 の後ナデ 櫛描文、 ナデ、 ハ ケ 目 に」端(7.5YR5/4) にぷ買檀(10YR6/4) 砂粒少量、 石英、 角関石、 長石を含む 良 好 7 Id干3 123他 外面ス ス付着

10 鉢 17 . 1  9 . 4  ナデ、 ハ ケ 目 ナ デ にふ賞置(10YR7/2) 黒掲(10YR3/1) 砂粒少量、 石英、 角閃E、 長石を含む 良 好 A ウ 3 一括

1 1  鉢 13 . 6  6 . 9  ハケ 自 の後ナデ ハ ケ 目 白後ナデ 医黄揖(10YR6/2) にふ賞恒(10YR6/3) 砂粒少量、 石英、 角閃石、 長Eを含む 良 好 A 1 7-3 1侃17旭

12 鉢 15 . 0  7 . 5  ナ デ ナ デ 灰貰揖(10YR5/2) に五黄置(10YR7/4) 融砂粒1>晶、 角閃石、 長石を含む 良 好 1b 1M-3 一括

13 高 杯 17 . 0  4 . 8  ナ デ ナ デ に.!:置(7 町R6/4) に.!:檀(7.5YR6/4) 憧砂粒少量、 石英、 長石を含む 良 好 A ウー5 10747 

第 3 節 歴史 時代の遺構 と 遺物

1 溝

今 回 の 調査 で は 、 全体で大小約50本の溝状遺構が検 出 さ れた。 時期 は不確定で あ る が 、 覆 土 か ら 近世 の 陶

磁器片 が 出 土 し て い る の で近世以 降の も の と 考 え ら れ る 。 ま た 、 1 区 b の 1 1号溝や進入道路部分 D 区 の 3 号

溝な ど の 中 程 に 幅約O. 30m X 厚約 O. 15m の 黒褐色土の硬化面が検 出 さ れた。 こ れ は 、 人 々 の往来 に よ り 踏み

固 め ら れた道路状遺構 と 考 え ら れ る 。 な お 、 こ れ ら の溝状遺構 は概ね現在の 田 圃 及 び畑 の 畦道 に 並行 し て お

り 、 土地の所有上 の 区画 で あ っ た と も 考 え ら れな い こ と は な い。

nu

 



第 3 節 歴 史 時 代 の 遺構 と 遺物

2 土器 (第67図)

今 回 の調査で 出 土 し た歴史 時代 の 遺物 の う ち 、 主要 な も の を 7 点掲載 し た 。 以 下 、 こ れ ら の 土器 に つ い て

器種別 に 見 て い き た い 。 な お 、 個別の 土器の計測値及び観察結果につ い て は 「 出 土歴史時代土器観察表J

(第 10表) に ま と め て い る 。

土師器 ( 1 )

1 は土師器の 費で あ る 。 わずか に外反す る 口 縁 を も ち 、 外面 はナデ調整の後へ ラ ケ ズ リ 、 内 面 は へ ラ ケ ズ

リ と 指頭 に よ る 調整が行われて い る 。

須恵器 ( 2 、 3 )

2 は壷の 口 縁部の破片 で あ る 。 頚部 で屈 曲 し て 外 に 開 く 口 縁部 を も ち 、 口 唇 は複合 口 縁状 に な っ て い る 。

3 は鉢の脚部 と 思われ る 破片 で あ る 。

五質土器 ( 4 "' 7 )

4 "' 7 は鎌倉~ 室 町時代 の 瓦質土器の破片 で あ る 。 4 は火鉢の脚 で あ る 。 5 、 6 は 口 縁部 で 、 外 面 に X 字

状 の 印 文や貼付文 を も っ。 7 は摺鉢の 口 縁部片 で 、 内 面 に は摺 り 目 が あ る 。

第1 0表 出土歴史時代土器観察表
遺骨 器 種

|

口(cm

径

) 
現
(c

存
m

)高 (内函}調 ( 外 商盤) 
番号

1 土 師 艶 14 . 0  8 . 9  ケ ズ リ 、 指頭痕 ナデ、 ケ ズ リ

2 須 恵 壷 6 . 0  ナ デ 沈線 li帳、 ナ デ、

3 須 恵 鉢 14 . 6  5 . 0  ナ デ ナ デ

4 瓦 質 4 . 1  ナ デ

5 瓦 賀 8 . 1  ハ ケ 目 貼付文、 印文、 ナ デ

6 瓦 質 4 . 4  ナ デ 印 文

7 瓦 質 9 . 3 ナ デ、 沼 目 ナ デ

(色内面) (
外 薗調) 

胎 土

t::l:貰置(!OYR6/3) 医賀福(!0YR5/2) 世砂粒少量、 石英、 角関石、 長石を含む

医(5Y6/!) 医(5百/1) 砂粒少量、 石英、 長石を含む

医(5Y6/!) 医(5Y6/l) 量砂世少量を含む

臣賞(2.5Y6/2) 医貰(2.5Y6/2) 置世世!iI量、 石英、 角閃石、 長石を含む

置(7 町R6/6) 笹(7.5YR6/6) E砂粒!iI畳、 雲母を含む

置(日R6/6) 世(7.5YR7/6) 霞砂粒少量、 石英、 角関石、 長石を含む

貰医(2.5Y5/1) 黄医(2.5Y5/!) 租砂粒多量、 石英、 長石を含む

Z 
7-ー

， ， 

焼 成

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

O l O cm 
ヒコ
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調 査 出 土 取 上
備 考区 地 点 番 号

B ヒー16 稽ー括

8 b 璃ー括 ロ ク ロ直用
7 IZ-73 講一括 外面スス付着
D シー14 脅ー揺

7 IX-73 一括

1 b 1K-3 ー括

B ヒ-16 帯一括
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第 E 章 ま と め

第E章 ま と め

1 縄文時代

縄文時代の も の と 考 え ら れ る 竪穴住居跡は合計 17基検 出 し た。 切 り 合 い も あ り 、 確実 に 大 き さ を判断で き

ない も の も あ る が 、 平面形 は 円 形 を 呈 し て い る も の が ほ と ん ど で、 遺構の規模 は 直径 が 5 "' 6 m と ほ ぼ平均

し て い る 。 こ の う ち 、 炉の あ る も の は 7 基で あ り 、 直径が60"' lOOcm 、 床 面 か ら の深 さ が20"'60cm の も の が ほ

と ん ど で あ っ た。 住居跡 内 か ら の 出 土土器 を 見 る と 、 後期後半か ら 晩期 の 土器が 出 土 し て お り 、 住居跡の 多

く は こ の 時期 に位置づ け る こ と が で き る 。 特 に 、 多 く の土器が 出 土 し た 2 号住居跡 と 4 号住居跡 で は 、 前半

の天城式に あ た る 時期 の 土器が 多 く を 占 め て い る 。

円 形周 溝遺構は合計 9 基検 出 さ れた。 遺構の形は 5 号 を 除 く と ほ ぼ 円 形で あ る 。 遺構の 規模 は 3 号だ け は
特別 に 大 き い が 、 他 を 平均す る と 外径 が 3 "' 5 m 、 内径が 2 "' 4 m 、 溝 の 深 さ は 浅 い も の でO. l m 、 深い も の
ではO. 6m あ っ た。 多 く の 遺構 か ら は遺物 が ほ と ん ど 出 土せず、 明確 な 時期 等 は 不 明 で あ る 。 し か し 、 1 号 円
形周 溝遺構か ら は 、 縄文時代晩期 の 土器 が 多数出 土 し た。 器形 の特徴か ら 、 ほ と ん ど が 天城式の 土器 と 考 え
ら れ、 1 号 円 形周溝遺構 は こ の 時期 に位置づ け る こ と がで き る 。 こ の こ と か ら 、 他の 円 形周溝遺構 も こ の 時

期 に あ た る も の と 考 え ら れ る 。

埋聖 は 2 基検 出 さ れた。 2 基 と も 天城式の深鉢形土器で、 1 基 は 2 号住居跡 の す ぐ近 く 、 も う 1 基 は 14号

住居跡 の 内部か ら 検 出 さ れて い る 。

土坑 は数十基が検 出 さ れた が 、 形 が 不 定形で、 実測 に耐え難い 土坑やi棒状遺構 と 区別 が 付 か な い よ う な 不

明 な遺構であ っ た た め 、 本書に は 1 基だけ を記載 した。 平面は楕 円 形 で 、 外径約 1. 0 x 1. 3m、 底径約0. 7 x 1 .  

Om、 深 さ 約O. 5mで 、 床 面 に 直径約 10cm の 小 穴 を 7 個検 出 し た。 こ の よ う な 土坑 は東 日 本で検出 さ れて い る

r T ピ ッ ト 」 と 呼称 さ れて い る も の と 同 じ と と ら え ら れ、 陥 し 穴 と 考 え ら れ る も の で あ ろ う 。 県 内 に お け る

出土例は少な い が 、 近年で は大丸 ・ 藤 ノ 迫遺跡や狸谷遺跡や 白 鳥平 A 遺跡 な ど で 検 出 さ れて い る 。

包含層 か ら は 、 縄文時代早期 前半の押型文土器、 中 期 の 並木式 ・ 阿高式、 後期前半の 南福寺式 ・ 出 水式 ・

御手洗A式 ・ 北久根 山 式 ・ 福 田 K 2 式、 後 期 後 半~晩期 の御領式 ・ 天城式 ・ 古閑 式 ・ 突帯文土器な ど の 土器

と 、 石蟻 ・ 尖頭状石器 ・ 石匙 ・ 石錐 ・ 削器 ・ 模形石器 ・ 円 盤状石器 ・ 打製石斧 ・ 磨製石斧 ・ 石錘 ・ 砥石 ・ 二

次加 工 の あ る 石器 ・ 使用 痕 の あ る 剥片 ・ 磨石 ・ 厳石な どの石器 が 出 土 し て い る 。 出 土土器 の う ち 大部分 が 後

期後半~晩期 の 黒色磨研系 の 土器で 、 特 に 天城式 に 当 た る 時期 の も の が 主体 を な し て い る 。 ま た 、 縄文時代

後期に属す る と 考 え ら れ る 剥片鍛が数点出 土 し て い る 。

以 上 の こ と か ら 、 古閑北遺跡 に お け る 縄文時代の集落は、 後期か ら 晩期 に か け て 形成 さ れ、 天城式 に あ た

る 時期 に最盛期 を 迎 え た も の と 推定 さ れ る 。 特 に 1 区 b に お い て は住居跡14基 、 円 形周 溝遺構 1 基 、 埋聾 2

基が確認 さ れ 、 ま た石器 も 調査 区 の 南側l か ら 多 く が 出 土す る 傾 向 に あ る こ と か ら 、 こ の 調査 区 が あ る 遺跡の

南側 が 当 時の集落の 中 心 で、 あ っ た 可能性が 強 い。 ま た 、 こ の 付近に は湧水地が あ り 、 当 時の 人 々 は こ の 湧 水

を 利 用 し て 生活 し て い た 可 能性 も あ る 。 一方、 遺跡西側 の 5 区 ・ 6 区 ・ 7 区 か ら は 円 形周 溝遺構が 計 5 基確

認 さ れて お り 、 集落 と は別 の性格 を持つ空 間 で あ っ た 可能性が あ る 。 ま た 、 石斧の 製造過程で製造 を 放棄 し

た よ う な石斧が数点見受 け ら れ 、 こ の 地 で石斧 を製造す る 集団 が存在 し て い た 可能性 も 考 え ら れ る 。

サ ヌ カ イ ト 製の 有舌尖頭器 に つ い て
1 区 b か ら は サ ヌ カ イ ト 製の 有 舌 尖頭器が 1 点 出 土 した。 撹乱か ら の 出 土 で あ り 、 層 位 な ど は 不 明 で あ る 。

こ の 有舌尖頭器 は 、 東 日 本 を 中 心 に縄文時代草創期 に分布す る 特徴 的 な 石器 で あ り 、 旧 石器時代終末期 に 同
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地域 に展開す る 神子柴 ・ 長者久保文化 に 認 め ら れ る 槍先形尖頭器か ら 形態変遷 し た こ と が 指摘 さ れて い る 。

ま た 、 こ の種の 石器の 存続期 間 は 、 比較的短 く 、 九州 で は数例認 め ら れ る の み で 、 草創期 に組成す る こ と は

稀 で あ る 。 古閑 北遺跡 に お い て は、 草創期 に属す る 遺物 と し て は、 有舌尖頭器の み で あ り 同 時期 の 組成 は 不

明 で あ る 。 検出 さ れた石器の形態 は 、 基部 に わずかな舌部 を も っ 「柳又型」 に分類で き る 属性 を 有 し て い る 。

こ の よ う な形態 の有舌尖頭器が組成 さ れ る 遺跡 と し て は、 大分県 目 久保第 1 遺跡， 愛媛県上黒岩洞穴等が あ

げ ら れ、 隆起線文土器 を 伴 出 し て い る 。 そ の た め 、 古閑北遺跡 の有舌尖頭器 の所属時期 に つ い て も 同 様 の 時

期 を 当 て る こ と が 可能で あ ろ う か。

縄文晩期土器を伴 う 円形周溝遺構について
今回 の調査 に お い て 、 合計 9 基の 円 形周溝遺構が確認 さ れた。 ま た 、 隣接す る 九州 縦貫道の益城熊本イ ン

タ ー チ ェ ン ジ建設事業 に 伴 っ て 行 われた 、 遺跡の 南西部お よ び西隣の梨木遺跡 の 調 査 に お い て も 7 基の 円 形

周溝遺構が確認 さ れて い る 。 こ の こ と か ら 、 遺跡周辺部一帯 に は 多 く の 円 形周 溝遺構 が 分布 し て い る も の と

推定 さ れ る 。

円 形周 溝遺構 は 、 共伴土器 を も つ も の が 少 な く 、 付 随す る 施設 も 持 た な い も の が 多 い こ と か ら 、 そ の性格

は よ く 分 か つ て い な い。 た だ 、 弥生土器 を伴 出す る 例 が あ る こ と や 、 弥生の 住居跡 と 同 時 に確認 さ れ る こ と

が 多 く 、 弥生時代の も の と い う 考 え方 が 一般的で あ る 。 ま た 、 梨木遺跡 におい て も 、 明 確 な 時期 の 特定 は で

き な か っ た が 、 1 基 か ら 弥生後期 の聾の脚部片 が 出 土 し た こ と か ら 、 弥生時代の も の と し て扱 っ て い る 。

一方、 今 回 の 調査 に お い て 、 1 号 円 形周溝遺構か ら 出 土 し た 土器は 、 ほ と ん ど が周溝の覆土 中 か ら の も の

で 、 全て破片 で あ る が 、 残存状態 の 良 い も の も あ る 。 ま た 、 時期 は縄文晩期 の 天城式 に あ た る も の が ほ と ん

ど で 、 弥生時代の も の は 出 土 し て い な い。 こ の こ と か ら 、 1 号 円 形周 溝遺構 は縄文時代晩期 の も の で あ る 可

能性が 高 い。 縄文時代晩期 土器 を 伴 出 す る 円 形周溝遺構の例 は 、 現在 の と こ ろ 他 に 見 な い が 、 こ の こ と に よ

っ て 、 改 め て 時期 につ い て の再検討が必要 に な る も の と 恩われ る 。

2 弥生時代

3 区 か ら 弥生時代 の 住居跡が 1 基確認 さ れた。 長軸3. 5 m で短軸2. 9 m を 測 る 隅 丸 の 長 方形で、 出 土 土器 は

後 期 の も の で あ る 。 ま た 、 包含層 か ら は 、 中 期 か ら 後 期 に か け て の 土器 が 出 土 し て い る 。 こ の う ち 、 大部分

が後期 に属す る 土器で あ り 、 中 心的 な 時期 は後期 と 見て 良 さ そ う で あ る 。

他 に住居跡 を 検 出 す る こ と は で き な か っ た も の の 、 弥生時代 に も こ の あた り に集落が存在 し た こ と は確か

な よ う で あ る 。 た だ 、 遺構の数や出 土遺物 の 量か ら 見 る と 小規模な も の で あ っ た と 推定 さ れ る 。

3 歴史時代

全調査区か ら 大小約50本 の溝状遺構 が 検 出 さ れた。 時期 は不確定 で あ る が 、 覆 土か ら 近世の 陶磁器片 が 出

土 し て い る の で 、 近世以降 と 考 え ら れ る 。 ま た 、 1 区 b の 1 1 号潜や進入道路部分 D 区 の 3 号溝 な ど の 中 程 に

幅約0. 30m X 厚約0. 1 5m の 黒褐色土の硬化 面 が 検 出 さ れた。 こ れは、 人 々 の往来 に よ り 踏み 固 め ら れた道路

状遺構 と 考 え ら れ る 。 な お 、 こ れ ら の 溝状遺構は概ね現在の畑地の 区画割 り に 沿 っ て お り 、 こ の 地の畑地 が

形成 さ れ る よ う に な っ て き た近代以降 の も の と 思われ る 。
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図版 1

1 区 a 全景及び遺物出土状況

1 区 a 遺物出土状況

2 区 b 全景 (完掘)



2 区 b 遺物出土状況

2 区 b 磨製石斧出土状況

4 区 a 全景及び1 2 ・ 1 3号溝 (完掘)



図版 3

7 区全景及び31 号溝 (完掘)

8 区遺物出土状況

8 区全景 (完掘)



図 版 4

進入道路 A 区全景 (完掘) と作業員 さ ん

進入道路 B 区全景 (完掘)

進入道路 D 区全景 ( 完掘)



図版 5

21 号溝 (完掘)

22 ・ 33号溝 (完掘)

34号溝 (完掘)



図 版 6

3 号土坑遺物 出土状況

33号土坑 (完掘)

2号埋聾出土状況



図版 7

3 号埋聾出土状況

1 号 円 形周 溝遺構 (遺物 出土状況)
";-?' 
;. 'i1r� 

2 号 円 形周 溝遺構 (完掘)



図版 8

3 号 円 形周 溝遺構 (完掘)

4 号 円 形周 溝遺構 (完掘)

5 号 円 形周 溝遺構 ( 完掘 )



図版 9

7 号 円形周溝遺構 (完掘)

8 号 円形周溝遺構 (完掘)

9 号 円 形周 溝遺備 (完掘)



図版 1 0

1 号住居跡 ( 遺物 出 土状況)

2 号住居跡 (完掘)

3 • 1 5号住居跡 ( 完掘)
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4 号住居跡 (遺物出土状況)

4 号住居跡 (粘土塊)

4 号住居跡 (炉の断面)



図版1 2

5 号住居跡 ( 完掘)

6 号住居跡 (完掘 )

7 号住居跡 (完掘)



図版1 3

7 ・ 8 号住居跡 (遺物出土状況)

9 ・ 1 1 ・ 1 2号住居跡 (完掘)

1 0号住居跡 (遺物出 土状況)



図 版14

1 1 号住居跡 ( 完掘 )

7 ・ 8 ・ 1 3号住居跡 ( 完掘)

1 4号住居跡 (遺物 出 土状況)
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1 4号住居跡 (完掘)

1 6号住居跡 (完掘)

1 7号住居跡 (完掘)
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あ と が き

産業展示場建設事業 に伴 う 埋蔵文化財の調査は、 発掘調査 と 整理 ・ 報告書編集作業 を 合わせる と 足 かけ

6 年に及ぶ長期 に わ た る 事業 で あ り ま し た が 、 よ う や く 報告書 を発行す る こ と が で き ま し た。

こ れ も 、 発掘 ・ 整理作業 に携 わ っ て 頂 い た 多 く の 方々 の ご協力 と ご努力 の お 陰 で あ り ま す。

報告書 を 終 え る に あ た っ て 、 そ の ご芳名 を 記 し 、 感謝の 意 を表 し た い と 思 い ま す。

発掘作業 石 田 拓也 石 田 ミ ネ 子 岩切美智子 岩 国 政秀 内川 と み え 内 田 ノレイ 子

大舘 ム ツ エ 大舘 安敏 岡 田 伊佐央 河野 義勝 木 下 政広 古閑 征ー

杉浦千枝子 杉浦 り え子 杉本 美 子 田 島 弘子 高 田 真 吾 田 上 利子

土 田 俊雄 土持ア キ エ 土持 励子 徳光ひ ろ み 中 島 久枝 中 島 ミ サエ

中 林 る り 子 中 村 藤子 中村里和子 成松百合子 西坂 ス マ 子 西坂 豊

西 明 ム ツ子 沼 田 義宏 平井 和 子 福 田 清子 藤本 要一 堀川 貞 子

堀 野 重子 前 田 博美 松 田 計子 三浦 キ エ子 村崎美穂子 森上 栄子

森上美和子 森川 征子 森永 タ エ子 矢 ノ 下順子 山 田 友子 山 本 悦子

横 田 量子 吉村久美子 吉村 寿利 吉村八 千代 笠 春美 渡辺 い わ子

整理作業 荒牧 陽子 上村 孝子 字野 玲子 大塚 ト シ子 後藤 直美 田 中 洋子

長野 邦子 吉 岡 直子 吉 田 律子 吉永恵美子
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 この電子書籍は、熊本県文化財調査報告第 184集を底本として作成しました。

閲覧を目的としていますので、精確な図版などが必要な場合には底本から引用

してください。 

 底本は、熊本県内の市町村教育委員会と図書館、都道府県の教育委員会と図

書館、考古学を教える大学、国立国会図書館などにあります。所蔵状況や利用

方法は、直接、各施設にお問い合わせください。 
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